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誰にも言えない彼との秘密




　私が働いている電機メーカーには、少し……いや、すごく変わった先輩がいる。

　その人の特徴を、彼のセリフを引用しつつ、敢えて三つ挙げてみる。

『俺の顔って、本当見飽きないよな。見る角度でまた新しい魅力が生まれるだろ？』

　まずひとつ、〝超〟が付くほど、自分の顔に対して自信を持ちすぎる。

『あ、じゃあまた後でね。こんなにかわいい子たちとお昼ご飯が食べられるなんて幸せだな』

　ふたつ、会社の女子社員たちに異常なほどモテる。

　さっきも、廊下で会った他部署の女子社員にお昼を誘われ、爽やかな笑顔を見せていた。

　そして、三つ……。

「綾あや瀬せー、昼飯行かないのー？」

　後ろから手が伸びてきたと思ったら、なにやら重しのようなものが私の背中に乗っかった。そのまま私の両肩に腕をかけると、横から顔を出し、私の瞳を覗のぞき込んでくる。

　そう、なぜか私にだけ異様に懐いているのだ。

「先輩、重たい！　いつもいつも背中に乗っからないでください！」

　私は思いきり顔をしかめて、文句を言う。

「ちょうどいいところに綾瀬の背中があるんだよ。それに、こんなに乗っかりたいと思う背中はある意味、綾瀬の魅力だと思う。この俺が言うんだから間違いない」

　そう自信満々に言い放つ彼は、いつもこうして背中に乗っかってきては私の仕事の邪魔をしてくる。

　力いっぱい背中で彼の身体を押し返すと、私は納得いかない顔で後ろを振り返る。

　そこには、口元を緩めさせて笑う、やけに顔が整っている茶髪の男性がいた。

「仕事の邪魔です。もうやめてください」

「でも、もうお昼休みだぞ。綾瀬は働きすぎだから、ちゃんと休憩しろ」

　そう言って爽やかに微笑んだその人に、私は怒りの感情が表に出そうになるのをぐっと抑え込んだ。

　セクハラまがいな行動を取る彼の名は、乾いぬい 恵けい剛ご。私の四つ歳上で、今年二十八歳になる職場の先輩だ。もともと私の新入社員時代の教育担当で、今でもこうして私に必要以上に構ってくる。

　私にとっては迷惑この上ない存在ではあるけれど、私も所属する商品開発部にはなくてはならないエース社員。噂によると、入社してすぐに頭角を現し、初めて担当した企画では生産部門との調整をひとりで行ったり、取引先との契約などもひとつも取りこぼすことなく結んだり……と、新人とは思えない活躍ぶりだったとか。

　もちろん今でも、商品のコンセプト立案を出せば大抵が通り、チームの中心となって企画を進める、出世街道まっしぐらのエリートだ。

　さらに彼はいつも明るく、誰に対しても細かい気配りを忘れない、そのコミュニケーション能力の高さで、周りの人からの信頼も厚い。

　さらに、すごいのは、仕事ぶりだけではない。

　男性にしては澄んだ大きな瞳、筋の通った鼻、ピンクがかった形のいい唇。流行りのアッシュブラウンの髪の毛はサラサラで、背丈も高くモデル体型……と、『天は彼に何なん物ぶつを与えるの？』というくらい、抜群のルックスをしている。

　だからその顔で微笑まれると、一瞬怒りを忘れてしまうのも事実。私は少しでも彼に見み惚ほれてしまったことを後悔すると、苦し紛れに声を絞り出す。

「この資料のコピーを終えたら休む予定だったんです」

「ふーん？」

「なんですか？」

「いや、自分の後輩がマジメで嬉うれしく思っているんだよ」

　乾先輩はなぜか自慢げに腕を組んで、うんうんと頷うなずいている。

　これは褒められているのだろうか。だとすれば嬉しいけれど、誰にでも向ける完璧な笑顔で言われるとただのお世辞のようにも聞こえてしまい、素直に喜ぶことができない。

　どんな表情をしようか迷っていると、乾先輩の同期である水みず川かわ先輩がニヤニヤと笑みを浮かべながらこちらに寄ってきた。

「ホント、乾は綾瀬さんが大好きだなー」

「そうだぞ？　こんなに格好いい俺に好かれていることを光栄に思えって」

　そう言うと、乾先輩は自信満々にふんふんと首を縦に振った。

「これに好かれて嬉しいと思います？」

「ごめん、思わなかった」

　憐あわれむように言う水川先輩の返事を受けて、私は乾先輩を冷めた目で見つめた。

　この人の自信過剰さは病気じゃないだろうか。いくら仕事ができて顔がよくても、これじゃあ、なにもかもが台無しだ。

　すると、同じく乾先輩に呆あきれていた水川先輩が、コホンと気を取り直すように咳せきをした。

「でも、俺はふたりのやり取り好きだよ。兄きょう妹だいみたいで」

「おお、それいいね。こんな兄がいたら綾瀬も嬉しいだろ？」

「こんな兄だけは死んでも嫌ですねー」

　私の言葉に、乾先輩は驚いた表情で「なんだと？」と声を上げる。

　そういうところが嫌なんです。だってナルシストな兄なんて、いるだけで疲れてしまうに決まっている。まあ、黙っていれば格好いいから、友達には自慢できるだろうけど。

　その時、ちょうど資料のコピーが終わった。

　これでようやくお昼休みが取れるとため息をついていると、フロアの入口から「乾さーん」と甘く甲高い声が聞こえた。視線を向けると、そこには五人ほどの女子社員たちが集まってこちらを見つめていた。

「例のあれですか」

「あれだね」

　私と水川先輩は顔を見合わせると、お互いに頷いた。

「俺のファンを『あれ』呼ばわりするのはどうかと思うんだが」

　そう言われても、こうも毎日乾先輩を迎えに来てあんなふうに入口を占領されるのは、さすがに同じ部署にいる私たちもストレスが溜たまる。

　乾先輩は、お昼休みは毎日、自分のファンの子たちとご飯を食べることになっていた。

　こんな面倒な性格をしていても、やはりイケメンで仕事もデキるため、女性にはこれ以上ないくらいモテる。実はウチの会社には彼のファンクラブがあり、かなりの女性社員が所属しているらしい。

　入口で黄色い声を上げている女子社員たちの姿にどうやら自然と仏頂面になってしまっていたのか、乾先輩が私の顔を覗き込んでくる。

「ん？　もしかして綾瀬も俺とランチがしたい？　しょうがないな、かわいい後輩のためだ、一緒に行こう」

「あ、私は友達と約束がありますので」

　けっこうです、と笑って首を横に振る。

　誰があの人たちの中に入るもんですか。

　乾先輩は「せっかくこの俺が誘ってやったのに。後悔するぞ！」と私に笑顔で言うと、入口で待ち構えているハーレムに向かって歩き出す。そして彼らがこのフロアから出ていくと、私は大きく息を吐き出した。




　私、綾瀬深み桜おは、業界最大手の電機メーカー『ＴＥＣＳテックス』の本社で働き始めて二年目の二十四歳。入社以来、主に電化製品の開発や企画などを手がける花形部署、商品開発部に所属している。

　現在は、常に企画の中心で働く乾先輩とは違い、資料の作成や情報収集などの雑用を担当しているだけだが、いつかは彼のようにここでバリバリと活躍することに憧れている。

　手早くナムルを作りながら、今日の乾先輩のことを思い出す。

　私の教育担当だった乾先輩は、右も左も分からない社会人なりたての私を親身になって分かりやすく指導してくれ、なにか困っていることがあればすぐに気づき、よく話しかけてくれるいい先輩だった。

　だけど、私の教育担当を外れてもなお、どういうわけか彼はしつこく私に構ってくる。しかも歳を重ねていくごとに熱量が増えてきているように思えるのだ。

　普通に考えて、四歳下の後輩の背中に毎日乗っかる？　乾先輩の顔がイケメンじゃなかったら完全にセクハラだよ。……ああ、ダメだ。乾先輩のことを考えると、頭が痛くなる。多分ストレスが溜まっているのだろう。

　でき上がったナムルをお皿に盛り付けたタイミングで、家のインターホンが鳴った。私は着けていたエプロンで手を拭くと玄関の方へと向かう。

　毎回毎回、なんで鍵を持っているのに自分で開けないんだろう……。何度もお願いしているのに全然直してくれないから、もう諦めてはいるけれど。

「早くー」と扉の向こうから急かしてくる声に、私は「今開けますって！」とドアの鍵を開けた。

「深桜ちゃーん、ただいま！」

「ぎゃっ……」

　ドアを開けたら、いきなり大柄な男が抱きついてきた。その力は強く、簡単には離れてくれない。そして彼は私に抱きついたまま、うだうだと弱音を吐き出した。

「あー、今日も疲れたー。深桜ちゃん癒してー」

「重いぃ！　家でまで私を疲れさせないでください！」

　なんとか彼を受け止めようとするも、あまりの重さで後ろへと反り返ってしまいそうになる。

　すると、それを見かねた彼が、少し力を抜いて私の体勢を整えてくれた。

「でもさ、課長が俺ばかりこき使うの、ひどくない？　おかげで顔がむくんだよ。朝から晩まで美しいのが俺なのに」

「はいはいはいはい」

　軽くあしらうと、彼は「深桜ちゃんが冷たい……」と落ち込んだような表情で呟つぶやいた。

　このままだとさらにややこしくなる予感がして、私は仕方なく彼の柔らかい茶髪に手を伸ばす。

「よしよし、先輩は今日もお仕事よく頑張りました。いい子いい子です」

　今日の頑張りを撫なでて褒める、といういつもの日課をこなす。

「もっと撫でて」

「はいはい、夕ご飯は煮込みハンバーグですよ」

　そう言うと、乾先輩は少し顔を上げ、私に向かって子供のように無邪気に笑った。

　やはり性格がアレでも、この顔に至近距離で微笑まれたら、なにも言えなくなるほどときめいてしまう。『この人はナルシストなチャラ男なんだから』と自分に言い聞かせ胸の高鳴りをなんとか押しとどめた。

　いつもの日課に満足してくれたようで、乾先輩は私から離れると、「いい匂いするー」と部屋の中へと進んでいく。

　その背中を見て、深いため息が出た。

　キッチンへと戻ると、彼は鍋の蓋を開けて「おおー」と声を上げている。

「おいしそう。今すぐ食べたいけど、先にお風呂に入ってもいい？」

「いいですよ、まだお腹空いてないので」

「サンキュー」

　そう言って、乾先輩はネクタイを緩めながら寝室に向かう。

　今の仕草とか、彼のファンが見たら発狂ものなんだろうな。

　そんなことを考えながら、私は夕ご飯の仕上げに取りかかった。




　――乾先輩と彼の家で同居を始めて、三カ月。

　もちろん付き合ってはいない。これには海よりも深いワケがあるのだ。

　今から三カ月前、私は仕事を終えて自宅のワンルームマンションへと戻った。独り暮らしのため、当然、部屋は真っ暗。これで恋人でもいればまだ心に余裕があるのだが、ここ一年はそんな存在も見つかっていない。

　玄関で靴を脱いで部屋に上がった瞬間、足元がべちょっと濡ぬれた。

「えっ、なに!?」

　暗闇のせいで、なぜ床が濡れているのかは分からない。私は靴下が浸水していくのを感じながらも、なんとか電気のスイッチまで辿たどり着く。そして、明るくなった部屋の惨状を見て驚きょう愕がくした。

「な、なにこれ!?」

　床一面が水浸しだった。

　私は混乱しながらも、その原因を突き止めようと、とりあえず水場であるバスルームに向かった。

　すると、風呂場の天井が剥はがれ落ち、そこから水が滴り落ちていた。むき出しになった水道管の繋つなぎ目から水が漏れているのが見て分かる。きっと劣化が原因で水漏れが起こってしまったのだろう。




「うーん、これは工事が必要だね……」

　管理人のおじさんが、顎をさすりながら天井を見つめて言う。

「こ、工事ですか」

「もしかしたら他の部屋でも同じようなことが起こるかもしれないし、水道管全部を交換かなぁ」

「あ、あの……それってどれくらいかかりますか？」

「そうだねぇ、一週間はかかるんじゃないかなぁ」

「い、一週間!?」

　ということは、一週間はここから出ていかないとダメってこと？

　私が声を上げると、「どっちみちこの状態じゃ今日は無理でしょ」と管理人さん。

　確かに、このびちょびちょの部屋でひと晩過ごすわけにもいかない。

「修理会社に連絡してあげるから、今日はどこかに泊まっておいで」

　管理人さんはショボくれた私を気遣ってか、優しく言い聞かせてくれる。

　その言葉に頷くと、私は最低限の荷物をバッグに詰めて、自分の部屋を足早に出た。




「とりあえず、今日はビジネスホテルに泊まるしかないかな」

　駅前に到着したタイミングで、スマホを取り出す。近くにあるホテルを検索しようと、画面を操作していると……。

「あれ、もしかしてお姉ちゃん、泊まるところ探している？」

「え？」

　急に誰かに肩を掴つかまれたと思ったら、見知らぬおじさんが立っていた。顔が赤くて目が虚ろなところを見ると、かなり酔っているらしい。全身から酒臭さが漂っている。

「さ、探してはいますけど、見つかりましたんで！　大丈夫です！」

　私は慌ててそのおじさんから離れようとするも、がっしりと肩を組まれているからか距離を空けられない。

「えー、そうなの？　一緒に俺の家で飲もうよ」

「ほんっとに大丈夫なんで！」

　こんな時に泥酔おじさんに絡まれるなんて、今日は運が悪すぎる。

　ぐいぐいと距離を縮めてくる彼を丁重にお断りしようとすると、肩にあった手が下がり腰に回された。

「五万でどう？」

　耳元で囁ささやかれたセリフにゾゾゾッと背筋が凍った。

　もしかしてこの人、本気でこんなこと言ってる!?　だったら今の状況って、けっこう危ないかもしれない。

「あ、いや、あの……」と怯おびえるように短く言葉を吐いて、彼から逃げようとする。その時、スマホを持っていた手が誰かに引っ張られて、おじさんの魔の手から逃れることができた。

「すみません。これ俺の彼女なんで、手を出さないでもらえますか？」

　耳元で、聴き慣れた声がした。目の前の人に抱きしめられながら、この声ってまさか……と思考を巡らす。

　すると、おじさんは呆れた声で「けっ」と捨てゼリフを吐いて、フラフラとその場を離れていった。

　彼が去っていくのが分かって、ホッと胸を撫で下ろす。そして顔を上げると、目の前にいた人物を見て声を上げた。

「せ、先輩!?」

「こんな時間になにやってるの？　夜遅く女の子がひとりで出歩いてたら危ないでしょ」

　乾先輩はなぜか怒っているようで、口元を膨らませていた。

「先輩こそ、どうしてここにいるんですか」

「さっき仕事が終わって帰ってきたところ。そしたら後輩がおじさんに絡まれてて、驚いたよ」と、乾先輩。

　あのまま彼に助けられなかったらと考えると、サーッと血の気が引いた。

「で、綾瀬はこんな時間になにしてんの？　けっこう早めに会社出なかった？」

「そうなんですけど、実は――」

　人に話してどうにかなる話ではないけれど、助けてもらった恩もあり、私は乾先輩にここまでの事情を素直に話した。水道管が壊れて水漏れになったこと、そのせいで部屋がびしょ濡れになったこと、今泊まるところを探しているということも。

　乾先輩はこんな遅くまで働いて疲れているというのに、私の話を真剣な顔で聞いてくれた。

　普段はああだけど、やっぱりこういう時は優しいんだよね……。

「とりあえず今はホテルを探しているんですけど、なかなか見つからなくて。あんまりお金もないから、そんな高いところには泊まれないので」

「それは災難だったな。そんな時に俺に出会えるなんて、綾瀬は最高にツイてる！」

　乾先輩は私の不幸話を聞いてなにかを思いついたのか、ふふんと歯を見せてニヤリと笑った。

「部屋は水漏れするわ、おじさんに絡まれるわで、まったくツイてる気はしませんが」

「よし、そんなお前に、優しくて格好いい先輩が泊まるところを紹介してやろう」

「えっ、本当ですか!?」

　それはとても助かる。

　輝いた目で乾先輩を見つめると、彼は意気揚々と話し出した。

「風呂トイレ別で、家具付き、しかもテレビはデカい。その上、駅から徒歩三分だ」

「おお」

「そして、なんとタダだ！」

「……はい？」

　自慢げに話す乾先輩に、私の首が自然と傾いていく。しばらくして彼の言葉を一つひとつ理解していくうちに、まさか……と嫌な予感がした。

「どこですか、それ」

「ん？　俺の家」

　……俺の家？　つまり、乾先輩の部屋に泊まるってことだよね？

　とんでもない提案にもかかわらず、部屋がずぶ濡れだったことの衝撃と知らないおじさんに絡まれたことでの疲労感で心も身体も疲れていた私は、深く考えもせず、「は、はあ」とつい彼に返事をしてしまった。

「お、お邪魔しまーす……」

　恐る恐る中に入ると、ふわりといい匂いがした。

　あ、これ乾先輩の匂いだ。この人、なぜか爽やかな香りがするんだよね。

「こっち来てー」

「あ、はい！」

　電気をつけるため先に部屋の中へ入った先輩を追うように、急いで靴を脱ぐ。

　リビングに入ると、男の人の部屋なんて滅多に足を踏み入れないが、想像していたよりも物が整頓されていて驚いた。しかも、私が住んでいる部屋の数倍も広い。

　さっきエレベーターに乗っている時に見たけど、ここって二十八階だよね。最上階の表示が三十階だったから、家賃も相当高いはず。なんでこんなところに住めるんだろう。実家がお金持ちだったりするのかな……。

「き、キレイにしてるんですね」

「当たり前だろ。見た目だけいい男なんて俺は認めていないからな。外見も中身も完璧であることこそが真のイケメンってやつだ」

　そう言って、彼はふっと流し目をこちらへ向けた。

　相変わらずの自意識過剰発言に、「あー、はいはい」と心の中でため息をつく。

「なんか褒めて損しちゃいました」

「ほら、こっち来て」

　この人の耳は、自分に都合のいいことしか通さない仕組みになっているのかな。

　釈然としないながらも乾先輩の後を付いていくと、クローゼットの棚からなにかを降ろし始めた。

「おっ、キレイだな。ホコリも被ってない」

「なんですか、それ？」

　彼が取り出した圧縮袋の中を覗く。

「客用の布団一式。たまに弟が泊まりに来るから置いてんの」

「弟さんがいるんですね」

「うん、弟も俺に似てイケメンだよ。まぁ、俺のほうが格好いいけど」

「それって、今必要な情報ですか？」

　思わず本音が出ると、乾先輩はハッと乾いた笑い声を漏らす。それを見て、本当にしょうがない人だなと、ため息を漏らした。

　それにしても、言われるままついてきてしまったけど、これでいいのだろうか。いくら会社の先輩でも、乾先輩はれっきとした男。恋人でもない男の人とひとつ屋根の下に泊まるだなんて……。

　そんなことをぐるぐる考えていると、彼はどう解釈したのか、わしゃわしゃと私の髪の毛を掻かき混ぜる。

「よーし、腹が減ったか。特別に俺が作ってやろう」

「え、先輩って料理作れるんですか？」

「ひどいヤツだな。俺を誰だと思ってんの？　完全無欠のイケメン乾 恵剛だぞ。俺は独り暮らしを始めてからというもの、コンビニ飯やインスタント食品に頼ったことないし、家事はどれも完璧だ」

　口調は相変わらずイラつくものだったが、言っていることは真っ当だ。面倒くさい時はコンビニやインスタント食品で簡単に済ませてしまう私は、なんだか負けた気分になる。

「いろいろあったから疲れてるでしょ？」と最後は優しく頭を撫でられ、リビングにあるソファに座るよう促される。

　その態度に、乾先輩は本当に私のことを心配してくれただけなのだと分かり、なんだか安心した。

　でも、やっぱり乾先輩って女の子に慣れている感じがする。あれだけのハーレムに囲まれていたら扱いがうまくなるのかな。

　しばらくそんなことを考えてソファに座って待っていると、乾先輩が料理を運んできた。白ご飯に、白菜と豆腐のお味み噌そ汁しる。主菜は焼き魚で、副菜二品に、さらにサラダも付いていた。

　焼き魚をひと口食べて「おいしい」と感想を漏らす。

　それを聞いた乾先輩は、嬉しそうに目を細めた。

　私は乾先輩のファンではないけれど、その表情はさすがにずるい。

　ときめくあまり、思わず喉が詰まる。

　それに、会社では見ることがないような上下お揃そろいの黒色のスウェットというラフな格好にいつの間にかなっていて、そんな乾先輩を見るのも新鮮だった。

　動揺を隠すように、私は今後のことを話し出す。

「と、とりあえず今日はお世話になりますが、明日はちゃんと泊まるところを見つけますので」

「えー、なんで？　ずっとここにいればいいだろ」

　乾先輩は私を見つめ、納得がいかないのか軽く頬ほおを膨らませる。

「いや、そういうわけには……」

「俺がいいって言ってんのに」

　私の遠慮を遮って、彼は焼き魚に箸をつけながら文句を漏らした。

「しばらくいればいいじゃん。部屋も一個余ってるし、なによりタダでいいんだよ？」

　確かに、私はまだ働き始めて二年目のペーペーで、給与もさほど多くはない。だからこの宿泊代無料という条件は、喉から手が出るほど魅力的だ。でも、もし私が乾先輩の家に住ませていただいているなどと職場で知られたらどうなる？　確実に彼のファンクラブには目の敵にされるだろうし、きっと乾先輩の迷惑にもなってしまう。

　それに、乾先輩のイケメンフェイスを二十四時間見続けることになるなんて、考えただけでも思考回路がショートする。

「な、なんでそこまでして私のこと泊めたいんですか？」

「だって、後輩が困っている時は助けたいだろ。俺は心が広すぎて、そういう人を放っておけないの。しかも綾瀬は俺のかわいい後輩だから、特別ね。きっとここで泊まらせなかったら、俺はこれからも後悔し続けるだろうな」

　彼はお箸を止めると、がっかりしたように肩を落とした。

　なにを言っているんだろう、この人は。よくそんな言葉がスラスラと口から出てくるよね。

　私が呆れた目で見つめていると、彼は「正直なこと言うとさ」とお味噌汁をすすった。

「お金はいらないから、家事とかしてほしいんだよな」

「え？　でも先輩、家事は完璧だって言ってましたよね」

「そうなんだけど、最近いろいろと仕事が忙しくてさ。来月からは新しい企画も進行させなきゃいけないし、家事をしている暇がないんだよ」

　そう語る彼の声は、先ほどと違って落ち着いている。

　きっと仕事が忙しくて家事ができないというのは事実なのだろう。駅前で会った時も、さっき帰ってきたと言っていたし。

「とにかく、綾瀬がいてくれるだけでいいからさ」

「えっ……」

　一瞬、勘違いしそうになる言葉を言われたと思ったら、直後に「それに、格好いい俺と暮らせるなんて幸せだろ？」と、いつも通りの乾先輩に戻って、がっかりした。

　でも、確かに乾先輩は普段はこんなおちゃらけた人だけど、仕事には真摯に向き合っていて、なおかつ優秀だから、部署でも重宝されている。つまり、今の乾先輩を助けることは、会社を助けることにも繋がるかもしれない。

「じゃあ、しばらくお世話になります」

　少し考えて、そう答えを出すと、私は軽く彼に向かって頭を下げた。

「マジで？　やった！　これから一週間よろしくね。そういえば綾瀬って、下の名前は深桜だよな？　じゃあ、これから家では深桜ちゃんって呼ぶわ」

「へっ、なんで!?」

　飲んでいた味噌汁を吹き出しそうになる。

「一緒に住むんだからいいだろ。俺のことも家では名前で呼んでくれてもいいぞ」

　そう言って乾先輩は、ほらほら、と自分の顔を指差す。

　いやいや、住むといっても工事が終わるまでの一週間だけ。付き合ってもいないのに、なんで名前で呼び合わなくちゃいけないのよ。

「丁重にお断りさせていただきます」

　私は何度も首を横に振って断固拒否する。

「ていうか、このことは絶対に会社の人に言わないでくださいよ!?」

　慌てて釘くぎを刺すも、彼は「了解！」と親指を立てるだけで本当に分かっているのかは分からない。

　こうして、不安要素しかない乾先輩との同居は始まった。




　しかし、それから一週間が経ったある日。やっとのことで水道管の工事も終わり、自分の部屋に帰れる喜びに浸っていると、管理人さんから電話がかかってきた。

「えっ、リフォーム!?」

《そうそう、この機会に他の部分も調べてもらったら、業者さんからいろいろと古びていて危ないって言われたんだ。だから、この際、全部新しくしようと思って》

「と、ということは、その間私は……」

《そうだねー、もう少し時間かかるかも》

　ごめんね、と申し訳なさそうに言われ、私は開いた口が塞がらなくなった。

　私が住んでいたマンションはそれなりの規模で、全部をリフォームするなら、もっと長く時間がかかるだろう。ようやく家に帰れると思ったら、また住む場所をなくしてしまった。

　どうしようかとスマホ片手に考えていると、すぐ後ろで人の気配を感じ、ビクッと身震いする。恐る恐る振り返ると、乾先輩がニコニコと私のことを見下ろしていた。

「深桜ちゃん、なにか俺に言うことない？」

「も、もう少しの間、お世話になります」

　顔は笑っているのに圧が強い彼に、無理やり言わされたように言葉を吐く。

「ふっ、かわいい後輩のお願いなら仕方がないな」

　そう言って彼は、私の頭をいつものようにわしゃわしゃと撫でた。

　そして、私たちの同居生活はもうしばらく続くことになったのだ――。




　乾先輩と暮らし始めて三カ月も経てば、彼の面倒くささにも多少は耐性がついた気がする。宿泊代わりの家事も、苦になることなく、それなりにこなせている。ただ、『深桜ちゃん』と呼ばれることにはまだ慣れず、言われるたびにこそばゆい気持ちになるけれど……。

　しばらくすると、乾先輩がリビングに戻ってきた。上下お揃いの黒のスウェットに身を包んだ彼は、タオルを肩にかけ、髪の毛は濡れたまま。その姿は妙に色っぽくて、毎回のことなのに未だにドキッとしてしまう。

「ちゃんと乾かさないと風邪引きますよ」

「じゃあ深桜ちゃんがドライヤーかけて」

「するわけありません」と呆れていると、彼は「よいしょ」と私の向かいに腰を下ろす。そして食事に目を移すとニッコリと微笑んだ。

「すっげーおいしそう」

　だから、その笑顔はずるいって。

「べ、別に普通ですよ。早く食べてください」

「仕事で疲れているんだから、食べる時ぐらいゆっくりしてもいいだろ。相変わらず深桜ちゃんはせっかちだな」

　確かに今日も、乾先輩は会社で忙しそうにしていた。今の言葉はさらに彼を疲れさせてしまったかもしれないと感じ、少しばかり自分の発言を後悔した。

　彼は「いただきます」とハンバーグを口に含むと、すぐに顔を綻ばせる。

「深桜ちゃん、またうまくなったなー。俺を想って作っているから、かな」

「だったら下手くそになっているはずですけどね」

「冷たいなー」ともぐもぐ口を動かす彼を見ていると、褒め言葉を素直に受け取れない自分が嫌になる。『ありがとうございます』とひと言伝えればいいだけなのに、乾先輩が相手だと、その言葉がなかなか難しい。

「あ、明日はなに食べたいですか？」

　乾先輩に対するそっけない態度へのお詫わびを込めてそう尋ねると、彼は柔らかい表情を浮かべて言った。

「リクエスト聞いてくれんの？　んー、じゃあグラタンがいいかな」

　彼のように素直な気持ちを口に出せない私は、やはりまだまだ子供なのだと思い知らされた。




「まるで兄妹だね、君ら」

　翌日、同期で親友の小こ牧まきが、サンドウィッチを頬張りながら呆れたように言った。

　彼女、相あい沢ざわ小牧とは、新入社員研修中に仲よくなり、その後、私は商品開発部に、彼女は人事部に本配属された。

　小牧は、キレイに染められたオレンジブラウンのロングヘアに小顔で猫目、非常に美人な友達だ。私と同じ歳ながら頼りになるアネゴ肌という感じで、部署は違うが私の仕事の相談にもよく乗ってくれる。ただ、ひとつ欠点があるとすれば、噂うわさ話ばなしに敏感すぎるところだろうか。

「だから、水川先輩にも言ったけど、あの兄は嫌だって」

　私は定食のからあげをお箸でつつきながら返事をする。

「そういう態度も妹っぽいよ。兄に反抗する妹」

「嫌だ！」

　ふるふると首を振ると、小牧がクスクスと笑った。

　あの乾先輩と一緒に住んでいると、嫌でもストレスが溜まってしまう。その捌はけ口ぐちとして、私はこのことを誰かに話さないと気が済まない。そこで、親友である小牧には事情をすべて話してしまっている。

「彼すごい人気だもん。違う部署の私のところまで噂が聞こえてくるし」

　一番人気だよね、と彼女はふんふんと頷いた。

「皆惑わされているんだよ。確かに仕事もできるし顔もいいけど、あんなに自信過剰な人はちょっと……」

「でも基本的に優しそうだし、深桜だって怒られたことないんでしょ？」

「……まぁ、基本的に怒らないよね」

　路頭に迷っていた私のことを助けてくれるくらいだし、あの人が悪い人じゃないということは分かっている。だけど、最初はあんなに落ち着けなかった乾先輩との生活にも少しずつ慣れつつあり、さらには彼のそばにいることに心地よささえ見出してしまいそうにもなっていて、危機感を覚えているのも事実だ。

　最近では、マンションが改築されるまで、どこか身を寄せるところはないかなと、本気で考えてもいるほどだ。

　もちろん小牧には相談しているが、会社一のモテ男と一緒に暮らしているということを面白がって、ちゃんとしたアドバイスをくれない。

「はぁ、でも私もあんなイケメンと生活してみたいな」

「そうだね、声をミュートすればいいかもね」

「アンタ、なにげに乾先輩の顔好きだよね。ちょうど彼氏もいないんだし、マンションが改築されても擬似同どう棲せいを楽しんじゃったら？」

「もしそれやってハマっちゃったら、抜け出せなくなりそう」

　絶対ダメだよ！、と声を荒げると、「それもそうか」と小牧も頷く。

　多くの社員たちで賑にぎわう社員食堂の喧けん騒そうの中、「彼氏か……」と思わず小さく呟いた。

「……元彼くん、どっか行っちゃったもんね」

　小牧が遠い目をする。私の元彼を思い出しているのだろう。

　一年前まで付き合っていた男性は、私の同期だった。その彼も、小牧と同じで研修期間中に知り合い仲よくなった。今は違う支店に行ってしまったから、連絡さえ取っていない。

　言ってしまえば、遠距離恋愛になってしまったがための〝自然消滅〟という別れ方で、特に未練もないため多分元サヤになることはないだろう。そうなると、自然と新しい出会いを求めてしまう。

「小牧さん、なにかいいお話ないですかね？」

　私はお箸をお盆の上に置くと、顔の前で両手を擦り合わせた。

「深桜ちゃんがそう言うと思ってね、もちろんいいお話ご用意しております！」

「こ、小牧さま……」

　持つべきものは親友。アンタ最高だよ。

　合掌するように目の前で手を合わせると、小牧は得意げに笑い、机に肘をついた。

「今度の金曜日の夜、友達とご飯食べる予定なんだけど、そこに何人か男性陣も来る予定なの。で、その友達、実は看護師でさ、彼らは彼女の働いている病院の医者軍団なんだよね」

「い、医者!?」

　つい大声を上げてしまった自分の口を塞ぐ。

　お医者さんと合コンだなんて、こんな機会はこの先あるだろうか。いやない。逃してたまるか。

「そ、そんなところに私が行ってもいいの？」

「初めからその予定だったから、既に友達には言ってあるの」

　となると、うまくいけば医者の彼氏ができるということか。確実にこれに参加しなければ。

「もちろん行くでしょ？」と聞かれ、激しく首を縦に振る。

「でも、どうしよう。その人種の人たちと会話が成立する自信がない」

「それは私もだよ。なんとかなるんじゃない？」

　それより、と小牧が口を開いた瞬間、騒がしい食堂にさらに騒がしい声が響いた。

　その声に驚いて声のする方に視線を向けると、視界に女性社員のグループが入ってくるのが見えた。その真ん中に位置するのは、我が商品開発部が誇るエース、乾先輩。

　きゃあきゃあと聞こえてくる黄色い声に、私は表情を歪ゆがめた。

「もはや宗教ですな」

　小牧はサンドウィッチを口に含みながら他人事のように言う。

「皆惑わされているんだよ、あの顔に。私だってたまにドキってしちゃうもん」

「でも、さすがに乾さんに恋人ができたら、ハーレムはなくなるんじゃない？」

　乾先輩に恋人、か。全然意識したことなかったな。『俺は俺を思う皆のものだからな！』とか言いそうだし、ていうか実際言っているし。それに、もしすぐにできてしまったら……私があの家にいられなくなるから困る。

　席に着いた乾先輩を囲むように、ファンの女の子たちが集まっている。そんな状況を冷めた目で眺めていると、小牧が「あのさ」と声をひそめて聞いてくる。

「深桜が乾先輩と同居しているってバレたら、確実にファンに殺されるよね」

「ちょ、絶対言わないでよ！　一緒の部署で働いているということだけでも周りから妬まれてるんだから」

　口止めの念押しをすると、彼女は手を横に振って「分かってるよー」と私のことを落ち着かせた。

「とりあえず、金曜日はよろしくね。乾先輩にもちゃんと言っておくのよ」

「はーい」

　私は元気よく返事すると、乾先輩から目を離し、食事に集中した。




　その日の夜、帰ってきた乾先輩のことをいつも通り撫でてなだめた後、一緒に食卓を囲む。私は思い出したように金曜日の夜のことを話した。

「今度の金曜日、友達とご飯を食べる約束をしたので、夕ご飯は自分で作ってもらえますか？」

「ん、オッケー」

　風呂上がりで髪の毛を乾かしきっていない状態なのに相変わらずサマになっている彼は、手に付いた醤しょう油ゆを舐なめながら返事をした。

　乾先輩は、事前に伝えておけば、大抵はこうして外食を許してくれる。

「友達って、いつもの子？　小牧ちゃんだっけ？」

「まぁ、はい」

「いつもその子と食べてるよな。もしかして深桜ちゃん、その子しか友達いないの？」

「うぐっ」

　食べていたネギが喉に詰まる。けっこう気にしていたことを指摘されてしまった。

　私は「べ、別にぃ？」と意地を張るように言い返す。

「こ、今回は小牧だけじゃなくて他の人もいるんで」

「他の人？　会社の人とか？」

「いや、小牧の友達ですけど」

　詰まったネギを味噌汁で流し込み、ぷいと顔を逸らすと、前から視線を感じた。顔を元の位置に戻すと、乾先輩は箸を止めて私の顔を見つめていた。

「それってなに？　合コン？」

「えっ……ち、違います、けど。どうして？」

　私は咄とっ嗟さに首を振ってしまった。

「いや、深桜ちゃんってそういう噂ないから、そろそろかなって」

「そこ心配しなくていいですよ！　べ、別に今はいなくていいって思っていますし」

　自然と口をついたウソに、あれ？と首を傾げる。

　新しい出会いを求めているはずなのに、どうして真逆のことを無意識に言ってしまったんだろう。

　あれこれとその理由を探すけれど、明確な答えが出てこず、悩み続けていると……。

「そっか……」

　乾先輩がなぜかホッとしたように笑った。

「な、なんでそんなに嬉しそうなんですか？」

「ん？　別に。楽しんでおいでね」

「は、はぁ……」

　彼の表情の変化に戸惑いながらも、私は食事を再開した。




　金曜日、いつもより少しだけ早起きすると、夜のために準備を始めた。が、合コン的なものが久々すぎて、どんなコーディネートをすればいいか分からない。

　いつもはシンプルでラフなトップスにパンツスタイルで出勤している。そんな私が白ニットやフレアスカートを突然身に着けていったら、変に思われるだろうか。

　結局、私は長いこと悩んだあげく、ストライプ柄の紺色のワンピースに袖を通し、その上から薄めのカーディガンを羽織った。

　さらに、いつもより念入りにメイクをして髪の毛も久々に巻いていたら、準備に時間がかかってしまった。ふと時計に目をやると、乾先輩を起こす時間を過ぎていて、焦る。

　乾先輩は早朝から爽やかにランニングでもしていそうに見えるが、実は朝が弱い。起こさなかったら休日は十時くらいまで寝てしまうほどで、平日は私が起こす役目になっている。

　私は急いで彼の寝室に向かい、ドアをノックした。もちろん返事はなく、中へ入る。

　ベッドに近づくと、彼はぐっすりと夢の中にいた。いつ見ても、寝姿まで格好いい。

「先輩、朝ですよー」

　身体を揺するようにして彼を起こす。

　すると彼は静かに目を薄く開いて視線だけを私に向け、甘く微笑んだ。

「おはよ、深桜ちゃん」

「っ……」

　不覚にもドキッとしてしまい、彼から手を離すと思わず立ち上がった。ドキドキと高鳴る鼓動をなんとか落ち着かせ、目元を指で擦る彼に向かって申し訳なさそうに言う。

「わ、私はもう家出るので……」

「ん？　早いね」

「早いというか、起こすのが遅かったんです」

「え……うわ！　本当だ！」

　乾先輩はスマホの画面を明るくすると、その時刻に驚きの声を上げる。焦ったように身体を起こすと、慌てて寝グセを整えた。それから、まっすぐな視線を私に向けた。

「深桜ちゃん、なんか今日かわいいね」

　そう言って笑った乾先輩に、「なっ、なに言ってるんですか！」と思わず叫んでしまった。いつもからかわれてばかりだから、いきなり『かわいい』だなんて言われて、嫌でも顔が熱くなる。

「なんで怒るんだよ。ていうか……あれ？　本当にかわいくない？　なんで？」

　乾先輩は軽く目を擦ると、私をちゃんと見ようと顔を近づけてくる。

「わ、私、もう会社行きますから！」

　いたたまれなくなって、急いで寝室を飛び出した。邪念を振り払うように必要なものをバッグに詰め込むと、足早に玄関へ向かう。

　びっくりした……。乾先輩、寝ぼけていたのかな。それにしては、しっかりと起きているように見えたけど。それにしても、私は『かわいい』って言われただけでなにをこんなに動揺してるのよ。男の人に免疫がないの、バレバレすぎる。

　恥ずかしい、と足をヒールへと突っ込むと、背後に気配を感じた。振り返ると、壁によりかかるようにして立つ乾先輩がいた。なぜか寂しそうな表情でこちらを見つめている。

「深桜ちゃん、夜遅くなったり誰かの家に泊まったりするようだったら、必ず連絡しろよ。心配だから」

「あ、はい。します」

「ていうか、本当はそんなこともしてほしくないけどな……って、無理な話だよな。行ってらっしゃい」

　急に早口になった乾先輩の言葉はボソボソとしていて、最後のほうはうまく聞き取ることができなかった。

「は、はい……？」

　私が立ち尽くしていると、彼は「ん？」と首を傾げた。

「あ、こんなイケメンに見送られて会社行きたくなくなったんだろ？　いいよ、行ってきますのチューぐらいなら――」

「行ってきます！」

　乾先輩がいつもの調子に戻ったことにホッとしつつも、『自信過剰発言は最後まで言わせませんよ』とばかりに、私はそそくさと彼に背中を向け部屋から出た。




　周りの人が次々と退社する中、必死に仕事を進めていると、ブーブーとテーブルに置いたスマホが震える。私はパソコンに向かいながらそれを手に取ると、すぐさま謝罪の言葉を吐き出した。

「小牧ごめん～」

《アンタ、今何時だと思ってるの？》

　彼女の声は、電話越しでも怒っていることが伝わるトーンの低さだった。

　時刻はもう午後八時を過ぎようとしている。今日は小牧とふたりで早めに店へ着こうと約束していたのに、課長に急に残業を押しつけられて、定時で帰れなかったのだ。

《もう皆集まってるよ!?》

「わ、分かってるんだけど、終わらなくて……」

《もう、とりあえず先に始めてるからね？　来られるようになったら連絡ちょうだい》

「う、うん」

　無残にも断たれた通話に胸が締めつけられる。

　なんでこんな時に余計な仕事を任されるんだろう。とはいえ、くよくよしている暇はない。今は一刻も早くこれを終わらさないと。せっかくの医者との合コンだもん。今回を逃したら、こんなチャンスは二度と巡ってこないかもしれないんだから。

　そう自分を奮い立たせ、再びパソコンに向き合って資料作りを再開させた、その時。

「あれ、綾瀬なにしてんの？」

　入口のほうから声が聞こえ、顔を上げると、乾先輩が立っていた。

「せ、先輩」

「お前、もう飯食いに行ったんじゃ。まだ仕事終わってないの？」

　乾先輩は私の机まで歩いてくると、私の背後に回ってパソコン画面を覗き込んだ。

「は、はい。先輩もこんな時間までなにを……」

「俺は打ち合わせ。話し込んでたらこんな時間になってさ」

　それより時間大丈夫なの？と、壁にかけられていた時計を指差す彼。

　私が静かに顔を横に振ると、乾先輩は「ちょっと見せて」と、さらにパソコンに顔を近づける。

「これ、大変だな。綾瀬ひとりでやってんの？　今日中に終われる？」

「えっ、そんなに!?」

　それなのに、どうして任されてしまったんだろう。しかもお医者さんと合コンという大事な日に。

　私が困っていると、乾先輩は腕を組んで考える体勢に入った。

「頑張っても二時間はかかるか。ていうか、綾瀬ってパソコン作業が苦手じゃんね」

「そうなんです」

　今から二時間となると、完全に合コンは終わってしまう。今回は諦めるしかないかな。あー、念願の医者の彼氏が……。ていうか、お医者さんなんてレベルの高い男性と付き合うなんて、はなから諦めるべきだったのかもしれない。

　シュンと頭を下げる私の隣に、乾先輩が座る。そして「綾瀬さ」と頭を傾げて聞いてきた。

「ご飯、食べに行きたい？」

「そ、そりゃ……行けるなら行きたいですけど。でも二時間はかかるんですよね」

「綾瀬がひとりでやったらな」

　そう言うと、彼はスーツのジャケットを脱いで椅子にかけた。

「えっ、もしかして手伝ってくれるんですか？　悪いですよ！」

「なに言ってんの。かわいい後輩が困ってんだから助けるよ」

　ほら貸しなよ、と穏やかな笑みを浮かべながら乾先輩が手を差し出す。

　その言動に、顔が赤く染まる。普段はふざけたことばかり言っている彼が急に頼もしく思えてしまう。

「い、いや……でも」

「ん？　あ、分かった。俺に手伝われたら、その優しさに胸を打たれて好きになっちゃいそうなんだろ？　ましてやこんなイケメンだから嫌でも惚れるよな」

「先輩、お願いします！」

　この男に恋をするだなんて思われたくないばかりに、勢いで資料の一部を差し出す。

　すると彼は、おかしそうに声を上げて笑った。

「本当、深桜ちゃんってば扱いやすすぎ！」

「なっ、ちょっと！　会社では下の名前で呼ばないでくださいよ！」

　周りに誰もいないことをキョロキョロと確かめつつ、先輩に文句を言う。

「誰も聞いてないんだからいいだろ」

「そ、そういうことじゃなくて……」

　すると乾先輩は私の言葉をスルーすると、私の頭をわしゃわしゃと撫でた。

「ほら、時間ないんだろ？　ちゃっちゃと終わらせようぜ」

　もしかして、さっきの自意識過剰発言って、私が気を遣いすぎないようにわざと言ってくれたのかな。私が乾先輩にお願いしやすいように。

　不意に目が合って微笑まれると、なんだかむずがゆい気分になる。

　いつもは自分大好きなナルシストだけど、こういう時にはちゃんと先輩ぶるとか……ちょっと格好いい、かも。……いやいや、私はなにをキュンとしちゃってるのよ！

　胸から広がる謎のドキドキに、私は必死に首を横に振って否定する。

　乾先輩はただ困っている後輩を助けようとしてくれてるだけなんだから。ありがたいとは思っても、キュンとするのは間違ってるよ！

　そんなふうに、彼にときめいた気持ちを振り切ると、私は残りの仕事と向き合った。




「終わったー！」

　乾先輩は嬉しそうな声を上げると、腕を伸ばして反り返った。

　私も思わず安あん堵どのため息をつく。

　時刻は九時、頑張っても二時間はかかると言われていたところを一時間で終わらせたのだから相当だろう。

　隣でキーボードを叩たたく乾先輩の指のスピードは半端なく、冗談を漏らすことなく集中する姿に、目を奪われてしまった。仕事ができる人だと分かってはいても、改めて彼のすごさを思い知る。結局ほとんどの作業をやってもらい、すごく助かった。

　乾先輩は立ち上がると、ジャケットを羽織った。

「ほら、早く行ったほうがいいんじゃないか？」

「あ、はい……」

　乾先輩に促されて、私も帰る準備を始めた。




　ふたりで一階にまで下りると、私は乾先輩と向き合うように立った。

「あの、本当にありがとうございました。助かりました」

「いいよいいよ、それより、急がなきゃダメじゃないの？　送っていこうか？」

「いえ、そこまでしてもらうわけには！」

「あー、確かにこれ以上優しくして、俺に惚れちゃったら困るもんな。仕事が手に付かなくなるよな」

　俺がイケメンであるがために綾瀬を困らせてしまった、と彼は手を頭にやって絶望に打ちひしがれる。

　もう！　少し見直したのに、損した気分。

　冷めた目で見つめると、彼は安心したように微笑んだ。

「遅くなるんだったら連絡しろよ。あれだったら迎えに行くし」

「……本当に大丈夫です。ありがとうございます」

「うん、気をつけてな。楽しんでこいよ」

　じゃあ、と言うと、乾先輩は私に背を向けて駅の方へと歩き出した。

　その背中を目で追いながら、先ほどの彼の自信過剰発言を思い出す。

　残業を手伝ってもらう時にも思ったけど、やっぱり私が気を遣わないように敢えて引かせるようなことを言ってくれたんだよね……。私がけっこう気にするタイプっていうのを分かっているから。

　彼の優しさを再確認して見る後ろ姿は、今まで見た中で一番格好いいと思った。

　その瞬間、私は衝動的にスマホをバッグから取り出すと、小牧に電話をかける。

《ちょっと深桜！　どんだけ時間かかってるの!?》

　すぐに繋がった電話からは、周りを気遣っているかのような焦った声が届いた。

「……ごめん。私、今日行けなくなった！」

《は!?　どういうこと――》と声を上げる小牧を無視して、私は通話を切った。そして、少し離れた背中を追いかける。

　もっと、ちゃんとお礼を言わなきゃ。

　追いついたところで、「先輩！」と私はその背中に飛び込んだ。

「え、深桜ちゃん!?」

　突然の体当たりに乾先輩は驚きの声を上げると、私の方を振り返った。

「ご飯食べに行くんじゃなかったの？」

「……や、やっぱり、やめました」

「え？　友達は大丈夫なの？」

　乾先輩が時計に目をやる。

　多分、小牧は大丈夫だろう。他にも友達がいるし。それに今は、お医者さんたちと合コンするよりも、乾先輩といつものようにご飯を食べることのほうが私には魅力的に思えたのだ。

「今から行ってもあれだし。先輩とご飯を食べようと思って、断りの電話を入れました」

「深桜ちゃんがいいなら、それでいいけど……」

　彼は「そっか」と安心したように微笑んだ。

　その笑顔がなによりも嬉しくて、私の心はほんのり温かくなった。

「それでいいんです」

　意を決して返事をすると、先輩が私の頬に触れた。どうやら走ったせいで髪の毛が乱れてしまっていたようだ。彼は「食べてるよ」と髪の毛を払ってくれた。

「じゃあせっかくだし、どこか飯でも食いに行くか。今から帰って作んのも面倒だろ？　俺の奢おごりだ」

「え、え？」

「ほら行くよ」

　先輩はそう言うと、私の腕を掴んで歩き出した。




「先輩、今日は本当にありがとうございました」

「まったく深桜ちゃんはマジメだなぁー」

　その言い方がなんだかバカにされたようで、思わずムキになって言い返す。

「お礼はきちんとしろと親から躾しつけられてきましたので！」

「それにしては、俺に冷たい時がたびたびあるよね」

「そんなことより、私がラーメン好きってどこで知ったんですか？」

　ぱかっと割り箸を割ると、目の前に座る乾先輩がふふんと鼻を鳴らした。

「なに言ってんだよ、俺に分からないことなんかない」

「どんなご飯よりもラーメンが好きなので、先輩についてきてよかったです」

　乾先輩の言葉をスルーして、私はほくほくと心を躍らせた。

　お医者さんの彼氏ができるタイミングを逃したのは確かにイタいが、合コンに参加していたら少なくとも三千円以上は吸い取られていたかもしれない。それに比べたら、乾先輩に奢ってもらえる大好物のラーメンのほうが私にとってははるかに価値がある。

「おい、俺のセリフ無視すんなよな。それからどんだけ好きなんだよラーメン」

「だっておいしいじゃないですか」と、私は運ばれてきた醤油ラーメンに箸をつける。

　そんな私を見て、彼はハハッと乾いた笑いを漏らす。プライベートでたまに見せるこの笑い方は、彼の素を感じられて実は好きだったりする。もちろん、そんなことは口が裂けても本人には言わないけれど。

「わっ、おいしい！」

「だろ？　俺の行きつけのお店」

　乾先輩も割り箸を割ると、スープに麺を絡める。

「先輩もラーメン屋とか来るんですね、なんか意外」

「なんで、俺も普通にラーメン好きよ？」

　そう言われても、乾先輩は高級イタリアンでキレイな女性と食事をする姿がしっくりくる。

「なんか、おしゃれなイタリアンとか行ってそうですし」

「もちろんイタリアンも好きだよ。ま、俺はなにを食べても絵になるからな」

「わー、このチャーシュー大きい！　しかもおいしい！」

　またもや乾先輩のナルシスト発言を無視して、私は立派なチャーシューをかじる。

「まあ、女の子とデートするならおしゃれなイタリアンなんだろうけど、やっぱり深桜ちゃんはこっちので正解だったな」

　そう言って、彼もチャーシューをはふはふと口にした。

　それにしても、私がラーメン好きとか、どこからの情報で知ったんだろう。ひと言も乾先輩の前で言ったことなかったのに。それに、さっきも私がパソコン作業が苦手なのを知っていたし、その中でも苦手な部分を請け負ってくれたりした。

　確かに入社当初からお世話になった先輩だから、他の人よりは理解してくれているのかもしれないけど、そこまで見てくれているとは思ってもいなかった。

　もしかして……乾先輩って理想の上司？　ナルシスト部分を抜いたら、だけど。

　しばらく無言でラーメンに集中していると、ふと乾先輩が「しかしなー」と呟いた。

「せっかくの合コンなのに参加できなくて残念だったなー」

　その言葉に、私は思わずラーメンのスープを吹き出す。

　彼は「なにやってんだよ」と、紙ナプキンで私の口元を拭いてくれた。

「な、なんで合コンだって知ってるんですか？」

「いや分かるでしょ。いつもよりメイク濃いし。全体的に気合入ってんじゃん」

　彼は特に気にもしていない様子で麺をすする。

「そんな……。じゃあ、初めから気づいてたんですか？」

「まあね。それに、朝から服選びで慌てていたからな」

　まさか起きていたとは……。必死に隠そうとしていた自分が恥ずかしくなる。でも、ということは、それを知っていて残業も手伝ってくれたってことだよね。

「あ、あの……結局行かなくてごめんなさい」

　好意をむげにしてしまったことが申し訳なくて、途端に汗を掻く。

「いいよいいよ、結果オーライ」

「え？」

「ううん、こっちの話」

　乾先輩が笑ってごまかす。

「でも、あれだけいらないって言ってたのに、結局欲しいんじゃん、彼氏」

　痛いところを突かれて、私は箸を置き、膝の上に両手を置いた。

「そりゃ、私だって女子ですから……そう思う時だってあります」

「じゃあさー」と、乾先輩も箸を止めて私の方を向いた。

「俺にしたら？　彼氏」

　思いがけない提案に、聞き間違いかと思わずぱちくりと瞬きをする。ようやく言葉の意味を理解して、顔を真っ赤にさせた。

「な、ななななに言って！」

「だって、こんなに格好よくて優しい男はなかなかいないだろ？　マジおすすめ。こんな顔の彼氏いたら友達に自慢できるし」

　彼は満面の笑みで自分のことを指差すと、冗談みたいな言葉を口にした。

「いやいや、改めてなにを言ってるんですか！　嫌ですよ、先輩みたいなナルシスト」

　この人、どこまでうぬぼれているのよ。確かに顔はイケメンだけども！　それに私は、友達に自慢できるから、という理由で誰かと付き合いたいわけじゃない。

「自分の格好よさを自覚してるだけだって」

「それをナルシストって言うんですよ！　もう、からかわないでください！」

　笑えない冗談はやめてほしい。

　この話を早く終わらせたくて、再びラーメンに向き合う。けれど、なぜか顔の熱さが消えることはなかった。










気になる彼と休日デート？




　土曜日、カーテンの隙間から差し込む日差しのまぶしさで目が覚めた。

　時計を見ると、既に九時。基本的に平日は朝が早いので、反動で休日は遅くまで寝てしまう。

　パジャマのまま部屋を出ると、乾先輩が寝間着姿でキッチンに立っていた。

「あ、深桜ちゃん、おはよー」

「……おはようございます」

　乾先輩はコーヒーメーカーをセットすると、それを起動させる。どうやら彼も起きたばかりのようだ。

　その隣をすり抜けて、私は冷蔵庫を開ける。

　賞味期限切れの食パンを手っ取り早く消費するために、フレンチトーストでも作ろうかな。

　そんなことを考えていると、ふと髪の毛を撫でられた。何事かと顔を上げると、「寝グセ」と、乾先輩に笑われる。

「なに作んのー？」

「フレンチトーストです」

「マジ？　いいな。俺にも作ってよ」

「いいですよ」

　私が頷くと、「じゃあ着替えてくるわー」と寝室の方へと歩いていった。

　フレンチトーストを作りながら、今日の予定を考える。

　誰とも遊ぶ約束もないし、家でのんびりするのもいいけれど、乾先輩もいるしな。あの人、アクティブに見えて休日はインドア派だもんね。

　よし、せっかくのいい天気だから、今日は出かけよう。近くに新しくできたショッピングモールもあるし、お給料も入ったばかりだから、服でも買おうかな。

　そう結論づけたところで、こんがり焼けたフレンチトーストを皿に盛り付けた。

「あー、いい匂いがする」

　ちょうど乾先輩も着替えて戻ってきた。白いトップスに黒パンツと、なかなかにスマートな格好だった。

　どんな服も着こなしてしまうから、服装に悩むこともないんだろうな。

　私は髪の毛をまとめていたシュシュを外すと、お皿をテーブルに運んだ。向かい合わせに座り、それぞれフレンチトーストを口にする。

「そういえば深桜ちゃん、今日はなにか予定あるの？」

「お買い物に行ってこようかと」

「誰と？」

　当たり前のように聞いてくる乾先輩。

「ひとりですけど」

「そっか。あ、いいこと思いついた。俺もそれについていくわ」

　乾先輩がぽんと手を打つ。

　突然の申し出に驚いて、フォークからポトッとフレンチトーストが落ちた。

「な、なに言ってるんですか。無理に決まってるでしょ！」

「なんで？」

　私がなぜ反対するのか分かっていない様子で、乾先輩はキョトンと首を傾けてこちらを見る。

「なんでって、もし会社の誰かに見られたらどうするんですか！」

「大丈夫だよ。それに、見られても『デートです』って言えばいい話だし」

「全然よくない！」

　それがファンの人に伝わったりしたら、どんな目にあうか分からない。

　そんな私の心配をよそに、彼はノンキにグチを漏らす。

「たまには行こうよ。一緒に暮らしているのに、休日に出かけたことないって変だよ」

「だって、暮らしているだけですから」

　すると、乾先輩はナイフとフォークをコトンとテーブルに置くと、じっと私の顔を見つめた。そして、くいっと首をあざとく傾げる。

「お願いだよ、一緒に行こう」

「ぐっ」

　そんな捨てられた子犬のような顔をされたって、ゆ、揺るがないんだから！

　そう思いつつも、私の気持ちはぐらぐらと揺れてしまう。この人、なにげに私が彼の顔に弱いことを分かっていてやっていそうだ。

「……じゃあ、変装とかしてくれます？」

「なに、俺は芸能人なの？」

「い、一応ですよ」

　念には念を入れて、だ。誰かに見られても、それが先輩だとバレなければいいのだから。

「まぁそうか、俺のオーラは芸能人にも勝るからな。注目を浴びて困るってことだな」

　私の気持ちを一滴たりとも汲くまない彼は、相変わらずの自意識過剰発言で私を呆れさせる。

「やっぱりひとりで行こうかな……」

「ウソですウソです」

　これ食べたらすぐに準備するから、と乾先輩は再びフレンチトーストを頬張った。

　なんでそんなに嬉しそうなんだろうと疑問に思いながら、私も口へ運ぶ。

　でも、いくら一緒に出かけるだけとはいえ、嫌でも意識してしまう。性格はアレでも顔は一級品の彼の隣に並んだら、周囲の目にさらされそうで怖い。

　そう思うと、一気に気が重くなった。




「深桜ちゃん、かわいい」

　部屋から出てきた私を見て、先輩はなぜか顔を綻ばせた。

「ふ、普通ですから。褒めても私からはなにも出ませんからね」

　結局私は、乾先輩になるべく恥をかかせないようにと、持っている服の中でもなるべく女子力が高そうな洋服を選んだ。

　白で統一したトップスとフレアスカートに、淡い水色のカーディガン。久々に腕を通したからか、コーディネートがおかしくないか、何度も全身鏡で確認しては、いやいやこれはデートではないんだから、と自分に言い聞かせた。

「じゃあ行くか」

　青色のテーラードジャケットを羽織った乾先輩は、玄関にあった車のキーを手に取った。

「え、車を出してくれるんですか？」

「当たり前だろ。今日は俺が深桜ちゃんをエスコートするから」

「……ありがたいですけど」

　先輩がいなかったら電車で行くつもりだったので、車を出してくれるのは単純に嬉しい。でも、つい素っ気ない態度を取ってしまう。

　だって、それってデートみたいじゃない？　いやいや、私、ドキドキするな！　相手はナルシスト男だよ!?　いいのは顔だけで、他は自意識過剰の塊なんだから！

　私がぐるぐると考え込んでいると、「だから行くよって」と乾先輩から声がかかった。

　乾先輩の車は、黒の高級ＲＶ。私が助手席に座ると、彼がふふんと鼻を鳴らす。

「よかったな、深桜ちゃん。こんなイケメンの車に乗れて」

「さっさと黙って運転しろ」

　私の暴言に彼は苦笑しながら、「ウチのお姫様は命令が多いですね」と言ってエンジンを入れた。

　慣れた手つきで運転する乾先輩へ、ちらりと視線を移す。真剣な表情で前を見る横顔はまるで仕事中のようだ。

　きっと、運転している彼の姿なんて、私しか見られないんだろうな。

　そう考えたら、急にこの助手席から見える光景が特別なものに思えてきた。

　私は他の人が知らないような乾先輩の一面を知っている。たまにそのことを嬉しく感じるけれど、ハッキリとした理由は自分でも分からなかった。




　二十分ほどで、目的地のショッピングモールに着く。

「あ、ありがとうございました」

「どういたしましてー」

　さて、ここからどうすればいいんだろう。別々でお買い物をして、時間と待ち合わせ場所だけでも決めておく？　それとも、乾先輩は私の買い物についてくるのかな。

　そんなことを考えていると、車を降りた彼が当たり前のように呟く。

「で、深桜ちゃんは洋服買いたいんだっけ？　よし、俺がコーディネートしてあげよう」

　やっぱりそっちか。なんとなく察しはついていたけど。

　私はガクッと肩を落とした。

「ほ、本当についてくるんですか？」

「だってその間、俺は暇だし。それに、こうして立っていたらナンパされちゃうよ、俺。言っておくけど、本当だから」

「それはなんとなく分かりますけど」

　乾先輩は「だからさ」と私の腕を取る。

「今日は俺が深桜ちゃんをエスコートするんだって」

　行こ？と彼は私の手を取り、颯さっ爽そうと歩き出す。

　えっ、どうしよう。私、今、乾先輩と手を繋いでいるんですけど……。

　離せと言わんばかりに手を振り払おうとするも、強く握りしめられて離れることができない。

　手汗がじんわりと滲にじむのを感じながらショッピングモールを歩いていると、私の好きなブランドのお店を見つけた。なにも言っていないのに、私の視線だけで乾先輩は「ここ？」と尋ねる。

　静かに頷くと、乾先輩は迷わずお店の中に入っていく。

「深桜ちゃん、こういう感じのファッションが好きなんだ。いいね」

　そう言うと、乾先輩はようやく私の手を離し、目の前の服を手にした。

　私も彼から離れて、服を見ていく。しかし選びながらも、視線は乾先輩の方へと自然に向いてしまう。

　こうして外に出ると、彼の顔の端正さが際立つように感じる。お店に入ってくる女性たちの視線も集めまくっているし。私も赤の他人だったら、きっと乾先輩のことを素直に格好いいって思えたんだろうな。

　そんなふうにしみじみ思っていると、ふいに乾先輩と視線が合った。

　なんだろうと首を傾げると、彼はこちらにやってきた。持っていた服を私の前に当てて、「んー」と目を凝らす。

「あ、あの……先輩？」

「はい、こっち。これ持って、試着室行って」

「えっ、なんですか!?」と声を上げるも、彼は私を無理やり試着室へと追いやった。

「いいから黙って着てみなよ。大丈夫、俺に美的センスがあるのは深桜ちゃんが一番分かってるだろ？　それに、俺がこれを着てる深桜ちゃんを見たいんだ」

「っ……」

　なんて破壊力があるセリフを言うんだ、この人は。

　その時、近くにいた店員さんがニヤニヤとこちらを見ていることに気づいて、ハッとする。途端に恥ずかしくなり、その服を奪い取るようにして、試着室の中へ隠れた。

　ほ、本当にデートしているみたいなんですけど……。もう、なんで私がこんなに焦らなきゃいけないのよ。私ばかりが赤い顔をさせられているようで、なんか悔しい。

　彼に持たされたのは、濃い赤のニットワンピ。確かにかわいいけれど、乾先輩が選んだというだけで、その価値が変わってくる。

　これを着た私を見たいって、彼は正気なのだろうか。きっと、会社のファンクラブの女の子たちにも似たようなことを言ってるんだろうな……。

　そう想像すると、あまりいい気分ではなかった。

　悶もん々もんとしていると、外で店員さんと話す彼の声が聞こえてくる。

「彼女さん、かわいらしいですねー」

「ねー、でもあまり自分に自信がないみたいなんですよ」

「こんなに格好いい彼氏さんがいらっしゃるのに？」

「俺、格好いいですよねー。そんな俺に好かれているんだから、自信持てばいいのに」

　嬉しそうに笑う彼の声がカーテン越しに私の耳をくすぐる。

　なんなんなのよ、もう！

　それ以上会話を聞いていられなくて、そっとカーテンを開けると、店員さんと話していた彼の視線がこちらを向く。何度も鏡で確認はしたけれど、選んだ本人に見せるのがこんなに恥ずかしいとは思っていなかった。

　彼は足の先から頭のてっぺんまで舐めるように見つめた後、目を細めて笑った。

「いいね、似合ってる。次はこれだな」

「え、まだあるんですか？」

　私がそれに続く文句を垂れる前に、乾先輩は「よろしくー」と、持っていた服を私に渡し、試着室へ戻した。

　な、なにこれ。どうして私、こんなに振り回されているの？　しかも渡されたのは、またもやフェミニンなワンピース。あ、分かった。これ、乾先輩の趣味だな。かわいいピュア系が好きなんだ。

　乾先輩はこういうかわいい服が似合う女の子が好みなんだろう。だから私が着たってどうせ似合わないのに……。

　なぜだか少し落ち込む。

　いやいや、これじゃあ私が、こんな服が似合う女の子になって彼に好かれたいみたいじゃない。

　私は鏡の前でワンピースを体に当てながらぶんぶんと頭を左右に振った。

　着替えてカーテンを開くと、また乾先輩が満面の笑みで立っていた。

「うん、かわいい。外に出て、ちゃんと全身を確認してみたら？」

　そう言って、手を引かれて鏡の方へ向かされる。

　鏡には、乾先輩が選んだワンピースを着る私が立っていた。その後ろには、私の両肩に手を置く彼がいる。

　あまりの身体の近さに驚いて、私は思わず手を振り上げてしまった。その腕が彼の顔面に直撃する。

「ちょっ、俺の顔を殴るなんてっ……」

「すみません！　着替えます！」

　それだけ言って、急いで試着室へ戻る。カーテンを閉めると、胸を押さえた。

　どうしよう、心臓が破裂しそう。さっきから私、乾先輩がやることなすことに振り回されすぎじゃない？　三カ月も一緒に暮らして慣れたと思っていたけれど、いつもと違うシチュエーションのせいか、意識しすぎてしまう。

　なんとか心を落ち着かせ、元の服に着替えて出ると、乾先輩はにっこり微笑んだ。

「あ、おかえり。よし、じゃあ、ちょっと待ってて」

　そう言うと、まっすぐレジに向かっていく。

「あ、あの、なにするんですか？」

　まさか、と嫌な予感がして、思わず彼の服の裾を掴む。

「服を買うんだよ」

　乾先輩は、さも当然のように言う。

「私の服を先輩が？　そんな必要ありませんよ！」

　激しく抵抗すると、乾先輩はぽんぽんと私の肩を叩いた。

「俺は先輩として、綾瀬がいつも頑張っているのを知ってる。そして同居人として、深桜ちゃんが家事を頑張ってくれていることも知ってる。これはそのご褒美だよ」

「先輩……」

　一瞬納得しそうになったが、それでも私の中の良心が揺れ動く。

　いつもたくさんお世話になっているのに洋服まで買ってもらうなんて、本当にいいのだろうか。

　乾先輩がお会計をしている姿をぼんやり眺めていると、店員さんが、さっき試着したワンピースを二着とも袋へ詰めているのが見えた。その瞬間、顔が真っ青になる。

　ここのブランド、一着でもけっこういい値段がするから、私もめったに買わないのに。どうしよう。いくらご褒美とはいえ、さすがにダメでしょう。

　まだ一軒目のお店に入っただけなのに、精神的にも身体的にもどっと疲れが押し寄せる。

「じゃ、次行こうか。欲しいものがあれば買ってあげるから」

　お会計を済ませた乾先輩が満足げな顔で私の元にやってきた。

「もう、いいです！　これ以上先輩にお金を払わせるわけにはいきませんから」

「……俺は好きで払ってるんだけど？」

「本当に大丈夫ですから！」

　私の必死な様子に、彼は「うーん」と手を口に当てて考え込む。

「これが恋人同士なら、そんなこと言わないはずなのに」

「恋人同士じゃないから問題なんですよ」

「そうだよなぁ」

　乾先輩が遠くを見て、不満げに呟いた。そして、はぁとため息をつく。

　この人がため息を吐くなんて珍しいな。むしろ『イケメンにため息は似合わない！』とか言いそうなのに。

　しばらくなにかを考え込んだ後、乾先輩はこちらに視線を寄せ「もう服は買わないから次行こっか」と声をかけた。

　彼の言葉に頷き、隣を歩く。

「あ、ちょっと家具屋に寄っていい？」

　ふたりでいろんなお店を眺めながら歩いていると、乾先輩がそう言って私の腕を引いた。

「もちろん、いいですよ」

　この階の三分の一ほどのスペースをとる家具店は広々としていて開放感に溢あふれていた。

　乾先輩は迷いなく、ソファが並ぶエリアへと進む。

「新しいソファが欲しいんだよね」

　目の前のソファの座り心地を確かめながら、彼はうーんと首を傾げる。

「え、あるじゃないですか、大きいの」

「あれは実家のお古でさ、けっこう傷がついてんだよ」

「そうですか？　味があっていいと思いますけど。それにソファって……」

　けっこう高いんじゃ……、と値段が書かれた札に視線を移して、驚く。乾先輩が今座っているソファはうん十万という値段だった。

　あまりに自分とは程遠い値段に引いてしまい、思わず後ずさりする。

「わ、私、別のものを見てきますね。ゆっくりお選びください！」

「了解ー」

　うん十万の革のソファを堪能する乾先輩を残し、私はそそくさと移動する。心地よさそうなベッドが目に入り、思わず腰を下ろした。

　今は先輩の家にある来客用布団で寝ているから、ベッドが恋しいな……。我が家のベッドは足場が水に浸かってしまっていたけれど、まだ使えるのかな。やっぱり新しいのを買わないといけないだろうか。

　私はゴクリと息を呑のんで、今座っているベッドの値段を確認する。完全に頭の中にはさっき見たソファのうん十万があって、かなりビビっていたけれど、書かれている値段を見てホッと胸を撫で下ろす。

　八万か、すぐには無理だけど、なんとかなりそうな額だ。もしかしたら、他に安くて寝心地いいのがあるかも！

　私は立ち上がって、今後のためにベッドを探すことにした。

　いろいろな形のものがあるけど、シンプルなやつがいいな。あと、棚があると助かる。

　頭の中で条件を整理しながら、ベッドのフロアを巡っていると、弾力性のよさそうなお手ごろ価格のベッドを見つけた。

　これって実際に寝てみないと寝心地とかは分からないよね、とベッドの上に寝転がってみる。

　身体がベッドの中へと沈んでいく。

　これでさっきのよりも値段が安いなんて、最高。気持ちよくて、すぐにでも眠れそう。

　目を閉じてベッドの感触を確かめていると、上から視線を感じて、ハッと目を開ける。身体を起こすと、ベッドサイドに立つ黒髪の若い男性が私をじっと見下ろしていた。

　いい歳してはしゃいでいるところを見られてしまった！

　そんな焦りから、私は慌てて口を開く。

「あ、あの……私になにか？」

　虚勢を張ったような声に、目の前の男性は目を細めた。

「下着見えてますけど」

「え!?」

　その言葉にバッとスカートを押さえる。一気に顔に熱が集中するのが分かった。

「言っておくけど、見てたんじゃないから。勝手にアンタが見せてきたの」

　ひどい言われようにびっくりして顔を上げると、彼はなんとも思っていないのか、ケロリと首を傾げてみせる。

「み、見せてきたって……」

　だって、見られているだなんて思っていなかったもの。

　わなわなと唇を震えさせる私に、彼はハッと嘲あざ笑わらう。

「まぁ、アンタの下着になんてこれっぽっちも興味ないけど。ごちそうさん」

「は、はぁ～？」

　こんな性格が悪そうな人にパンツ見られたなんて、最悪だ。

　今にでも溢れ出しそうになる怒りを抑えて、私はすばやくベッドから下りた。

「深桜ちゃん？」

　ふと名前を呼ばれて、声がした方を向くと、乾先輩がこちらに近づいてきた。彼は私と黒髪の男性を交互に見ると、不思議そうに「どうした？」と尋ねる。

　よかった、ちょうどいいところに来てくれた。

　私は彼に駆け寄ると、珍しく腕を取った。

「な、なんでもないです。行きましょう」

「いや、でもなんか顔が赤いけど……」

「いいから行きましょう」と、私は無理やり彼の腕を引っ張ってその場を離れる。

　さっきの失態は思い出したくもないし、乾先輩にも聞かれたくない。なによりも、あの失礼な男の顔をこれ以上、見ていたくなかった。

　結局、この不愉快な出来事のせいで、その後も買い物に集中することができなかった。




　月曜日、週末の失態が尾を引き、足取り重く出社する。

「綾瀬、おはよう」

「宮みや根ねさん……おはようございます」

「顔色優れないけど」と指摘を受けて、私は「ちょっと……」と苦笑いを返した。

　宮根さんは、私の三年先輩の女性社員。黒髪をセンター分けにした、猫目のキレイな顔立ちをしている。他の部署に比べて女性が少ないこの職場では、私のよき相談相手でもある。

「今週始まったばかりだよ？　大丈夫？」

「大丈夫です、ちょっと心の傷が癒えなくて」

「なにがあったのよ！」

　宮根さんに問いただされるも、笑って流すだけにした。

「そういえば岡おか山やま支店からの助っ人、今日からだからよろしくね」

「え、もうそんな時期でしたっけ」

　今、商品開発部では新たな商品企画を立ち上げていて、乾先輩も中心メンバーとして参加している。その企画に参加するため、岡山支店から一時的に社員が派遣されてくるというのは、三カ月前から聞いていた。

「綾瀬」

　その時、後ろから誰かが私に体重を乗せてきた。こんな子供じみたことをするのは、ここではひとりしかいない。

　振り返ると予想通り、乾先輩が甘えるように私の背中に体重をかけていた。

「乾さん、打ち合わせは？」

　確か朝イチからありましたよね、と宮根さんが思い出したように背中の彼に尋ねる。

「今終わったの。あ、そうだ。助っ人くん、宮根より若いから世話よろしくね」

　一個だけどね、と私の上に乗っかったまま宮根さんに返事をする乾先輩。

　宮根さんも普段から見慣れた光景だから、なにも違和感なく話している。いや、これを日常の風景にされたら困るのだけれど。

「朝から疲れたー。綾瀬ー」

「あー、はいはい。分かりましたから。頑張りましょうね、今日も」

　今ではこのやりとりにも慣れてきてしまっている自分が怖い。

「おーい、全員いるかー。紹介するから集まってくれー」

　オフィスに入ってきた課長のひと言で、乾先輩が私の上から退いた。

　私も課長の元へ行こうと動きだしたところで、後ろへぐいっと身体を引っ張られた。

　なんだろうと振り返ると、乾先輩の視線が私の身体を貫く。なにか言いたげなその表情に、「先輩？」と首を傾げると……。

「おい、そこのふたり早くしろ」

　課長の急かすような声が届く。

「は、はい！」

　先輩行きましょ、と今度は私が彼の腕を引っ張ると、ようやく彼の身体が動き出す。

　先輩の様子がおかしい。さっきまでは普通だったのに、急にどうしたんだろう。

　私はそのことが頭の隅に引っかかりつつも、皆の所へ向かった。

　全員が揃ったのを確認すると、課長がコホンと喉を鳴らして話し出す。

「この前から報告していたように、岡山支店から新たに異動してきた日ひ高だか 尊たけるくんだ。まだ若いが、向こうでも多くの実績を残しているので、今回のプロジェクトの大きな力になると思う。よろしく頼む」

　課長から紹介を受けたその人物から、私は視線をずらした。

　課長の隣に立つ男性はスラリとしたモデル体型で、さわやかな黒髪に、顔のパーツも地味に整っている。

　この人が岡山から来た人か……って、あれ？　私、この人をどこかで見たことがあるような……。

　私は前に立つ社員の隙間からその男性を、目を凝らすようにして見た。

「じゃあ日高くん、自己紹介をよろしく」

　課長のひと言に頷いた彼は、一歩前に出る。

「日高 尊、二十六歳です。今回のプロジェクトの役に立てるように全力を尽くしますので、よろしくお願いします」

　そう言って頭を上げた日高さんの視線が一番後ろの私にまで届いて目が合った。気だるげな瞳が私のことを映した瞬間、この前の出来事がフラッシュバックする。

『下着見えてますけど』

　ま、まさか、この人って、あの時の黒髪!?

　そのことにはっと気づき、目を見開くと、向こうもあの日の出来事を思い出したのか、一瞬、苦々しい顔をした。

　最悪だ……。もう一生会わないと思っていたのに。相変わらず私には不幸しか降りかからないのかもしれない。

　これが、職場に悪魔がやってきた瞬間だった。




「また元気なくなってない？」

　宮根さんの言葉に「大丈夫です」と返すも、「全然大丈夫そうじゃないけど」とさらに心配されてしまう。

　さっきのミーティングからもう数時間は経っているのに、私はその時の衝撃を忘れられないでいた。

　なかなか仕事が手につかない私を見かねて声をかけてきてくれた宮根さんに、再び「大丈夫です！」と元気よく返すと、なんとか目の前の業務に集中しようとする。でも、ショッキングな出来事の連続に、すぐには立ち直れそうにない。

　まさか日高さんがあの男の人だったなんて。スカートの中を見られた上に、ひどい言葉を吐かれた相手と同じ職場で働くことになるなんて、恥ずかしすぎて死ねる。しかも向こうも気づいているみたいだし。これからどんな気持ちで接していけばいいんだろう。

　はぁと重い気持ちで大きくため息をつく。その時、私の身体の上に影がかかる。顔を上げると、ヒュッと喉が鳴った。

「あのさ」

　私のすぐそばに立っていた日高さんが、冷めた表情で私のことを見下ろしていた。

　ウソ、日高 尊……。

　突然現れた彼に、思わず椅子ごと後ろへと退いた。こんなに近くで顔を合わせるのはショッピングモール以来だ。

　そんな私のことを、相変わらず白い目で見る彼。

「な、なんでしょうか？」

「……この資料があった場所を教えてほしいんだけど。課長に聞いたら、アンタが詳しいって」

「あ、はい！」

　私は立ち上がると、日高さんを資料室まで案内する。その間、背中が焦げつくかのような視線を感じた。

「こちらです」

　資料室の前まで来ると、ドアを開いて彼を中へ誘導する。電気をつけて、私も後に続いた。

　指定された資料のありかを探していると、隣からまた強い視線を感じる。顔を向けた途端、絡み合った視線にビクッと身体を反応させると、彼が口を開いた。

「今日はスカートめくんないの？」

「はぁ!?　めくるわけないじゃないですか！」

　彼のセリフに私は反射的に声を荒らげた。

「ふーん、やっぱりあの時の女か」

　彼は棚にもたれながら気だるげな表情で私のことを見つめる。

「は、しまった！」

　自分からあのことを認めてしまった！

「まさかまた会うとはな」

「そ、それはこっちのセリフです！」

「あの女がね」

　ふーん、と意味深に微笑む彼に、私はわなわなと唇を震えさせる。

　なんか性格悪すぎない？　どうしよう、あの話を職場でされたら。

　それを考えるだけで怖くなり、私は胸に手を当てて気持ちを落ち着かせた。

　すると彼はなにかを思い出したように、「あれ？」と頭を掻いた。

「じゃあアンタ、あの人と付き合ってんの？」

「あ、あの人？」

「乾さん、だっけ？」

　彼の言葉に、サーッと血の気が引いていくのが自分でも分かった。私は日高さんの腕を掴むと必死になって否定した。

「違います！」

「え、でもあれって乾さんでしょ？　一緒にいたじゃん」

　ど、どうしよう。完全に乾先輩であることに気がついているみたい。ここは一緒にいたことは素直に認めて、関係性だけはしっかりと否定しておいたほうがいいかもしれない。

「た、確かに一緒にいました。けど、付き合ってはいません！」

「じゃあ、単にデートしてたってこと？」

「それも違う！」

「じゃあなんなんだよ」と言われて私も返答に困り、黙り込んでしまった。

「……と、とりあえず私と乾先輩はそういう関係じゃないんです。だからその話は忘れてくださいっていうか、誰にも言わないでほしいっていうか」

「ふーん、言われたら困るんだ？」

　日高さんはどこか面白そうに、含みを持たせた声でそう言う。

「困るというか、あの人は会社でハーレムができちゃうくらい人気なんです。だから、ファンの子たちに私たちが付き合っているなんて誤解でもされたらどうなることか……」

　私が必死に弁解すると、彼は腑ふに落ちない表情で頭を棚に預けながら息を吐く。

「まぁ、俺には直接関係なさそうなことだから別にいいけど。アンタらの関係なんて心底どーでもいいし」

「ほ、本当ですか？　助かります」

「だけど、俺が言わないことでのメリットってなに？　それなりになにかあるんだよね」

　そんな冷たいセリフが似合う顔で、彼は私のことをじっくりと見つめる。まるでレーザービームのようで、目が合うだけで緊張感が漂う。

「……はい？」

　まさか、物事を損得で決める人だったのか。嫌な人に乾先輩との関係を勘づかれてしまった。だけど、ここまできて秘密をバラされることだけは回避したい。

「じゃあ、今日のランチ奢ります」

「オッケー」

　震えた声で提案すると、日高さんはあっさりと了承してくれた。




「深桜ちゃんー」

「はいはい、今日もよく頑張りましたー」

　いつものように乾先輩を甘やかした後、彼は着替えに寝室へと入っていった。

　日高さんのこと、話すべきかな。でも一応決着はついたしな。

　報告しようかどうしようか迷いながら、部屋着に着替えてきた彼と一緒にご飯をつつく。すると、彼が「あのさ」と口を開いた。

「今日来た日高って、この前買い物に行った時にいたヤツだよな？」

　タイムリーな話題に、動きがぎごちなくなる。思わず視線を逸らして「あー、確かにそうかもですねー」と興味なさげな返事をした。

「偶然ですよね、驚いちゃいました。まさか同じ職場で働くことになるなんて。まあ私は関わることは少ないと思いますが」

「……深桜ちゃん、やっぱりこの前、なにかあった？」

　乾先輩が探るような目線を向ける。

「え!?」

「だって、あの後ずっと様子がおかしかったよね。日高となにかあった？」

「な、ないですよ!?」

　慌てて否定する。すると彼は、「そう？」とさらに疑いの目を向けた。

「今日もなにも言われなかった？」

「は、はい、なにも」

　乾先輩にウソをつくのは心苦しいけれど、さすがに下着を見られたなんて恥ずかしいことは絶対に言えない。さらに乾先輩と付き合っていると疑われたことも、本人に言うのはなんか気まずい。

「ま、深桜ちゃんがそう言うならいいけどね」

　そこまで気にしてはいなかったのか、彼はこれ以上深く追及はしてこなかった。

「……どんな人ですか、日高さんって」

「仕事はできると思うよ、岡山からわざわざ呼ばれるぐらいだしね」

　乾先輩は今日一日、日高さんと一緒に働いた感想を簡単に述べる。

「そうですか……」

　日高さんは先輩とのことは黙っていてくれるって約束したし、本当に悪い人ってわけではないんだろうな。口の悪さは天下一品だけども。とにかく、この先何事もなく平和に企画が進んでくれることを祈ろう。そして私の生活にも平和が訪れますように。

　はぁとため息をついたら、乾先輩の視線が私に向いた気がした。




　新企画のプロジェクトメンバーだけあって、日高さんは比較的、乾先輩と一緒にいることが多い。ふたりで移動していたり、話し込んでいるところをよく見かける。

　乾先輩がイケメンなのは周知の事実だけど、日高さんも負けずに男前なので、会社の中で密かに人気が上がっているらしい。確かにあの乾先輩のキラキラした感じが苦手な人は、影のある日高さんのほうが好みなのかもしれない。

「綾瀬、例の資料できた？」

　作った資料をコピーしていると、後ろから水川先輩に声をかけられる。

「ちょうど今できました！　遅れてすみません！」

「サンキュー、じゃあ俺も一服してから取りかかろうかな」

　そう言って、資料を手にした水川先輩は喫煙室へ向かって消えていく。

　そんな彼の背中を目で追っていると、ポケットにしまってあったスマホが震える。画面を確認すると、乾先輩からの着信だった。

　仕事中にかけてくるなんて、どうしたんだろう。

　不思議に思いながら電話に出ると、彼はすばやく要件だけを伝えてきた。

《資料室来て。今すぐね》

「え？」

　私の返事を待つことなくブツリと切られた通話に、開いた口が塞がらない。

　でも『今すぐ』って言っていたし、行ったほうがいいんだよね？　なにか大事な仕事の用件があるのかもしれないし。

　私は急いで資料室へ向かう。

　ドアを開けて恐る恐る中を覗くと、急に腕が伸びてきて私の腕を掴んだ。ヒッと声を上げる間もなく私は中へ引きずり込まれた。

　次の瞬間、胸になにやら柔らかいものが当たる。しばらくしてそれが人の頭だと気づく。

「深桜ちゃん」

　すぐ近くで声がする。それは彼がいつも家で私を呼ぶ言い方だった。視線を下げると乾先輩が私の胸に顔を押しつけていた。

　な、なにしているんだ、この変態は。

「ちょ、バカなんですか!?　離れてください！」

「んー、もうちょっとだけ」

「なにがですか！　殴りますよ！」

　いきなりのことに慌てすぎて、思わず物騒なことを口にしながら、彼の身体を強く叩いていた。

「いてっ、痛い痛い！　もう殴ってるじゃん！」

　無理やり乾先輩を自分から離れさせ、息を整える。

「深桜ちゃんってば乱暴すぎるよ。甘えたいだけだったのに」

　乾先輩は殴られた頭をさすりながら、ため息と同時に文句を吐き出した。

「ここは会社ですよ！　やめてください！」

「だって家まで我慢できなかったんだもん」

　そんなことで仕事中にここまで呼び出したの？

　でも、改めてじっくり見ると、彼の顔色がよくないことに気がつく。普段よりも疲れが溜まっているように見えた。

　確かに、最近は新商品の開発企画が佳境のようで、日付が変わってから家に帰ってくることも多い。そのことを思い出し、私は怒るに怒れなくなった。

「だからってこんな急に呼び出さなくても……」

　電話で事情を話してくれたら、怒ったりしなかったのに。普段は鬱陶しがっていても、なんだかんだ私はこの年上の男に弱いんだから。

「ちょっとの間でいいから、頭撫でてくれない？　元気チャージするからさ」

　そうして乾先輩はあざとく顔を傾けると、軽く微笑んで私を見た。

「……じゃあ、ちょっとだけですよ」

　その言葉に、乾先輩はぱあっと顔を明るくし、私の首に腕を回す。

　きっとこの人たらしなところが、私の中に眠る母性本能をくすぐっているのかもしれない。これ以上甘やかしたら本人のためにもならないと分かっているのに、ついかわいいと思って、簡単に陥落してしまう自分が悔しいけれど……。

　私の胸に顔を押しつけて抱きつく彼を拒むことなく、よしよしとなだめる。

「はい、先輩お疲れ様でした。先輩のおかげでいつも私たちは助かってますよ。感謝してもしきれませんから。今のプロジェクトが無事終わったら、ごちそう作ります。私が作るのでおいしいかは分かりませんが」

「深桜ちゃんのご飯はなんでもおいしいよ」

　私に抱きしめられていると安心するのか、彼はぎゅっと私を引き寄せる。

　ナルシストかと思えば男らしくエスコートしたり、あげくの果てには自分より四つも歳下の女の子に甘えるなんて、忙しい人だな。ついていけないよ。

　それなのに、なぜか私の顔は自然と微笑んでいた。

　しばらくして、乾先輩は「ありがとう」と最後に私の頭をひと撫ですると、資料室を慌てて出ていった。




　――ピンポーン。

　夕ご飯の準備をしていると、インターホンが鳴った。

　あれ、乾先輩帰ってくるの早いなぁ。今日も遅くなるって言っていたのに。もしかしたら早めに仕事が終わったのかもしれない。

　タオルで手を拭いて、玄関へと向かう。

「だから、鍵で入ってきてくださいって言ってるじゃないですか」

　小言を口にしながら勢いよくドアを開ける。

　そこにいた人物を見て、思わず固まった。なぜなら、乾先輩ではなかったからだ。

「なんでアンタが乾さんの家にいんの？」

「……ひっ」

　どうしてここにこの人が……。

「日高、さん。なんで……」

　会社で私に無愛想な態度を取る彼も、さすがに驚いたのか目を丸くしている。

　この先に私を待ち受けているのは確実に〝死〟だと悟った瞬間だった。










エリート上司の本音




「日高さんがどうしてここに……」

「それは俺のセリフだよ。なんでアンタが乾さんの家に？　ここは乾さんの家だって聞いてきたんだけど」

　どういうこと？　と強く尋ねられて、私は思わず黙り込んでしまう。

　どうしよう、私と乾先輩が一緒に住んでいることが、日高さんにほぼバレてしまった。あれほど『いつも玄関に出る時は相手の顔を確認しろ』って言われていたのに、私のバカ！

　そろりと視線を日高さんの方に戻したが、睨にらむような視線にさらされて、「はう！」と息を漏らす。蛇に睨まれた蛙かえるとはこのことだ。もう言い逃れはできない。

「あの、中でお話ししますので……」

　立ち話でできる話ではないからと、私は彼を部屋へと招き入れる。

「ゆ、ゆっくりしてください……って、私の家じゃないですけど……」

　日高さんをソファへ座らせると、私は彼にお茶を出す準備を始める。その傍ら、部屋にまで招き込んで私はいったいなにを話そうとしているのか、と考える。

　日高さんには休日に乾先輩といたところも見られてしまっているし、今回こそあらぬ誤解を招いてしまっているに違いない。まずはそこの誤解を解かないと……。

　私はテーブルにお茶を運ぶと、彼と向かい合うようにして座った。

「で、どういうことか説明してよ」

　日高さんはお茶に手をつけることなく、冷めた目つきで私を見た。日高さんのその目は、どうしても怖くて苦手だ。

「そ、それより、日高さんはどうして……。先輩に用事かなにか？」

「明日の朝イチの会議で使う資料を乾さんが持って帰ってなかったみたいだから、届けに来たんだよ」

　そう言って彼は資料が入っていると思われる封筒をカバンの中から取り出すと、テーブルの上に置いた。

「あ、でも先輩、今日は他社との打ち合わせで遅くなるって言っていたので、まだ帰ってこないかと」

「ふーん、随分仲がいいみたいだね」

「あっ……」

　なにを私は墓穴掘ってんのよ！と自分のことを責める。

　日高さんは優雅な仕草でお茶を飲んだ後、はぁと息を吐いて私に視線を戻す。

「で、結局付き合ってんの？」

「付き合ってないです！」

「はあ？　一緒に住んでんのバレてんのに、まだ言い逃れするの？　証拠だらけじゃん」

　彼はやるせなく首を横に振って、「意味分かんない」と小さく漏らした。

「言い逃れじゃないです！　た、確かに一緒に住んでいますけど、私と先輩はそういう関係じゃなくて……」

「じゃあなに？」

　そう言われると、ぐっと息が詰まってしまう。

　だけど事実を話さないと日高さんに誤解されたままで、いつかは会社に知れ渡るに違いない。そして乾先輩のハーレムに目をつけられた私は遂に……。

　豊かな想像力でそこまで考えたところで、私は乾先輩と同居することになった経緯を日高さんに話した。

「――タダでって、アンタそれ……」

　私に起こった悲劇を黙って聞いていた彼は、少し困った表情になっていた。

「え？」

　日高さんはなにかを言いかけたが「なんでもない」と首を横に振りため息をつく。

「経緯は分かった。それで？」

「それで、とは……？」

「アンタは俺にどうしてほしいの？」

　日高さんの言葉に、全身に冷や汗をかくのを感じる。

　こ、この人、もしかして私のことを脅すつもりなの？　やっぱり嫌な人にバレてしまった……。

　私は背筋を伸ばしてかしこまり、恐る恐る告げる。

「あ、いや……会社では黙っていただけたらな、と」

「まぁ、付き合ってもいない社員同士がひとつ屋根の下に住んでいるなんて知られたら、大変なことになるだろうな」

「そ、それもそうだし、多分、私は先輩のファンたちにひどい目にあわされるでしょう」

　そう考えるだけで肝が冷える。女性社員たちの闇討ちに遭う自分を想像して、恐怖で身体を震えさせる。

「だろうな。仕事的にも大切な時期だし、そんなことがバレて大事になると面倒になるかもな」

　彼は呆れた表情でソファにもたれた。

「そ、そうですね。周りを混乱させたくないですし」

「しかも俺は、こんな男女の問題に巻き込まれるのは癪しゃくだ」

　ピシャッと言い放つ彼に、私は思わず唇を尖とがらせた。

「……日高さんって冷たい人ですよね」

「アンタ、俺のなにを知ってんの？」

　小さな声で呟いたひと言にギロリと睨まれ、「すみません！」と思わず飛び上がる。

「いいよ、黙っててあげても」

　すると日高さんは、怯える私に向かってやるせない態度で言った。

「ほ、本当ですか？」

「ん、それに俺は別にアンタたちが付き合ってようがいまいが関係ないし」

「嬉し――」

「けど、黙ってる俺のメリットってなに？」

『嬉しいです！』と返そうとしたが、彼の言葉に遮られた。

　この言葉、最近も耳にしたような気がする。

「た、たまにランチを奢りますね」

「オッケー」

　彼はうんうんと満足したように頷いた。どうやら交換条件は無事成立したようだ。

　その時、テーブルの上にある私のスマホが震える。確認すると、乾先輩からのメールだった。私は慌ててソファに座る日高さんに話しかける。

「ひ、日高さん大変です。もうすぐ先輩が帰ってくるそうです。早く家を出ないと！」

「マジか」

　日高さんは急いで荷物を持つと、玄関の方へ移動する。私はそれを追いかけるように声をかける。

「あ、あの……黙ってる件、よろしくお願いします！」

「はいはい、アンタも面倒くさいから必要以上に絡んでこないでよね」

「はい、それは、もう」

　絶対関わりたくないです、とはさすがに言えず、私は「あはは」と、乾いた笑いを漏らす。

　すると彼は振り返って、「なにそれ、ウザイ」と、今日一番の冷たい視線で私のことを見下ろした。

「資料は、帰ってきたらポストに入ってたとでも言ってよ、適当に」

「はい……」

　日高さんの提案に、私は軽く頷く。

「あと、アンタはちょっとマジメすぎると思うよ」

「え？」

　顔を上げると、彼はもう私の方を見ていなかった。

「そんなんじゃ、いつまで経ってもあの人もあんな感じだろうな」

「あの人って、先輩？」

「独り言だから気にすんな。じゃあな」

　そう言ってバタンと閉められたドアを見つめて、私は日高さんの言葉を思い返す。

　私がマジメすぎるせいで困っている人がいるってことなのだろうか。話の流れ的に、それが乾先輩なのだろうけど……って、先輩が帰ってくる前にご飯を仕上げておかないと！

　私は急いでリビングに戻り、日高さんが飲んだコップを台所へ運んだ。




　乾先輩が帰ってきたのは、それから三十分後だった。普段よりも疲れているのが目に見えてあきらかで、そのせいか私に甘えることなくリビングへと移動した。

　乾先輩に日高さんとのことを言おうかどうか迷っていると、ソファに座った彼からこんな言葉が届いた。

「誰か来た？」

「え!?　き、来てませんよ！」

　不意をつくひと言に動揺しながらも即答し、すぐに後悔する。

　ああ、なんで私、否定しちゃったんだろう。これでもう日高さんのことを言えなくなってしまったじゃない。

　……でも、日高さんは黙っているって約束してくれたし、乾先輩は日高さんと一緒に仕事をしているわけだから、バレたと知ったら、気を遣って仕事に集中できないかもしれないよね。とにかく、日高さんが乾先輩になにも言わないことを信じよう。

　すると、乾先輩は「そっか」と息を吐くと、さらに深くソファに身を沈めた。




　翌日の昼休み、いつものように小牧とご飯を食べに行こうと立ち上がったところで、課長に呼び出された。

「どうしたんですか？」

「あぁ、実は今度日高の歓迎会をしようと思うんだが、アイツが好きなものを聞いてきてほしいんだよ」

　顎を触りながらそんなことを言い出す課長に、私は「え？」と声が出た。

「なんで私が……？」

「よく話してるだろ、仲がいいんじゃないのか？」

　違いますよ。弱みを握られているんですよ。だから日高さんに会うたびに愛想をよくしたり、時々お昼ご飯を奢ったりしているだけです。

　もちろん事情を知らない課長は、岡山からやってきた日高さんがちゃんと馴な染じんでいることを純粋に嬉しがっているようだ。

「……分かりました。日高さんに聞いてみますね」

　そんな課長を裏切るようなことはできなくて、その話を承ってしまった。

「あ、水川先輩。日高さん見ませんでしたか？」

　ちょうど部署に帰ってきた水川先輩を見つけると、入口付近で彼に声をかけた。

「日高？　日高なら、さっき喫煙所にいたよ」

「ありがとうございます」

　駆け足で喫煙所へ向かうと、壁にもたれて煙草を吸っている日高さんの姿を見つけた。優雅に煙をくゆらす大人っぽい横顔からは、私の二個上だとは思えない色気を感じる。

　喫煙所のドアを軽く叩くと、ガラス越しに日高さんと目が合う。目線でこちらに呼び寄せると、彼は煙草の火を消して出てきてくれた。

「入ってくればいいだろ」

「煙草の臭いが服に付いちゃうのが嫌だったので」

「あっそ。で、なに？」

　私の言葉を気にしたのか、日高さんは着ているジャケットを軽く叩いた。

「あの、日高さんの好きな食べ物ってなんですか？　課長が、日高さんの歓迎会をするから聞いてこいって」

　すると、彼ははぁとため息をついた。

「別に、そんなのしてもらわなくてもいいんだけど」

「え、いいんですか？　せっかく計画を立ててくれているのに」

「仕事以外で馴れ合うのは嫌いなんだよ」

　心底嫌そうにする彼の様子を見れば、本当にそうなのだろう。

「……でも、日高さんは今ここで働いています。ちゃんと一緒に働く仲間として迎えたいんです。それに、みんなただ飲み会の口実を作りたいだけですから、そんなに気にしないでいいと思いますよ」

「おい、それ俺に言ってもいいのか？」

　私の言葉に、日高さんはやれやれと苦笑した。

「別に、好きなもんも嫌いなもんもない。どこでもいい」

「分かりました、そう伝えますね！　ありがとうござまいます」

　ちゃんと答えてもらえてよかったと、思わず声のボリュームが大きくなってしまった。

　そんな私を見て、彼は無表情のまま口を開く。

「アンタ、本当にマジメだな」

「えっ？　あ、ありがとうございます……？」

「褒めてるわけじゃないけど」

　そうなの？と首を傾げたその時、のしりと私の背中に体重が乗るのを感じた。同時に、周りからキャーという黄色い声が聞こえてくる。

「ふたりでなに話してんの？」

　背後に視線を向けると、笑顔の乾先輩がいた。

　どうしてこんなに人が多い場所で絡んでくるのよ。周りの女子社員の視線が痛いんですけど……。

「あの、重いんで、どいてください」

「綾瀬の背中を見ると、つい惹ひかれてな。やっぱりいい背中してるよ」

　いつもの調子で私の背中を褒めてくる乾先輩。

「背中を褒められても、それほど嬉しくないんですが」

「で、なに話してたの？」

　乾先輩にスルーされて、私は思わずムッとする。いつもは私がスルーしているのだから人のことは言えないけど、なぜか彼にされると無性に腹が立つ。

　日高さんはいきなり現れた乾先輩に驚いているのか、軽くネクタイを直す素振りをしながら「別に、なにも」と素っ気なく答える。

「えー、秘密の話してたの？　えっちー」

「先輩、日高さんに嫌われると面倒になりますよ」

　一緒に仕事する機会が多いですし、と付け加えると、彼は「それもそっかー」と私からようやく離れてくれた。

「で、ふたりでなにしてたの？」

　それでも日高さんにしつこく聞く乾先輩の顔はずっと笑顔のままで、変に不気味だ。

　なんでそこまで聞きたがるんだろう。日高さんも日高さんで答えないし。

「日高さんの歓迎会をするので、その話ですよ」

　返事をしない日高さんの代わりに私が口を開く。

「お、やっと？　楽しみだなー、絶対来いよ」

　既に来る気がないことを悟っている。恐らく日高さんのひねくれた性格は乾先輩のほうがよく知っていると見た。

「そういえば、ふたりはもうご飯は食べたの？」

「わ、私はまだですけど」

「……俺も」

　私たちの返事を聞いた乾先輩はにかっと満面の笑みを見せるが、私には嫌な予感しかしない。

「よし。今日は仲を深めるためにご飯でも食べに行こうか！」

「え!?」

　なに言っているのよ、この人は！　私たちがふたりで出かけていたことを日高さんに知られているって、一応知っているくせに。緊張感皆無か！

　私は思わず乾先輩の腕を引っ張って顔を近づける。

「な、なに言ってるんですか！　ていうか、いつも食堂でファンの女の子たちと食べてるじゃないですか」

「今日はそんな気分じゃないんだもん」

　乾先輩は腰に両手を当てると、拗すねたように口元を膨らませる。

「二十代後半のいい大人の男が『だもん』なんて言葉使わないでください！　それに日高さんだって、別にご飯なんて――」

「奢ってもらえるなら行きます」

「なっ……」

　私の言葉を遮って、まっすぐな瞳で告げる日高さんに言葉を失う。

　この人、前々から少し気がついてはいたけれど、なにげに〝奢り〟って言葉に弱いよね。人が奢る時に限って大量にご飯食べるし。ていうか、それ目当てでご飯を食べに行くのを了承するってどうなの？

「よーし、日高は決まったな。綾瀬はどうする？」

「わ、私はいいです。小牧と食べる約束があるので」

「あ、じゃあ、その小牧ちゃんも呼んじゃおう！」

　ナイスアイデア！　さすが俺！と声を上げる彼に、私は目を丸くする。

「はい!?」

　私のびっくりした大声が廊下に響き渡り、その場にいた人たちの視線が集中する。

「だって、綾瀬の知り合いなら挨拶しないとじゃん？」

「だから、なぜ!?　そんな必要ありませんて！」

「そう遠慮すんなって。この身も心もイケメンな上司が三人とも奢ってやろう」

　Ｌ字に開いた指を顎に当て、ニヤリと不敵に笑う乾先輩。

「後輩に奢ることで自分の魅力が上がるとか勘違いしているなら、その勘違いに私を巻き込むのはやめてください」

「はぁ、分かったよ。じゃあ日高、ふたりで行こっか。おすすめのラーメン屋があるんだ」

「えっ、ラーメン……？」

　日高さんの肩に腕を回して去ろうとする乾先輩を、私は慌てて引き止めた。




　今日は外に食べに行こうと連絡を入れた小牧が一階のフロアに下りてくると、私たち三人を見て呆ぼう然ぜんとする。

「なに、このメンツ……」

　小牧がボソリと呟く。

「深桜、アンタ、ラーメンに弱すぎでしょ」

「ご、ごめん……しかもタダで食べられるなんてラッキーすぎて……」

　私は申し訳なさそうに顔の前で両手を合わせた。

「これでもし、私が乾さんたちとラーメン食べに行ったって乾さんのファンにバレたらどうするのよ」

「どーしましょ」

　とぼけたように言うと、コツンとおデコを叩かれた。

　だって、お昼ご飯がラーメンと聞いて私が黙っていられるわけがない。

「君が小牧ちゃんか。初めまして、乾 恵剛です」

　私たちの背後から声をかけてきたのは、キラキラとアイドルオーラを振りまく乾先輩。

　実は間近に彼を見たことがなかった小牧は、その完璧なイケメンスマイルに固まってしまったようだ。

「綾瀬とランチする約束してたのに、急にごめんね。俺の奢りだから許して」

「あ、はい……」

　辛口な小牧も、さすがに乾先輩にはなにも言えないようだ。

「こっちは、日高」と彼の後ろに隠れていた日高さんを小牧に紹介したところで、私たちはラーメン屋へと向かった。




　乾先輩のおすすめのラーメン屋は穴場なのか、ランチタイムにもかかわらず、四人掛けのテーブル席をなんなく確保できた。乾先輩と日高さん、そして私と小牧が隣同士に座る。

　ほどなくして、私たちのテーブルにラーメンが運ばれてきた。

　私が注文したのは、大好物の豚骨醤油。「いただきます」と割り箸を割り、麺をすすると……。

「日高さんって、彼女とかいるんですかー？」

「んぐっ……」

　小牧の直球な質問に、私は麺を喉に詰まらせた。『初対面でなんてことを聞くのよ』という目線を送ると、彼女が耳元でコソッと呟いた。

「だって日高さん、意外と人事の女子に人気なのよ。だから、彼の情報を持っていても損はないでしょ」

　こ、このゴシップガールが。というより、こんな話、日高さんが話してくれるとは思えないんだけど。

　ちらりと日高さんの表情を窺うかがうと、やはり、麺を持ち上げたまま顔を曇らせ固まっていた。しかし隣の乾先輩はかなり興味があるようで、「お、俺も聞きたいな」と無邪気に日高さんのことを見つめている。

　確かに、日高さんに彼女がいるのかは気になる。私に対してはいつも口が悪いけど、彼女の前だとまた違っていたりするのだろうか。

　結局、私までもが興味津々で見てしまい、日高さんは周りを軽く睨むと麺を口に運んだ。

「いません」

「もしかして、こっちに来る際に別れたとか？」

　乾先輩が横目で見つめながら尋ねる。

「なんでそこまで言わなきゃいけないんですか」

「俺たちは一緒に働く仲間だろー。お互いのことを知っておくべきだって」

「そういう乾さんこそどうなんですか？　彼女、いるんですか？」

　まさか反撃を食らうとは思っていなかったのか、乾先輩の顔に一瞬、動揺が見えた。しかしすぐに、「俺は皆のものだから彼女は作らないんだよ」といかにもな答えを出して得意げに笑う。

「好きな人も？」

　だけど日高さんの追及の手は緩まない。

　乾先輩に……好きな人？　彼女がいないことは分かっているけれど、そこまで気にしたことはなかった。もしかして、心に決めた女性くらいはいるのだろうか。

　そう考えただけで、なぜか脈が速くなる。

　なにを動揺しているんだろ、私。乾先輩のことだ、きっと『世の中の女の子は全員好きだよ』とか言うに違いない。

「さぁ、どうだろう？」

　乾先輩は、言葉を濁して微笑んだ。

　えっ……好きな人、いるの？

　予想外の返答に、なぜか私の思考は停止した。

　四人でラーメンを食べに行ってから、一週間が経過した。

　今日は、〝日高さん歓迎会〟と称した飲み会だ。普段お世話になっている関連部署を含めて総勢四十名が集まり、思っていたよりも大規模な飲み会になった。

「皆、なに食べたい？」

「えー、乾さんが決めてください」

　開始早々、座敷の奥では他部署の女子社員たちに囲まれた〝乾ハーレム〟がかなりの盛り上がりを見せている。

「おーい、綾瀬飲んでるー？」

　乾ハーレムを遠目に眺めていると、少し顔を赤くした水川先輩がやってきた。

「ぼちぼちです」と返事をした私の隣に座り、水川先輩もハーレムに目をやる。

「あそこは相変わらずだな」

「ですね。でも、ああやって誰も抜け駆けしないように平等に接しているのは天性の才能ですよね」

「あぁ、アイツは告白されても全部断っているからね」

　淡々とした調子で話す水川先輩に、私の柚ゆ子ずサワーを飲む手が止まった。

「え!?」

　思いがけない言葉に驚いて、水川先輩の方を向く。そんな話は初めて聞いた。

　すると彼は、酎ハイを口に含むと意外そうな顔をした。

「知らなかったの？　けっこう有名だと思っていたけど。何年も彼女はいないはずだよ」

「いや、彼女がいないことは知っていますけど」

　いたら、私を三カ月以上も居い候そうろうなんてさせないだろうし。

「アイツのことだから理想が高いんじゃない？」

　理想かぁ。あのナルシストな乾先輩が好きになる相手って、まったく想像がつかない。きっと、彼の隣を歩いても絵になるような女性ってことなんだろうけど。

　その時、水川先輩が「あっ！」と思い出したように声を上げた。

「でも、最近ちょっと怪しいんだよね、アイツ。こんなに忙しいのに基本的に楽しそうにしているし、急に思い出し笑いとかするし！」

「いや、乾先輩が変なのはいつも通りなのでは……」

「そうじゃないんだって！　ここ何カ月か、仕事が終わったら速攻帰るんだよ。残業後に飯誘っても全然来なくなったし。アレは多分、女が家にいるな」

「ぶっ……」

　柚子サワーを飲んでいる途中でつい吹き出してしまった。

　水川先輩が「大丈夫か!?」と声をかけてくれる。

「そ、それは……な、なんかペットでも飼ったとか？」

　私は溢れた液体を拭きながら、うまい理由を探してみる。

『それ、彼女とかじゃないですよ』って言えたらすごく楽なのに……。

「ええ、ペット飼ったとか聞いたことないよ？　アイツ、そういうことはすぐに言いそうじゃない？」

「でも、彼女がいても自慢しそうじゃないですか？」

「それもそうか」

　なるほどペットかー、と少し酒が入っているからか簡単に納得する水川先輩に、ホッと安堵の息を吐く。

　それにしても、あのハーレムにいる女性たちはなにも知らないんだろうな。いつも自信満々な男が、家に帰ったら急に甘えたような顔を見せるなんて。だから私は調子が狂う。面倒な人だなとは思うけれど、なんとなく放っておけないのだ。

　そんなことを考えながらぼんやりハーレムを見ていると、ふいに乾先輩と目が合った。なにか私に言おうと口を開いたのを見て、ちょうど乾先輩の話をしていた水川先輩になにかを悟られそうで私は慌てて席を立った。

「ちょ、ちょっとお手洗いに……」

「おー、気分が悪かったら言えよ」

「あ、はい」

　水川先輩に返事をすると、逃げるように席を離れた。




「わっ、すみません」

　トイレを出た曲がり角で誰かとぶつかってしまい、慌てて謝罪する。顔を上げ、目の前の人物を見て驚いた。

「あ、深桜ちゃんだ」

　そう微笑む乾先輩に、反射的に腹パンを入れる。

「馴れ馴れしく名前を呼ばないでください」

「俺たちの仲だろー？」

　まったく腹パンがきいていないのか、彼はへらりと私に笑いかける。

「……先輩、酔ってます？」

「まだひと口も飲んでないでーす」

　目の前でピースを繰り出してくる彼から逃げるようにサイドをすり抜けると、「待ってよ」と後ろからのしかかられた。

「さっき俺のこと見てたけど、そんなに俺のことが気になる？」

　彼が突然、声のトーンを落とすから、びっくりする。

「あ、あれは、水川先輩とちょっと先輩の話をしていたからで」

「話ってどんな？　俺が格好いいって？」

　耳元で質問攻めに会い、嫌でも顔が赤くなってしまう。私は力強く彼の身体を押して、少しだけ距離を置く。

「せ、先輩が鬱陶しいって話ですよ！」

「なにそれ、ひどくない？　悪口じゃん」

「……別にいいじゃないですか。先輩も楽しそうにしていたし」

　女性社員に囲まれていた乾先輩を思い浮かべると、なぜか声が小さくなる。

　なんだかモヤモヤする。いつものことだというのに、どうしてだろう。

「俺？　俺がいつ楽しいって言った？」

　予想外のセリフに、「えっ？」と彼の顔を見る。

　すると、乾先輩の表情は普段プライベートでは目にしないほど真剣で、思わず息を呑んだ。

「だ、だって、笑っていたじゃないですか」

　なんとか反論すると、しばらくして彼は小さく「分かってないな」と呟いた。

「深桜ちゃんさ――」

「だから、その名前で――」

　乾先輩の言葉を遮り、『その名前で呼ばないでください』と注意しようとした時、座敷のほうから「乾さーん」と黄色い声が聞こえてきた。慌てて振り返ると、そこにはハーレムのメンバーのひとりが立っていた。

　ふたりで話しているところを見られたことに焦って、私は「じゃあこれで！」と慌ただしく彼女の隣を抜けて飲み会会場へと向かう。途中で彼女と目が合い、思いっきり睨まれてしまった。

　話しているだけでアレだから、同居していることがバレたら本当に殺されかねないよ。まさか、さっき乾先輩が私の名前を呼んだのは聞かれていないよね？　そういえば、乾先輩は私になにを言うつもりだったんだろう。

　いろいろな疑問を抱えて元いた場所に戻ると、既に水川先輩の姿はなかった。見れば、酔った宮根さんに捕まっている。ついでに反対方向に視線を巡らせれば、今日の主役である日高さんがひとりで箸を進めていた。

　思わず彼の方へ足が向く。隣に腰を下ろすと、私の顔を見た彼はあからさまに嫌そうな顔をした。

「なに？」

「暇そうだったので」

「無駄な会話をして体力を使いたくないだけ」

　日高さんは私から視線を外すと、鯛たいのお刺身を箸でつついた。もしかすると、この会話さえ無駄だと思っているかもしれない。

　だけど私は気にせず話しかける。

「それにしても、岡山から本社に異動って、慣れるの大変じゃないですか？」

「別に。それに、俺は本社に行くのが目標だったし。アンタみたいに能天気に仕事しているヤツとは違うんだよ」

　そう言うと、日高さんは私の額を人差し指で押した。

「私、ちゃんと仕事してます！」

　ムッとしながら反論すると、「うん、知ってる」とあっさり肯定される。

　目を細めて私を見る表情が予想外に優しくて、思わず顔を赤く染める。

　今……笑ったよね？　こんな姿、初めて見たんですけど。

「あの！　乾さんが廊下で倒れてるんですけど!!」

　その時、部屋中に大きな声が響き渡った。それを聞いた私たちは、一瞬の間を置いて、一斉にため息をついた。状況を理解できていないのは、初めて飲み会に参加した日高さんだけだった。

「おーい、乾ー。起きろー」

　日高さんと一緒に廊下へ出ると、水川先輩が乾先輩の頬を叩いていた。でも彼が起きる気配はない。

「なに、乾さんってお酒弱いの？」

　そう疑問を口にする日高さんに、私は「弱いどころじゃないです」と頭を抱えた。

「ひと口であの状態になります」

「一番タチ悪いやつだな、それ」

　ウチの飲み会の終わりは、いつもこれだ。下げ戸こなのにお酒を口にした乾先輩が酔って動けなくなったところで解散になる。

　そっか、さっき少し様子がおかしかったのは、お酒が入っていたからか。急にあんなところで抱きついてくるし、突然マジメな顔をして変なことを聞いてくるから、びっくりしたけど。ちょっとドキッとして損した、かも。

「あー、無理だわ。起きねぇ。いつもよりも飲んでるっぽい。多分、周りにいた女が飲ませたんだと思うけど。どうします？」

　何度も乾先輩の頬を叩くが返答がないのを見て、水川先輩が困ったように課長に尋ねた。

「とりあえず水川、タクシーで送れ」

　課長に言われ、「またですかぁ!?」と水川先輩が不満げな声を漏らす。

「お前は行かなくていいの？」

　日高さんが私にこっそり耳打ちする。

「酔ってる先輩はなにを言うか分かりませんから」

　もし私の顔を見て、酔った勢いで同居のことを口走られては困る。

　そのうち、課長が手配したタクシーが到着し、水川先輩が彼の身体を持ち上げた。

　まったく仕方ない人だ……とその様子をぼんやり眺めていた時、私はある重大なことに気がついた。

　やばい！　水川先輩が乾先輩を家まで送るということは、私がこのまま家に帰ったら鉢合わせしてしまう。世話焼きな水川先輩のことだ、家の中まで連れて入って、きっと乾先輩がベッドに寝るまで見届けるだろう。つまり、私はしばらくどこかで時間を潰さないといけない。ネットカフェでも行くしかないかな……。

　今後のシミュレーションをしていると、急に隣から「おい」と声をかけられた。

「アンタどうすんの？　帰れんの？」

　唯一同居のことを知っている日高さんは、私の悩みはお見通しらしい。

「ネットカフェでしばらく時間を潰そうかと……」

　すると、彼から思いがけない言葉を投げかけられた。

「時間あるなら付き合って」

「……へ？」

「飲み足りないから、二軒目行くよ」

　日高さんはふんと鼻を鳴らしながら言うと、私の返事を聞かずに歩き出す。

　その時、「うお！」と水川先輩の慌てた声が聞こえた。

「おい！　タクシー乗るぐらいひとりでしろ！」

「ん……」

　タクシーの方へ目をやると、水川先輩の声に反応して少しだけ薄く目を開けた乾先輩が見えた。次の瞬間、彼の視線が私の方へと向けられ、目が合う。

「ねぇ、行くよ！」

　背後から日高さんに急かされる。

「あ、はい！」

　先輩、なにか言いたそうな感じだったけれど、気のせいだよね？　多分、寝ぼけているだけ。とにかく今日は先輩が家で寝静まった頃に帰るのが一番いい。

　私は乾先輩に軽く頭を下げると、日高さんの元へ走った。




　日高さんに連れられてきたのは、すぐ近くにあったバーだった。

　店内は薄暗く、席も十五席くらいしかない。テーブル席は既に埋まっていて、私たちはカウンターに案内された。

　初めてバーという場所に来た私が、カウンター越しにバーテンダーさんの仕事を興味深く眺めていると……。

「なに飲む？」

「あー、どうしよっかな……」

　こういう場所で、まずはなにを頼めばいいのか分からない。

　悩む私にしびれを切らしたのか、日高さんは「適当に頼むよ」と勝手に注文した。

　しばらくして差し出されたのは、シャンパンをオレンジジュースで割った『ミモザ』というカクテル。口に含むと、非常に飲みやすくて安心した。

「時間つぶしに付き合ってもらってありがとうございます」

　私は日高さんのほうに少しだけ身体の向きを変え、頭を下げた。

「お礼を言われる筋合いなんかないけど。俺が飲み足りなかっただけだし」

　違う。きっと気を遣ってくれたに違いない。こうやって同居のことをバレないようにしてくれるなんて、日高さんって意外といい人なのかも？　口は悪いけど、なんだかんだ言って話しやすいし……。

「それより、アンタってよくあの人と一緒に暮らせてるよね」

　彼はさっきの乾さんのことを思い出してか、眉をひそめながら話題に出した。

「先輩のこと嫌いなんですか？」

「嫌いというよりウザすぎ」

「で、ですよね。家でもあんな感じですよ？　一緒に住んでみます？　ストレスで痩せますよ、おすすめです！」

　すると即答で「遠慮しとく」と返されてしまった。その冷たい反応に、私はムキになって話を続けた。

「でも、仕事が終わったら達成感とかで仲よくなっているかも」

「ないね。あの人は俺と正反対の人だよ」

　そう言う日高さんの横顔は、どこか寂しげに見えた。




　それから一時間ほどして、私たちはお店を出ることになった。今から帰れば、ちょうど水川先輩も帰っている頃だろう。

　実際、乾先輩の家に着いてドア越しに中の様子を窺うと、誰かがいるような気配はなかった。

　水川先輩は乾先輩を無事に送り届けてくれたようだ。きっと寝ているだろうから起こさないようにしないと。

　私はゆっくりと鍵を差し込み、音を立てないように扉を開く。玄関に入ると、私は「あれ？」と首を傾げた。

「先輩？」

　リビングの電気がついている。恐る恐る声を出すと、リビングの方から音が聞こえ、誰かが廊下に姿を現した。

「先輩、起きてたんですか？」

　暗かった廊下の電気をつけようと手を伸ばす。

「深桜ちゃん」

「え」

　私の手は電気のスイッチに届くことはなく、乾先輩の大きな手に強く掴まれた。

　真っ暗な視界で目の前の乾先輩の表情がよく見えない。だけど、いつもの乾先輩の雰囲気ではないことはすぐに分かった。空気が尖っている気がする。

　もしかして怒ってる？

　彼はもう一度「深桜ちゃん」と私の名前を呼んだ。

「……は、はい」

「今何時？」

「……え？　今、ですか？　一時……四十五分です」

　慌てて腕時計の時間を確認すると、掴まれていた手をぐいっと前に引かれた。まだ靴を脱いでいなかった私は、バランスを崩して彼の身体にぶつかる。

「こんな時間まで連絡もなしにどこにいたんだ。言っただろ、帰りが遅い時は連絡してって。心配するから」

　私の頭の上から彼の言葉が淡々と降りかかる。

　やはり様子が変だ、と私は顔を上げる。視界が慣れてきたのか、目の前にある乾先輩の表情が分かった。

　彼は怒っているというより、なにやら悲しそうな顔をしていた。

　なにがそんなに彼を苦しめているのか分からない。それにまだほんのりアルコールの臭いが残っている。

「でも、一緒に帰ったら同居のことがバレちゃいますよ。水川先輩もいたし。連絡しなかったことは謝ります。でも先輩は寝ているだろうと思っていたし。これからはちゃんとするので」

　なんとか言い訳をすると、彼はさらに思いつめた表情になる。

　そんな顔は見ていられなくて、思わず視線を下げ、「本当にごめんなさい」と謝った。まさかこんなに心配しているとは思わなかった。あんなに酔っ払っていたのに、この時間まで起きていたのは私のことを待っていてくれたから。……でも、それならなんで連絡をしてくれなかったのだろう。電話してくれたら、ちゃんと出たのに。

　まだ強く握られている手首が少し痛い。

「とにかく先輩、リビングに――」

　その瞬間、身体が前に引き寄せられた。体中で乾先輩の体温を感じる。

「そういう、ことじゃない……。これからとか、そういうことじゃない」

　耳元で苦しげに囁くと、さらに私のことを強く抱きしめた。

「日高となにしてたんだ」

「え？」

　私は耳を疑った。

「今まで日高といただろ。俺がタクシーに乗る前に、ふたりでどこかに行った。なにしてた？」

「それは……まだ飲み足りないから付き合ってって言われて……」

「なんで行っちゃうかな。しかもふたりで」

　苦しそうな乾先輩の声を聞いて、私まで胸がぎゅっと縮こまった。

　怒っていたのは、連絡をしなかったことじゃなくて日高さんといたから？　でも、乾先輩の知らない人ではない。

「水川先輩が帰るまで家に帰れないと思っていたタイミングで、ちょうど声をかけてもらったんです。それで少しだけ飲んで、お話しただけですよ？」

　私は落ち着きを取り戻したくて、普段彼をなだめるように彼の背中を優しく撫でた。

「どうして日高が深桜ちゃんを誘うの」

「それは……」

　それは、私と乾先輩が同居していることを彼が知っているから。でもこのことを言うと、なぜ黙っていたのかとまた怒らせてしまう。

　なんと答えようかと黙っていると、彼がボソリと耳元で囁いた。

「深桜ちゃん、日高のこと好きなの？」

「違います！」

　乾先輩の見当違いな言葉に、即答して顔を上げると……。

「本当に？　じゃあ、なんの話をしてたのか言えるだろ？」

　彼が私の顔を覗き込む。後ろから後頭部を支えられ、顔の向きを固定された。

　吸い込まれそうな瞳に、私は言葉を失う。

　どうして私と日高さんが一緒にいたというだけで、そこまで悲しそうな顔をするの？

「そ、それって、先輩に関係ありますか？」

　私の言葉に、彼が目を見開いた。そして、強く私の肩を両手で強く掴んだ。

「あるだろうが！」

　大きな声が部屋中に響く。

　その声にびっくりした私が驚いた表情で彼を見ると、その視線に気がついたのか、掻き抱くようにして私を引き寄せた。そして耳元でもう一度、「あるだろうが……」と弱々しく声を漏らした。

「深桜ちゃんのことが好きだから、気になって仕方がないんだよ」

　信じられない言葉に、私は気が動転しそうになった。

　今、彼はなんと言った？　私のことが好きって言った？　……ウソだ、そんなの。

「好きじゃなきゃタダで居候させないし、会社でもあんなに構わない。こんなことでイライラすることだってない」

「せ、せんぱ――」

「下心なんだよ、全部。深桜ちゃんが好きだから……」

　囁かれた耳元から熱が伝染して体中が熱くなり、顔が上げられない。

「だから、日高に奪とられたくない」

　こんな必死な彼は初めてで、どうしたらいいか分からない。

　ナルシストで面倒くさくて甘えたで人たらし。それなのに、いざという時には頼りになって、仕事ができて会社にハーレムもある。そんな乾先輩が……私のことを好き？　……まさか、ね。

「先輩、まだ酔ってるんですか？」

　そう尋ねると、背中に回っていた手が両頬に添えられた。そしてそのまま上を向かされる。なにをされるのか察しがついた私は、思わず声を上げる。

「ちょ、待ってくださ……ん」

　近づいてくる顔から逃れようとしたが、しっかりホールドされて身動きが取れないまま、私の唇に彼のそれが重なった。強く押しつけられ、身体が仰け反る。足元から崩れ落ちそうで、私は自分の体重を支えることに必死だった。

　彼のシャツを掴むようにしてしがみつくと、そんな私を察してくれたのか、彼は唇を離した。そして額を合わせるようにして私を見つめる。

「酔ってないから」

　言葉を吐き出して私から少し距離を取ると、彼は私の頭をいつも通り撫でる。

「怒ってごめんな、おやすみ」

　心地よい声が耳元で響いた……と思ったら、彼はリビングの方へと戻っていってしまった。

　ひとり置いていかれた私は、今自分の身になにが起こったのか、まだ状況を把握しきれずにいた。キスされた唇に手をやると、一気に熱が顔に集中する。

　乾先輩が私のことを好き？　だからこの家に置いてもらえていたの？

「う、ウソぉ……」

　信じられない事実に、足の力が抜け、思わず床にへたり込んだ。










俺のところに帰っておいで




　その日、私は一睡もできないまま朝早くに家を出た。数日泊まる準備をして。

「朝早くから誰かと思った」

　私が鳴らすインターホンで起こされた小牧は、キッチンでコーヒーを淹いれてリビングへ戻ってきた。

「ごめん……」

　小牧の家のカーペットの上に腰を下ろしていた私は申し訳さそうに肩を落とした。

「家出って、なにかあったの？」

「家出ってわけじゃないんだけど……」

　でも今、乾先輩と顔を合わせてもなにを話していいか分からないし、一緒の空間にいるだけで緊張してしまう。だから、つい勢いで、乾先輩が起きる前にこっそりと出てきてしまったのだ。

「でも起きて深桜がいなかったら、乾さんもびっくりするんじゃない？　連絡だけでも入れておいたら？」

「そうなんだけど、避けてるって思われたくなくて」

「はいどうぞ」

「あ、ありがとう」

　私の目の前にコーヒーを置いた小牧にお礼を言い、カップを手にした。なんかいろいろ衝撃的すぎて、まだ頭が回らないでいる。

「で、なにがあったの？　キスでもされた？」

「キッ……なんで知って！」

「えー、やっぱりー」

　ゴシップ好きの小牧は嬉しそうに両手を合わせた。詳しいことはまだなにも伝えていないのに、恐ろしい女だ。

　小牧は楽しそうに「ほらほら」と手を数回叩く。

「男女のこじれって言ったら恋愛でしょ？　もしかしてそうなのかなーって」

「私は君が怖いよ」

「とにかく、詳しく聞かせなさい」

　至近距離にまで顔を近づけてきて圧をかけてくる小牧。

　もう、この人、私の相談に乗る気ないよね……。

　だけど、理由もなくここへ居座るのも悪いし、なにより他人の意見を聞く以外、私にできることはない。私は昨日の飲み会の出来事から今に至るまでを赤裸々に語った。そして最後に告白されてキスされたことを伝えると、待ってましたと言わんばかりに彼女はテンションを上げる。

「えー、最後までしなよー。もったいない」

「なに言ってるの、小牧さん!?　ていうか、まだお酒も残っていたみたいだし、なにかの間違いかも」

「むしろ飲んでたせいで、普段は抑えているものを抑えられなくなったのかもよ？」

　ベッドに座りながら自分で淹れたコーヒーを口にする彼女のひと言に、昨夜のことを思い出して顔に熱が集中した。

「……小牧、これからここに住んでいい？」

　このままじゃダメだと首を横に振ると、私は小牧にそう頼み込んだ。

「いいわけないでしょ、こんな狭い部屋」

　確かに、小牧の部屋はふたりで住めるようなサイズではない。それに、実はこの前のお医者さんたちとの合コンで気が合った人と交際を始めたと聞いている。もしその彼が泊まりに来るとなったら、家に私がいるのは邪魔でしかない。

　私は「だよね」と肩を落とした。

　でも、とりあえず今日だけはなんとか泊めてもらおう。今は乾先輩とふたりきりになるのは避けたい。

　そう思う一方で、私の頭には何度も、あの乾先輩の切なそうな表情が浮かんでは消えていく。

「いっそのこと付き合ってみるとか」

　小牧のとんでもない発言に、乾先輩の顔が一気に吹き飛んだ。

「は!?」

「だってイケメンじゃん。言っておくけど、あんなイケメンエリートから告白されるとか滅多にないんだからね？　ここで逃したら、もう一生手に入らないかもしれない」

　彼女はマグカップを持っていないほうの人差し指を立てて私へと向けた。

「私もそういう前向きな性格ならよかったよ……」

　まったく私の気持ちを汲んでくれない親友にトホホと声を漏らす。

「ていうか、乾さんのどこが嫌なの？」

「え、どこって……」

　そりゃあ、ナルシストで自信過剰なところ……といっても、もう慣れてしまったけれど。確かに顔はいいし、性格だって、冷静に見てみたらすごく優しい。さらに仕事もできるしで、ある意味、完璧だ。だけど、乾先輩と恋人同士になるということが私にはまったく想像できない。

「私には、ちょっともったいないかな」

　きっとそれが本音。未だに信じられないもの。……ああ、月曜日、どうしよう。それ以前に、早く連絡しなきゃ。

　だけど、いざメールを打とうと思っても、身体は動こうとはしない。もし連絡を入れて彼の声が聞こえたら、一瞬で頭が真っ白になりそうだった。

　いつから好きでいてくれたのだろう、どういう気持ちで一緒に暮らしていたのだろう。

　彼の気持ちを考えれば考えるほど、どう返事をすればいいか分からなくなる。

　乾先輩との関係が壊れるのを恐れるあまり、私は自分のスマホに触れることができなかった。




　結局、私は小牧の家に二日間泊めてもらい、乾先輩と顔を合わせることも会話をすることもなく、月曜日を迎えてしまった。何度か彼から連絡は来ていたが、なにを話していいか分からず、電話に出ることはなかった。どうしたって会社に行けば顔を合わせるし、時間を置けば置くほど気まずいと分かっているのに。

　その一方で、乾先輩と過ごさない休日は久しぶりで、朝も早くから目覚めてしまった。その勢いで出勤したため、フロアにはまだ誰もいない。

　とりあえず、なるべく乾先輩とふたりっきりになるようなことは避けて、あとは普段通りを装おう。そうすれば、彼も私が告白の話をしたくないことに気づいてくれるだろう。まぁ、一番いいのは、アレがお酒の勢いだったのと、乾先輩が寝て忘れてくれていることだが。

　机に顔を突っ伏しながら、そっと自分の唇に触れる。

　あの夜、しっかりとここに乾先輩の唇の感触があった。私は、あのキスも忘れてほしいと思っているんだろうか。

「忘れてほしくないなぁ……」

　ふと漏れてしまった独り言。

　私、矛盾しているよね。……ああそっか、本当は心のどこかで乾先輩に好かれて喜んでいるのかもしれない。彼のことを好きでもないのに、最低だ。

　私が悶々としているうちに、続々と社員が出勤し始め、オフィスがにわかに活気づいていく。

「あ、乾さん、おはようございます」

　耳に届いた宮根さんの声に、私はバッと顔を上げた。恐る恐る振り返ると、入口に乾先輩が立っていた。

「金曜日は大丈夫だったんですか？　ぐでんぐでんでしたけど」

「迷惑かけてごめんな。なんとか大丈夫だったよ。それより……」

　乾先輩の視線が私のデスクの方へ向きそうなのに気づき、慌てて席を離れて別の入口から部屋の外へと逃げようとする。

　廊下を早足で歩く。うつむいていたせいで、曲がり角で誰かとぶつかった。その人の胸元から微かに煙草の臭いが鼻をかすめた。

　顔を上げると、そこに立っていた人物を見て固まった。

「ひ、日高さん！」

　日高さんに冷たく見下ろされ、慌てて離れる。

「す、すみません！　ちゃんと前見てなくて」

「なにやってんだよ」

　不機嫌そうに言い放つ彼からは、いつもよりどす黒いオーラを感じた。

　私はそんな彼に向き合うようにして立つと、この前の金曜日のことを思い出し軽く頭を下げた。

「こ、この前はありがとうございました。助かりました」

「……別に、アンタのためじゃないけど」

「でも、いろいろお話も聞けて嬉しかったです」

　日高さんは「あっそ」と漏らして手を頭へやった。

「で、アンタはこんなとこでなにしてんの？」

「え!?　いや、私は……」

　乾先輩から逃げているなんて言えない、と思っていた矢先、私の後ろに人の気配を感じた。

「綾瀬」

　その声に思わず飛び上がると、私は日高さんの方へと駆け寄って後ろを振り返った。私の行動に驚いた日高さんは、隣に立つ私を見つめた後、目の前の人物に視線を移す。

「乾さん」

「ああ、日高おはよう」

　乾先輩はなにも変わらぬ笑顔を日高さんへと向ける。しかし、その瞳の裏になにやら違う感情を抱いているのが私には分かった。

　どうしよう、今日一番見たくなかったスリーショットだ。

　ようやく乾先輩の視界が私を捉える。

「綾瀬もおはよう。相変わらず早朝出勤かー」

「あ、は、はい……」

「ちょっと綾瀬に頼みたいことがあるから、資料室まで来てくれる？」

　普段よりも低く感じるその声に、私は拒否できないと悟った。

　私と乾先輩のただならぬ空気を感じ取ったのか、日高さんは「じゃあ、俺はもう行きます」と視線を彼に向ける。

「ああ、今日の昼の打ち合わせ、よろしくな」

「こちらこそ」と言って、日高さんはその場から立ち去ってしまう。思わずその手を掴みかけたが、乾先輩がいる手前、そんなことはできるわけがなかった。

「じゃあ行こっか」

　残された私に向かって、乾先輩が微笑みかける。

　その渇いた笑顔が怖い。これなら、まだいつものウザいナルシストトークをしてくれたほうが気楽だ。

　歩き出した彼の後ろを、少し間を空けて追いかけた。

　資料室に入った彼は電気をつけ、中に誰もいないことを確認すると私を入らせた。

　向き合うように立つと、背後で、たったひとつの逃げ道であるドアが大きな音を立てて閉まった。

　乾先輩の顔が見られず、床ばかり見ていると、目の前の彼がはぁとため息をつく。

「よかった、逃げられなくて」

『逃げていましたけど』とは言えず、私はその言葉にこくんと頷いた。

「もう俺の話を聞いてくれないかと思った」

「……そんな、周りから怪しまれますし」

　私は乾先輩の言葉にポツポツと返事をする。すると彼の気配が近づくのを感じた。

「ふたつ謝りたいことあるんだけど」

「ふたつ？」

「ひとつは怒っちゃったこと。本当にごめんな」

　違う、あれは私が連絡するのを忘れていたから。酔っていたとしても、メールくらいは入れておくべきだった。心配をかけてしまったのは私だから、私が謝らないとダメなのに。

　顔を上げると、乾先輩は先ほどの怖い表情ではなく、真剣な顔で私のことを見つめていた。

「もうひとつは……勢いでキスしたこと」

「っ……」

　やはり彼は覚えていた。あの時の光景がフラッシュバックして、身体が震える。

　そんな私の様子を見たのか、彼は慌てたように付け加える。

「あの時はいろいろおかしくなってて、酒も入っていたし日高に嫉妬していたし、キスまでするつもりはなかったんだけど……」

　どう返事をしていいのか、まったく思い浮かばない。ただ、こうしてずっと乾先輩に謝らせたままではいけない気がする。だけど、考えれば考えるほどなにが正解なのかが分からなくなる。

「でも、言ったことは全部本当だから。酔った勢いだったとしても、深桜ちゃんに言ったことに偽りはないから」

　乾先輩は私から一瞬たりとも目を離さなかった。ここまで真剣な彼の声を、仕事以外では聞いたことがない。

　つまり、あれは本当に告白だったということ？　やっぱり乾先輩は私のことを？

　その瞬間、体中が火照っていくのを感じた。一気に体温が上昇して、思わず乾先輩に向かって声を上げる。

「え、と……これで冗談だったら怒りますよ」

「俺がいつも変なこと言ってるからだよな？　でも、残念だけど冗談じゃないよ。今まで騙だましてて悪かった」

　ごめん、と彼が私に向かって頭を下げる。

「まさか先輩が私と一緒に暮らしたがっているなんて思っていませんでした」

　いたたまれなくて、思わずうつむく。

　先輩の好意にまったく気がつかず、私はホイホイと釣られて居候し続けていたなんて……どう考えてもバカじゃない。

「深桜ちゃん、土日はどこに泊まったの？」

「小牧の家です」

「そっか。実は今日、万が一会社で会えなかったら警察に連絡するつもりだったんだ」

　乾先輩は「あはは」と乾いた笑いを漏らした。

「や、やめてください」

　私が目線を上げると、乾先輩が私を見て優しく微笑む。だけど、目の奥は笑っていないように見えた。

「無理して戻ってこなくていいよ」

「……え？」

「だけど、俺の前から急に消えるのはやめてほしい」

　さすがにヘコむ、と彼はそのキレイな顔を歪めた。

「返事、ゆっくりでいいから。よろしく」

　ポンと私の頭に触れると、彼は足早に資料室から出ていった。

　ドアが閉まるのを確認すると、私はぺたんと床に座り込んだ。




　乾先輩と離れて暮らすようになってから数日が経った。

「じゃあ、欠勤は熱を出してる乾だけだな」

　朝礼での課長の言葉にその場の空気がざわついた。

「大丈夫かアイツ」

　私の隣で水川先輩が小さく呟いた。

「珍しいですよ、ね？」

「あぁ、誰よりも健康に気を遣ってるヤツだからな。でも、最近寝不足気味だったみたいだし」

　乾先輩を心配する水川先輩に、私は黙り込む。

　もしかして私が家に帰っていないことが寝不足の原因だったりしないよね。それに普段より忙しい仕事の疲れが加わったのだとしたら、体調を崩してもおかしくはない。忙しすぎて私に家事をお願いしていたくらいなのだから。

「乾がいないことで仕事が滞ることもあるかもしれないが、よろしく頼む」

　課長の言葉に皆が頷き、朝礼は終わった。




　定時で仕事を終えた私は、慌てて会社を出て、その足でスーパーへ向かった。

　しばらく乾先輩の家には帰っていないから、冷蔵庫の中になにがあるのか分からない。とりあえず必要な食材をすべて買い、マンションに到着する。

　見慣れた玄関扉を前にして、私はひとつため息をついた。ゆっくりと腕を持ち上げ、インターホンを鳴らす。部屋にその音が響き渡るのを聞きながら中の様子を窺うが、物音ひとつ聞こえない。

　乾先輩、寝ているのかもしれない。

　私はバッグから合鍵を取り出してドアを開けた。部屋の中は薄暗く、しんとしていた。

「お、お邪魔します……」

　リビングに乾先輩がいないことを確認すると、電気をつけてスーパーで買った食材をキッチンへと置いた。音を立てないようにして寝室へと近づき、ゆっくりと扉を開けた。

　ベッドの上に山がひとつ見える。中を覗き込むようにして顔を窺うと、乾先輩が寝苦しそうな表情で眠っていた。

「寝てる……」

　当たり前のことを口にする。

　でも、すごい汗だ。熱は下がっていないみたい。こんなに弱っている彼は珍しい。

　いつもフローラルな香りを漂わせている乾先輩とは大違いだった。

「先輩……」

　起こすのは気が引けるが、勝手にお邪魔させてもらうのも悪いので、私は軽く乾先輩の身体を揺らした。その瞬間、彼がうなされるように息を吐き、私は思わず手を離した。

　彼のまぶたがピクリと動き、薄く目が開く。そして、苦しそうに熱い息を吐き出した。

「せ、先輩……」

　思わず呼びかけると、彼の視界が私の顔を映した。朦もう朧ろうとした瞳に、いつもの輝きはない。

「深桜ちゃん？」

「あ、はい。いきなり来てごめんなさい。お見舞いに来ました」

　まだ意識がはっきりしないのか、乾先輩はおぼろげに私を見つめる。すると彼の唇が微かに動くのが見えた。

「なんだ、夢か……」

「えっ!?」

　伸びてくる手に抗えず、手首を掴まれた私はそのままベッドへと引きずり込まれた。

「ちょ、先輩!?」

　強い力で私のことを抱きしめる乾先輩。熱い身体からその熱が私に移る。

　乾先輩に触れると、どうしてもあの夜のことを思い出してしまう。私は慌てて彼の背中を激しく叩いた。

「夢じゃないです！　夢じゃないですってば、先輩!!」

　とにかく早く起こさないと、このままだと私の心臓が脈を打ちすぎて、逆に停止しそうだ。

　必死に背中を叩き続けると、腕が彼の頭に当たり、ゴッと音が鳴った。

「痛い……」

　ようやく腕の力が緩み、彼がぶつかった部分をさすりながら顔を上げる。

「あれ、深桜ちゃん？　なんで……」

　しっかりと目を開いている彼は、今度こそ意識がはっきりしたようだった。その隙に私が彼の腕から逃げるようにして離れると、彼は「え？」と驚いたように声を漏らす。

「せ、先輩、寝ぼけていたみたいです……」

　固まる彼の表情に「大丈夫ですか？」と語りかければ、彼は一気に顔を赤らめた。

「もしかして照れ――」

「てない！　照れてないから！　あぁ、そうだったの。なんか、ごめんな！」

　私から顔を隠すように乾先輩は両手で顔を覆ったけど、それでも真っ赤に染まる耳が見えている。

　そんなに恥ずかしかったのだろうか。なんか、ちょっとかわいい、かも。

「な、なんで深桜ちゃんがここにいるの？」

　指の隙間から私を見つめ、乾先輩が問う。

「先輩、熱出したんですよね、お見舞いに来ました」

　彼はそれを聞くと、寝返りを打って私に背中を向けた。

　やっぱり、こういう形で家に帰ってくるのはダメだっただろうか。まだちゃんと戻る話もしていないし、告白の返事だって考えられていない。

「そんなことを言われても、今の俺全然キマってないし、この姿を見られるのは困る」

　あ、そういうことか。

「いつも通りキマってますよ」

　ホッとしながら、フォローの言葉を口にする。

「髪の毛ボサボサだし、汗掻きまくってるし、風呂も昨日から入っていないんだって」

「大丈夫です、私は先輩の中身しか見ていませんから」

　だったらいいでしょ、と続ければ、彼は少しだけ後ろを振り向いた。

　私はいじけている乾先輩に微笑む。

「ご飯食べました？」

「……そういえば、今日はなにも食べてない」

「そうですか、でも食べないと力つかないし。なにか作ってきますね」

　立ち上がると、私はキッチンへと戻るため寝室を出ようとする。ドアノブを掴んだ時、後ろから「ちょっと待って」と声がして、振り返った。

「いいよ、俺と一緒にいたら深桜ちゃんが風邪引いちゃうだろ。だから今日は帰って」

　私の後ろに立つ彼は壁に手をつきながら私を気遣う。体温が高いからか吐息が熱い。

　気だるげな彼は普段よりも色気があって、なんだか恥ずかしくなった私は思わず視線を逸らした。

「でも、買い物に行ってきましたし」

「後で使わせてもらうから。小牧ちゃんのところに帰りな」

「じゃあ、せっかくだし作ってから帰ります」

　そう言ってドアを開け、廊下へ出る。そして閉めようとしたところで、ドアが動かなくなった。見ると、いつの間にか乾先輩が反対側のドアノブを掴んでいた。

「聞き分けの悪い子だな」

　暗闇の中で彼の低い声が響いた。

「今、深桜ちゃんといると自分がなにするか分かんないんだよ」

　思いっきり奥へ引っ張られて、私の身体は再び寝室へと足を踏み入れた。目の前の乾先輩は上気した顔で私のことを覗き込む。

「嫌だろ、さっきみたいに抱きしめられるの。だったら早く帰りな」

　私は顔を上げると、ぐいーっと手で彼の顔を向こうへと押しやった。

「そんな脅し、私にはききませんよ。この前謝ってましたよね。だったら頑張って我慢してください」

「マジで？　容赦なくない？」

　私のセリフが予想外だったのか、乾先輩は目を丸くした。

「うるさいですよ。ほら、早く寝てください。寝ないと、今の先輩の姿を写真に撮って会社中にばら撒まきますからね」

「やめろ。こんな格好の俺は俺じゃない」

　そう言って、彼は頭を抱える。

　ようやくいつも通りのナルシストな先輩に戻ってくれたみたいだ。

「ほら、今からご飯を作るので早く寝てください。会社も忙しいんですから、先輩に早く帰ってきてもらわないと困るんです」

「ふっ。……たく、部署のアイドルが寝込んだぐらいで大げさな。ま、寂しがっている皆のためにも戻ってやるか」

　彼はまぶたを閉じると、悩ましく手を頭にやる。

「あ、やっぱり帰ろうかな」

　ウザい。でもこのウザさこそが乾先輩なのだから、この状態はある意味、安心だ。それに、久しぶりになにも意識せずに話すことができた気がする。

　乾先輩もホッとしたのか、少しだけ微笑むと部屋の中へ戻っていった。

　私はキッチンに戻り、食事の支度を始める。

　しばらくすると寝室から彼が出てきたので軽く睨むと、「違うって」と手をパタパタと動かす。

「汗がすごいからシャワーを浴びようと思っただけ」

「分かりました。ご飯ももうすぐできますから」

「了解」

　そう言って廊下に出ていった彼を見送ると、再び料理に集中する。

　しばらくして、彼がシャワーから上がってきた。そのタイミングで、お粥かゆをよそう。そして、テーブルに向かい合って座った。

「ちゃんと後で髪の毛乾かしてくださいね」

「はいはい、いただきます。うん、うまいよ！」

　乾先輩はひと口頬張ると、嬉しそうに言った。

　彼がもぐもぐと口を動かすのを見て、食欲がある様子に安心した。

「ごちそうさまでした」

　乾先輩はあっという間に完食すると、手を合わせた。

「じゃあ、早く髪の毛を乾かして寝ちゃいましょう。私、薬を準備します」

　バスルームへ向かう彼の背中を見送り、私は食器を片付け、買ってきた薬を袋から取り出す。

　なんだか本当に乾先輩の家に帰ってきたみたいだ。このまま家に戻っても、なにも変わらないのかな。でも戻るとなると、返事をしなくちゃいけないんだよね。……私はいったいどうしたいんだろう。

　髪の毛を乾かし終えてリビングに戻ってきた彼は、薬を飲むと「少し横になるね」と寝室へ消えていった。

　特にすることもなくソファに座ってテレビを眺めていると、小牧から連絡があった。

【今日は泊まるの？】

　そのメッセージに、私は顔を上げて時計を見た。時刻はもう十時を回っていた。

　すっかりくつろいでいたけど、今この状態でここにいるわけにはいかないよね……。

　長居をしてしまったと腰を上げると、【そろそろ帰るよ】と返信をする。

　その時、以前彼から言われたことを思い出した。

『なにも言わないで消えるのはやめて』

　声をかけずに部屋を出るわけにはいかないよね。

　寝室の前に立ち、軽く深呼吸をする。そしてドアノブを握ったところで、ピーンポーンと軽快な音が部屋に響いた。

　こんな時間に誰だろう、と疑問に思いながら、玄関へ向かい、ドアスコープを覗き込む。

　突然の訪問者は、日高さんだった。私は鍵を外してドアを開いた。

「なんだ、アンタか」

　日高さんは私の姿を確認すると、はぁとため息をついた。

「先輩、寝込んでるんです。日高さんはどうして……」

「今日の企画会議の資料。全部俺が代わりに仕事したから持ってきた」

「あ、そうでしたよね。ありがとうございます」

　私はお礼を言って、その資料を受け取った。

「ていうかさ、なんでアンタ朝びっくりしてたの。乾さんが熱で休んでること知ってんでしょ」

　彼は思い出したように私に尋ねた。

　まさか朝礼で日高さんに見られていたとは思っていなかったので驚く。

「え、えっと……ですね。実は私、今家を出てて……」

　正直に伝えると、彼はしばらくして、「ふーん」と興味なさそうに声を漏らした。

「なんで？」

「え、いや、別に……」

「……まぁ、俺には関係ないけど」

　じゃあ乾さんによろしく、と言うと、彼はコートのポケットに両手を突っ込んで去っていった。

　関係ないなら、なんで聞くのよ。でも、きっと本心では心配してくれたんだよね。

　私はドアを閉めて鍵をかける。そしてリビングに戻ろうとして、私はピタッと止まる。

　これをテーブルに置いたら、帰ると声をかけるだけでいいんだよね。日高さんからの資料はポストに入っていたと言えば大丈夫だと思う。……だけど、私が帰ると言ったら彼はどんな顔をするだろう。もし『帰らないで』と言われたら、私は今の彼を放って帰れないかもしれない。

　いろいろと迷った末、私は彼に声をかけるのをやめ、資料をテーブルの上に置くと、黙って玄関へと向かう。

「深桜ちゃん、どこ行くの？」

　その瞬間、背後から、いつの間にか部屋から出ていた乾先輩に声をかけられた。振り返ってはみたものの、私は彼の顔をまともに見ることができない。

「こ、小牧の家に帰ろう、と思いまして……」

「……帰んの？」

　妙な間が怖い。

　私が頷くと、彼はまだ視線が定まっていない瞳で私のことを見つめる。

「そっか、帰るのか」

　彼が悲しそうに笑ったのを感じた。普段の天てん真しん爛らん漫まんな笑顔とギャップがありすぎる、その控えめな笑顔は、簡単に私の心を締めつける。

　私に近づこうとしてフラついた乾先輩に慌てて駆け寄り、彼の身体を支えようと手を伸ばす。すると、彼はそんな私をすがるようにして捕まえた。

「深桜ちゃん」

　彼の熱っぽい瞳が私のことを映した。

「どこにも行かないで……」

　ぎゅっと胸が締めつけられる。

　お願いだから、そんな切なそうな声で、耳元で、囁かないで。強い決心が緩む。

「俺のそばからいなくならないでほしい」

「せんぱ、い」

「なにもしないから。深桜ちゃんにはもう触れない。ただこの家にいてくれるだけでいいんだ」

　今顔を上げて彼の顔を見てしまえば、私はきっともう彼から逃げられなくなる。彼の悲痛な声に、そんな気がしてくる。

「……そんなの、先輩が困る、でしょ」

「困ったことに、深桜ちゃんがいなくなるほうがおかしくなる」

　そこまで言われれば、このまま放っておくことなどできない。

　私は……私は本当に彼から愛されている。そのことを身をもって感じ、一気に身体が熱くなった。

「深桜ちゃんがいなくなってから家に帰ってもひとりだし、ご飯作る気も起きなくて体調崩すし、朝起こしてくれないから寝坊もするし、だから髪の毛も完璧にセットできないし」

「いや、さすがにそれは私のせいじゃ……」

「深桜ちゃんがいてくれないと、俺が作り上げてきたものが全部壊れる」

　まるで私のことを責めるように言う。それも普段の彼からはあり得ないことだ。

「深桜ちゃんがいないと、ダメなんだ」

　完璧な彼が、私のことを求めている。そのことがなぜか嬉しい。

「先輩……」

　顔を上げると、彼のまっすぐな視線とぶつかった。

「もう絶対に手は出さない。好きって言わない。だから……」

　そばにいて、と消えるような声で呟いた彼は、倒れ込むように私の方へ顔を寄せた。言葉通り、彼は私の手を取るだけで身体を抱きしめることはなかった。

　それなのに、私は身動きが取れなくなるほど彼に縛られていた。同時に、知らぬ間に自分も彼に依存してしまっていたのだということに気づく。

　面倒な人だとしか思っていなかったはずなのに、今の彼を拒むことができないほど、彼のそばは私にとって心地いいものに変わっていたのだと実感する。

「は、い……」

　私は無意識に頷いていた。










私と彼の関係




　部屋に鳴り響くアラームを止め、身体を起こして大きく伸びをする。

　普段通りの朝が始まり、私は布団から出ると、敷布団を畳んで部屋の端へ寄せた。あくびをしながら廊下に出てリビングに入れば、既に電気がついていた。

「あ、深桜ちゃん、おはよう」

　キッチンに立つエプロン姿の乾先輩が、こちらを振り返る。

　私も「おはようござます」と挨拶を返し、水を飲もうと引き出しからコップを取り出した。

「もう少しで朝ご飯ができるから待ってて」

「ここは旅館かなにかですか？」

　テーブルに広がる豪華な朝ご飯に目を疑う。まるで高級な温泉旅館で出てきそうな出汁巻卵や湯豆腐、鮭さけの塩焼きなどのメニューの数々。これを平日の朝に作っているのだから信じられない。

　彼は「やるんだったら完璧にな！」と高笑いしながら、お皿に料理をキレイに盛っていく。

　乾先輩と再び暮らし始めて三日が経った。

　彼は私がいないとひとりで起きられないと言っていたのに、この三日間は、私よりも早く起きている。しかも、朝ご飯も彼が作ってくれている。

　私はそれをありがたく食べているのだけど、私が作るよりも断然おいしいから、これまで彼は我慢してくれていたんじゃないかと不安になった。

　そして、あれから乾先輩は私に好きだと言ったことはない。そのことにホッとしている一方で、妙な緊張感がなくなり、それはそれで落ち着かない。彼がいつも通りすぎるから、気にし続けている私がバカみたいだ。




「じゃあ、戸締まりよろしくね」

　この三日間、乾先輩は私よりも先に家を出ていく。

「あ、はい」

「行ってきます」と微笑むと、彼はそのまま家から出ていってしまった。目の前でバタンと扉が閉まる。

　いつも通りなんだけど……以前よりも、なにかが足りない。乾先輩から、なんとなく他人行儀な空気を感じるのだ。

　乾先輩は私のことを今どう思って一緒に暮らしているのだろう。好きだという気持ちを押し込めているのか、それとも、なくそうとしているのか。家に帰ってきてから、彼の気持ちが分からなくなった。

　私がちゃんと返事をしていないから、こんなことになっているのだろうか。彼との関係が崩れるのを恐れて結論を先延ばしにしていたはずなのに、それは間違いだったのだろうか。……私はこのままの状態でいていいのかな。

　それでも、今の私にはそのことについて彼と話す勇気すらない。

　ちゃんと乾先輩と向き合えない自分を不ふ甲が斐いなく思いながら、彼が出ていった玄関の扉をただ見つめていた。




　今日は、乾先輩たちが進めている新企画に協力してくれる工場の方たちがやってくるとのことで、私はそのお茶出しを任されていた。

「失礼します」とドアをノックして、応接室の中に入る。そこには課長と乾先輩、そして日高さんがいた。工場の方たちはまだ来ていないようだ。

「は、早かったですかね」

「いや、もうすぐ来るみたいだから。ありがとう、綾瀬」

　私のことをフォローするように課長がお礼を言ってくれる。

「いえ」

　乾先輩からの視線を感じたが、つい避けてしまった。ここのところモヤモヤと考えすぎてしまっているせいで、会社で会うとどういう顔をしていいか分からなくなるのだ。普段通りの後輩でいたいのに。

　その時、ドアがノックされる音が部屋に響いた。

　課長は腰を上げると、「どうぞ」と返事をする。それに合わせて立ち上がった乾先輩と日高さんと一緒に、私も姿勢を正した。

「こんにちは、『坂さか下した工こう場じょう』の者です」

　入ってきたのは、男性ふたりと女性がひとり。全員が同じ作業服に身を包んでいる。

　坂下工場はウチの会社の傘下にあって、普段からお世話になることが多いようだ。私自身は、その工場の方に会うのは初めてだった。

「今回はよろしくお願いします。どうぞお座りください」

　課長の言葉を合図に、坂下工場の三人が椅子に座る。

　私が工場の方々の前にお茶を置いていくと、唯一の女性が一心になにかを見つめていることに気がついた。どうしたんだろうと目で追うと、彼女の視線は乾先輩へと向けられていた。

　長い髪の毛を束ねた髪型のその彼女は、私よりも年上に見える。艶のある黒髪で肌が白く、切れ長の瞳と紅を引いた唇がどこか色っぽい。

「やっぱり……」

　彼女はそう言って、突然立ち上がり乾先輩を指差した。

「やっぱり恵剛くんだよね」

　その場にいた全員の視線が乾先輩へと向く。

　声をかけられた彼は、少しだけ困ったように笑った。

「そうだけど、今は仕事中だからやめとけ」

「えー、でもすごく久々だったから」

　女性は乾先輩に会えたのが嬉しかったのか、「ね！」と声を上げる。

「確かに、一年くらい会ってないな」

　久しぶり、と微笑んだ乾先輩に、私はドキリと胸を鳴らす。

　会話からふたりの仲のよさを感じられるけど、この人、誰？　ていうか、乾先輩のなに？

「まさか恵剛くんと仕事ができる日が来るとは思ってなかったな」

「俺もだよ、まぁ桐きり乃のがいるなら安心だけど」

　爽やかな笑顔を浮かべて乾先輩が彼女に返事をした。

「知り合いか？」

「ええ、ちょっと」

　課長の言葉に平然と答える彼。

　今『桐乃』って言った？　下の名前、だよね。乾先輩が女の人を下の名前で呼ぶのは珍しい、ような……。

　その瞬間、私を『深桜ちゃん』と呼ぶ乾先輩の声を思い出し、胸が強く締めつけられるのを感じた。

　なんだろう、この気持ち。モヤモヤする。

「わ、私はこれで失礼します」

　目の前の女性と乾先輩の笑顔をこれ以上見ていられず、私は応接室から足早に退散した。




　応接室で会った彼女の名前は、向むか井い桐乃さん。坂下工場の社員さんで乾先輩と同じ歳だということまでは、風の噂で聞いた。和風美人な彼女のことは社内でもすぐに広まり、ちょっとした話題になった。

「普通に同級生とか、すごいよね」

　宮根さんは書類をまとめながらそう呟く。

　あの打ち合わせから一週間、坂下工場の社員さんは打ち合わせや予算会議への参加などで来社することが多くなってきた。そのたびに乾先輩が桐乃さんと一緒にいる姿を見かけることも、社内ではよくある風景となっている。

　会話をするふたりの姿は、やはり出会ったばかりの男女の様子とは異なり、どこか親しい関係に思えた。

　そんなふたりの関係をなにかと探るのが、ウチの部署でも流行っていた。

「高校の、だもんね」

　書類のチェックが終わると、宮根さんが私に声をかける。

「そうですね」

　なんとなく上の空で答える。

　同級生なら、まだ安心かな。いやいや、なにに安心してるのよ、私は。ただ、乾先輩が自分のハーレム以外の女性とあんなに仲よくしているのを初めて見るから、どうしても気になってしまう。

　それに、どう考えても桐乃さんは彼のハーレムにいるような女性じゃない。

　まるで白百合のような可か憐れんな人。ふたりで並んでいるとまさに〝美男美女〟で、ひとつの絵画を見ているようだった。〝絵になる〟というのはこういうことを言うのだろう。

　普通ならずっと見ていたいようなふたりのはずなのに、なぜか私の心はそれを拒絶していた。

「私、ちょっと資料取ってきますね」

　噂話の輪の中から抜け出したくて、理由をつけて部署を出る。

　せっかく乾先輩の自宅で再び暮らし始め、これまで通りの日常に戻っているはずなのに、私の気持ちは全然前と一緒じゃない。

　ワガママだよね……。好きなわけではないのに、私に対する乾先輩の気持ちはそのままでいてほしい、とか。でも、このままの状態が続けばいつか彼も私のことを好きじゃなくなる日が絶対に来る。それは、今でもおかしくない。

「綾瀬？」

　突然背後から聞こえた声にハッとする。顔を上げると、目の前に白い壁が迫っていた。声をかけられなかったら、ぶつかっていた。

「大丈夫か？」

　振り向いて声の主を確認し、ドキリとする。

「せんぱ、い」

「すごい勢いで歩いてた上に、壁にぶつかりそうになってるし」

　心配そうな顔をしてこちらへやってくる乾先輩に、私は思わず後ずさりする。こんなふうに自分勝手な感情に振り回されてしまっている今、彼に合わせる顔がない。その時……。

「恵剛くん！」

　清らかな声で、乾先輩の背後から桐乃さんがやってきた。

「恵剛くんの後輩さん？」と尋ねられ、彼女に返事ができないでいると、代わりに乾先輩が口を開く。

「ああ、そうだよ。綾瀬、顔色が悪いけど大丈夫？　疲れているんじゃないか？」

　乾先輩が私の顔を覗き込んだ。上司として心の底から心配してくれているのが感じ取れる。だけど、私を好きだと言ってくれた彼じゃないような気がして複雑だった。

「そうね、少し顔色も悪いみたいだし」

　桐乃さんも彼の言葉に賛同するように頷く。

「ちょっとは休めよ。綾瀬はマジメだからな」

　そう言って、普段通り彼が私の頭に手を伸ばす。その瞬間、私が避けるように離れると、彼は少し傷ついた顔をした。

　それを見て、私の心もなぜかざわつく。

「じゃあ、私行かなきゃなんで」

　私は愛想なく言うと、その場を離れた。

　きっと桐乃さんにも無愛想な子だと思われているだろうな。

　でも、私はこれ以上、ふたりが一緒にいるところを見たくなかった。




　その日、乾先輩は帰ってくると、また心配そうに私を見つめた。

「深桜ちゃん、本当に大丈夫？　あんまり調子よくないみたいだけど」

「大丈夫ですよ。先輩のおかげで健康的な生活をさせてもらっていますし」

　私は笑顔を貼りつける。「本当に大丈夫ですから」ともう一度強く言えば、彼は納得したように頷いた。そして、なにかを思い出だしたような顔をした。

「そうだ、深桜ちゃん、今日の――」

「あ、先輩！　お風呂がもう沸いてるんで、先に入ってもらっていいですか？」

　私は彼の言葉を遮るように話題を変えた。

　少し無理やりだっただろうか。

「……あぁ、そうするよ」

　私がその話題を避けていることを察したからか、先輩は蒸し返すことなく返事をした。

「ジャケットもらいますね」と、彼の肩に手を伸ばす。

　脱衣所へと消えていった彼を見送ると、私は深くため息をついた。

　やっぱり今日の私の態度、不思議に思っているよなぁ。私らしくなかったし、なによりも桐乃さんにすごく失礼だったと思う。どうしてこう、普通になれないんだろう。いつも通りって、こんなに難しかったっけ。

　私は乾先輩のジャケットをハンガーにかけようと、リビングのクローゼットへ向かう。ジャケットを手にした瞬間、なにやら甘い匂いが鼻をくすぐった。

　これ、香水の匂いだ……。

　乾先輩は香水をつけないから、これが誰のものかすぐに分かった。

　桐乃さんがつけている香水だ。

　途端に、乾先輩が彼女と一緒にいる場面を思い出し、胸が苦しくなる。私は彼のジャケットを抱きしめたままソファへと座り込んだ。

「嫌だなぁ……」

　ひっそりと漏れた本音。なぜそんなことを口走ってしまったのか、自分でも分からない。

　それでも、ひとつだけはっきりしているのは、先輩のそばにいることが心地よくなっていて、それを壊したくないということ。なのに、今さら彼との関係を変える勇気すら私にはない。

　私はただの臆病者だ。これから、いったいどうしたらいいのよ……。

　ジャケットから香ってくる甘い匂いが鼻を通って、私の涙腺を刺激する。

　どうしてふたりのことを考えると涙が出そうになるんだろう。私はいったい、なにに対して後悔しているんだろう。

　何度自分の心に問いただしても、自分が納得できる答えは返ってはこなかった。




「あれ、水川さんか乾さんいない？」

　翌日、パソコンに向かって今度の会議で使われる資料を作っていると、宮根さんが辺りをキョロキョロしながら私に近づいてきた。

「水川先輩は喫煙室で、乾先輩はさっき打ち合わせに出ましたよ。どうしました？」

「いや、できた資料をチェックしてもらおうと思って。急ぎだから、水川さんにお願いしようかな」

「あ、私、ちょうど倉庫に用事があるので、ついでに呼んできますよ」

「本当？　助かるー」

　私は席を立ち、廊下に出た。

「あの」

　喫煙室に向かう途中、背後から急に話しかけられ、足を止める。声がした方を向くと、今一番会いたくない人物が立っていた。

「桐乃さん？」

「あれ、下の名前？」

　不思議そうに首を傾げる彼女に私はギクッとする。

　桐乃さんはいつもの作業服姿ではなく私服だった。花柄のワンピースにトレンチコートを合わせた格好は、彼女の女性らしい美しさをさらに引き立てている。

「あ、すみません！　えっと……む、向井さん」

「いいのいいの、アナタは綾瀬さんよね？」

「……はい」

　私は前に素っ気なく接してしまったことを思い出し、頭を深く下げる。

「実は、食堂の場所を教えてほしくて」

　困っている様子で言う彼女に、私は顔を上げて返事をする。

「あ、あぁ、もちろんです」

　食堂への行き方を説明し終えると、彼女が「そういえば」と思い出したように話を続けた。

「恵剛くんの後輩さんだったよね。彼、大丈夫？　ちょっと絡みにくいところあるでしょ？」

「……そ、そうです、ね」

「やっぱり！」

　嬉しそうに言う桐乃さんは、やはり乾先輩と仲がいいのだと悟った。そこには私の入る隙もないように感じられて、寂しいという感情が胸に広がる。

　噂通り、高校の同級生なのかな？　どういう仲か、本人に聞いてもいいのだろうか。

「あの、乾先輩と桐乃さんって――」

「あれ、綾瀬じゃん」

　私の言葉を遮るように聞こえてきた水川先輩の声。振り返ると、その隣には日高さんもいた。

「綾瀬と……えっと」

「坂下工場の向井さんです」

「あぁ、そうだそうだ。向井さん、すみません」

　日高さんから助け舟を出してもらった水川先輩が笑いながら謝罪すると、桐乃さんも「いいえ」と釣られたように微笑む。

　そうだ、水川先輩を見て思い出した。

「水川先輩、宮根さんがすぐにチェックしてもらいたいものがあるそうですよ」

　本題を伝えると、桐乃さんをじっくり見ていた水川先輩が不満げな顔を見せた。

「なんだよー。せっかく、美人で有名な向井さんにせっかく会えたと思ったのに」

「水川先輩は妻子持ちでしょう」

「そうでした。じゃあ、先に行くわ」

　お茶目な顔で部署へ戻る水川先輩を見送っていると、隣で桐乃さんの笑いを堪える声が聞こえてきた。

「ここの部署って変わった人が多いんだね」

「そ、そうですね」

　自然と視線が日高さんのほうへ移ると、彼に頬をつねられた。

「なんで今、俺を見た？」

「い、いひゃいっ！」

　別に日高さんを変わっているとは言っていないのに！

　そんな私たちの様子に笑顔を見せると、桐乃さんは「じゃあ、私もそろそろ行くね」と私たちに手を振った。

「綾瀬さん、ありがとう。日高くんも、今度の打ち合わせよろしくね」

「はい、お願いします」

　普段私たちに向けるような冷たい態度ではなく、日高さんは桐乃さんに向けて礼儀正しく頭を下げた。

　桐乃さんが食堂の方へ歩いていくのを見ていると、乾先輩とのことを聞くのを忘れたことに気がついた。

　桐乃さんに聞くのはハードルが高いかも。やっぱり乾先輩に直接聞かないとダメかな……。

　はぁーっとため息をつくと、日高さんが私を睨みつけた。

「辛気くさいから、深いため息つかないでくれる？」

「……すみません」

　日高さんに怒られ、しょげた私は、立ち去っていく桐乃さんの背中にふと目を向ける。

　すると、そんな私を横目で眺めていた彼が「なに、どうしたの」と尋ねてきた。

「いや、桐乃さんって乾先輩とどういう関係なのかなって……あっ！」

　しまった、普通に日高さんに聞かれて答えちゃったよ。これじゃあ私がふたりの関係をすごく気にしているみたいじゃない。いや、その通りなのだけれども。

　自分の発言の恥ずかしさに思わずうつむくと……。

「高校の同級生らしいよ」

　モヤモヤと悩む私の上から、手助けをするような声が聞こえてきて、ばっと顔を上げる。

「そうなんですか？」

「ああ」

　そっか。宮根さんの言う通り、高校の同級生だったんだ。でも、会うのは一年ぶりって言っていたから、高校を卒業しても会っていたってことだよね。ただの同級生ってわけではなさそう。やだな、なにか変なこと想像しちゃう。

　私が思いつめた表情をしていたのがバレたのか、日高さんは持っていた紙の束で私の頭を叩く。

「お前、昼飯は？」

「まだですけど」

「奢れ」

　いきなりのセリフに、乾先輩のことで悩んでいた私の思考が吹き飛んだ。

「は!?」

「最近、口止め料、もらってないからな」

「そうでした」と肩を落とすと、日高さんがおかしそうに笑った。

　あ、なんか優しい笑顔。日高さん、ここのところ表情が豊かになってきているけど、本人は気がついていないのかな。

「じゃあ食堂で」と言うと、日高さんも部署の方へ歩き始める。

　きっと気を遣ってくれているんだろう。彼にはいろいろと見せたくない部分を見せてしまっている気がする。乾先輩だけでなく彼も忙しいというのに。お昼を奢った時にお礼と謝罪をしないと。でも、日高さんからご飯誘われるのは初めてかも……。それだけ私に心を開いてきてくれているってことなのかな。

　なんとなく温かい気持ちになりながら、私は当初の目的地である倉庫へ向かった。




「あれ、ふたりでいるの初めて見たー」

　食堂で日高さんとお昼を取っていると、ちょうど小牧もやってきた。

「仲よしなの？」

「ちなみに日高さんが食べてるやつ、私のお金だから。しかもなかなかに高いスペシャル定食だから」

　私は小牧に日高さんの遠慮のなさをアピールする。

「なんだ、仲よしじゃないのか」

　じゃあ隣、失礼しまーす、と小牧が私の隣に座る。

　小牧がやってきても日高さんは特に反応せず、黙々とご飯を食べ続けている。

「そういえば、最近乾さんがハーレムと一緒にいるところ見ないよね。人事のファンの子がお昼断られたって言ってたこともあったし」

　彼女は顎に指を当てながら呟く。

「そ、そうなの？」

「うん。まあ、最近は特に忙しそうにしてるから、単純に時間がないだけじゃない？ところで、深桜はどうなの？　乾さんの家からっ、と！」

　そこまで言って、小牧は慌てて両手で口を覆った。日高さんがいることを忘れていたのだろう。

　日高さんは唐揚げを箸で持ち上げたまま、小牧を睨む。

「小牧、そのことなんだけど実は――」

　私は、日高さんは既に私たちの関係のことを知っているという事実を伝えた。

　そのことに大いに驚いた彼女は目を見張る。

「と、ということは、この前のアレって、なかなかにややこしいメンツだったのね！」

「そうだよ。私が一番ハラハラしてたし」

「巻き込まれる俺の気にもなれよ」

　定食を食べる日高さんの鋭い視線が私を突き刺す。

「す、すみません……」

　本当にすみません、と私は何度も彼に謝罪した。

　そうだよね、一番関係ないのに困らされているのは日高さんだった。その代わりにご飯を奢ってお財布がピンチなのは私だけど。

　小牧は「そんなことがあったんだー」と軽く頷きながら、お箸を動かす。

「ていうか、黙っていてくれるなんて日高さんいい人ー」

「うん、それは私も思ってる。多分、さほど興味がないからっていうのと、私にご飯を奢ってもらいたいだけだと思うけど」

「じゃあ、日高さんは深桜の相談事とか、よく乗っているんですか？」

　小牧は懲りずに日高さんに話を振った。

「別に」

　彼は興味なさそうに淡々と返事する。

「じゃあ、乾さんが深桜のことを好きなのは知っているんですか!?」

「ちょ、ちょっと、小牧――」

　小牧がこそこそっと呟いた瞬間、私たちの間の時間が止まる。

「あ？」と声を漏らした日高さんに、彼女は「あり？」と首を傾げた。

　これ以上日高さんのことを巻き込みたくないというか、いろんなことを知られたくないと思っていたけれど、まさかこんなことまでバレてしまうとは。ああ、なんということでしょうか。

「それは、知らないと思うけど……」

　私はこの静かな空気の中、ポツリと言葉を漏らした。そして、もう笑うことしかできなかった。




　日高さんに乾先輩とのことが知られてしまってから、数日が経った。

　あの日、彼は特に気にすることもなく、興味がなさそうに『あっ、そう』とだけ言っていた。乾先輩とも普通に仕事しているみたいだし、特に心配することはなかったのかもしれない。

　とりあえず、同居のことといい今回のことといい、知られてしまったのが他人に興味がない日高さんで本当によかったと思う。もし他の人にバレていたら、どんなことになっていたか。考えるだけで恐ろしい。

　仕事帰りにスーパーへ寄って夕ご飯の食材を買っていると、乾先輩から電話がかかってきた。珍しいなと思いながら取ると、彼はまだ会社にいるようだった。

《深桜ちゃん？　悪いんだけど、ちょっと今日はご飯いらないかも。ごめん》

　申し訳さそうに謝る彼の声が電話越しに聞こえる。

「残業が長引きそうなんですか？」

《いや、飲みに誘われてさ。取引先だし、断るわけにもいかないから》

「そう、ですか」

　乾先輩とは、相変わらず他人行儀な関係が続いている。そのため会話も少なくなり、一緒にいるのはご飯を食べる時ぐらいしかなかった。だからか、今日はご飯を共にできないと分かり、なぜか寂しく感じる。

《もしかして、もうご飯作ってた？》

「あ、いえ。今スーパーで買い物してる途中でして。よかったです」

《そっか。本当にごめんね》

　もう一度謝ると、乾先輩は電話を切った。

　私はカゴの中の食材に視線を戻す。

　単に夕ご飯が食べられないだけなのに、なんでこんなに寂しい気持ちになっているんだろう。なんか、今日は作る気がなくなっちゃった。どこかで食べて帰ろうかな。

　私は食材を棚へ戻すと、スーパーを出た。




　お店の扉を開けると、湯気がこもった空気が私を出迎えた。

「いらっしゃーい。ひとり？」

　カウンター越しに店長が声をかけてくれる。

「あ、はい」

　私は上着を脱ぐと、案内されたカウンターの席へ腰を下ろした。

　ここは、以前、乾先輩とふたりで来たラーメン屋。あの時は、残業を任されて合コンに行けなくなっていた私を彼が助けてくれた。あれからいろいろとあったせいか、なんだか随分前の出来事のように感じる。

　私はこの前頼んだのと同じものを頼むと、スマホで時間を確認する。

　乾先輩、何時くらいに帰ってくるんだろう。明日も仕事があるし、そんな遅くまでじゃないよね。今日はもう会えないかな。

　そんなことを考えていると、お店の扉が開いて店長の「いらっしゃーい」という声が響いた。入口に目をやると、そこに立っていた人物を見て目を見開く。

「ひ、日高さん!?」

「げっ」

　彼は私を見るなり嫌そうな顔をし、お店から出ていこうとした。しかし店長に「お、お兄ちゃん？」といぶかしげに声をかけられ、足を止めた。

「お姉ちゃんの知り合いか？　じゃあ隣の席に座りな！」

　そんな店長の心遣いに屈服すると、日高さんはしぶしぶ私の隣に腰を下ろした。

「あの、先輩と一緒に飲みに行ったんじゃ」

「俺が行くと思うわけ？　誘われたの乾さんだけだし」

「そう、ですか」

　そこまで嫌そうな顔しなくてもいいのに。

　日高さんはラーメンを注文すると、お冷を口に含んだ。

「日高さんも、ここのラーメン屋、好きなんですか？」

「別に、帰る途中にあるから」

「え、じゃあ家が近いんですね！」

　意外な事実に、思わず声が弾む。

「……絶対にあの人に言わないでよ。面倒なことになるのが目に見えてるし」

　本当に面倒事が嫌いなのだと分かる言い方。いや、乾先輩に深く関われば、誰でもそうなるかもしれない。

「あ、はい」

　確かに、日高さんの家が近いと聞いたら、面白がって押しかける可能性はある。これ以上迷惑をかけないためにも、このことは乾先輩には秘密にしておこう。

「日高さんは、外食多めなんですか？　炊事しないんですか？」

　それまで、なんとなくひとりで心細かったこともあり、つい日高さんにいろいろと話しかけてしまう。

「……てかさ、俺のこと知って楽しいの？」

　日高さんは眉をしかめながら、私に疑問をぶつける。

「だって日高さん、本社に来て間もないし、自分から話す人じゃないから」

「……変なヤツ。俺なんかに懐いて」

　それだけ言って、彼は運ばれてきたラーメンを受け取った。

「でも、日高さんといると構えることがなくて楽ですよ」

　日高さんは他人に興味がないから、自分がどう思われているかを気にせずにいられる。だから、彼といると楽に感じるのかもしれない。

「下着見られたヤツに言うことなの？」

「そ、それは……もう忘れてくださいよ」

　私がうなだれると、彼はプッと吹き出した。




　ラーメン屋を出て、日高さんと並んで駅の方に向かって歩く。

「あ、私、ドラッグストアに寄ってから帰ります！　乾さんのシャンプーを買わなきゃ！」

　シャンプーが切れていたことを思い出し、私は足を止めて隣の日高さんを見上げた。

「乾さんち、出てたんじゃないの？」

「あ……戻ったんですよ、結局」

「あっそ、じゃあ俺は帰るから」

　相変わらず、去り際はあっさりとしている日高さん。

「あ、はい。お疲れ様でした」

　駅へ向かう彼の背中を見送り、腕時計を覗く。

　十時か、そろそろ乾先輩も帰ってくるかな。家に私がいないと心配するかもしれない。

　急いで帰ろうと、ドラッグストアへ足を向けたところで、視界の隅っこに見慣れた人物を捕らえた。

　もしかして、思ったよりも早く飲み会が終わったのかな？

　乾先輩は私に気がついていないようで、スマホの画面を凝視している。

　声をかけたほうがいいよね。

　乾先輩に近づこうとした、その時だった。

「恵剛くん！」

　耳に届いた清らかな声。続いて、彼の隣に女性が並んだ。

　おしゃれなコートに身を包んだ彼女の顔にも見覚えがあった。桐乃さんだ。

「ごめーん、遅くなったー」

「なに選んでたの？」

　桐乃さんはレジ袋からなにかを取り出すと、それを乾先輩に見せる。

「顔パック。最近、肌が乾燥するから」

「ふーん、ちゃんと意識してんだな。感心感心」

「意識しまくりの恵剛くんに言われたくはないけどね」

　唇を尖らせた彼女は、乾先輩の身体を指でつんつんとつつく。

「意識じゃなくて、自覚してんだよ、イケメンって」

　普段よりもくだけた口調で話す桐乃さんに、乾先輩は通常運転で話を続ける。

　肩を寄せ合って話すふたりの姿は、やはり絵になる。絵になりすぎて、同じ場所に自分が存在していることがいたたまれなくなるほどに。

　飲みって、もしかして桐乃さんとってこと？　だから日高さんは参加していなかったの？

　私は耐えられなくなってその場から離れると、駆け足で反対方向へと走った。いつまでもふたりの並んでいる姿が頭の中をよぎる。

　私は勘違いしていた。まだ私のことを好きなんじゃないかって。勘違いしないようにしていたつもりなのに……。でも、乾先輩がずっと私のことを好きでいるはずがない。私より魅力的な人が現れたら、そっちに惹かれることだってある。

　バカだ……。私は大バカだ。今さら気がついてどうするのよ。私は、彼に好きと言われて嬉しかったんだ。会社で人気の、仕事のデキるイケメンに好かれて、優越感に浸っていたんだ。

　そんな彼に特別優しくされて、同居までさせてもらって、どこかでそれがこれからも変わりなく続くと思っていた。だから急に好きだと言われて戸惑って、返事ができなくなった。私が好きだったのは、先輩としての彼だったから。

　それなのに、彼が他の人を好きになるのを許せないなんて。そんな私が、私は許せない。結局、私が好きなのは、私自身だ。自分が傷つくのが嫌なだけだった……。

「日高さん！」

　視線の先に、日高さんの背中を見つけ、思わず声に出して叫んだ。

　振り返った彼は、私を見るなり怪け訝げんな顔をする。そんな彼の腕を取ると、勢いよく自分の方へと引っ張った。

「お酒、奢ります！」

「……は？」

　私と乾先輩のことを知る彼に、すべてをぶちまけてしまいたかった。




「もう最低です！　最低だ、私！　先輩のこと好きでもないくせに他の人といるとモヤモヤしてるなんて。でも、桐乃さんと先輩はお似合いだし、私なんかといるよりも絶対にいいし。でも、先輩にいつ家を出ていけと言われるか怖くて……。そしたら、もう先輩と一緒にいられないし。私は先輩と一緒にいたいだけなのに～！」

　すべてをぶちまけた、日高さんに。頭の中でまとめられなかった想いが、次から次へと溢れ出た。だけど冷静に考えれば、まとまりようのないそれはただの私のワガママに聞こえた。

　帰るところをいきなり居酒屋に連れ込まれた日高さんは生ビールを飲み干すと、「あのさ」とイライラ最高潮で息を吐き出す。

「俺、アンタに付き合うほど暇じゃないんだけど」

「でもさっき桐乃さんと先輩が一緒にいるのを見て、もうすっごく仲よしでぇ」

「はぁ。聞いてないな」

　苦しくて苦しくて、きっと乾先輩にも同じようなことを思わせてきたのだと反省する。

　きっと最低なことしてきたんだろうな、私。

「……私、どうしたらいいんでしょうか」

　お店のテーブルに突っ伏して、独り言のように零す。

　自分の気持ちが分からない。考えれば考えるほど涙が出てくる。

「あのさ、ずっと思ってたことあんだけど」

　日高さんはテーブルに肘をつくと、その気だるげな瞳で私のことを見つめた。その真っ暗な瞳の中に吸い込まれそうになる。だけど、続いて言われた言葉は私の思考を一気に現実へ引き戻すようなものだった。

「なんでアンタと乾さんって付き合わないの？」

「……え？」

「だって、アンタあの人のこと好きなんでしょ？　なにをそうごねてるの？　俺にはよく理解できない」

　やれやれと首を振る日高さん。そんな彼の言葉が何十回も頭の中で再生された。

「好きでしょ、あの人のこと」

　繰り返して言われて、まるで頭に隕いん石せきが落ちてきたかのような衝撃を受けた。

「えぇ!?」

「なに、気づいてなかったの？」

「なっ、なにをおっしゃって……私が誰を」

　彼の言葉に私はぱくぱくと口を動かすけれど、驚きすぎて否定の言葉がなかなか出てこない。

「……だって、どう見ても好きじゃん。で、向こうもアンタを好きなんでしょ？」

　両想いじゃん、と呟くと、日高さんは店員さんに追加のお酒を頼む。

　まさか自分の気持ちを他人から気づかされるなんて思っていなかった……って、いやいやいや！

「す、好きじゃないです、あんな人！」

　私は必死に彼の言葉に抵抗した。

「まだ言うか」

　そんな私に日高さんが呆れたようにツッコミを入れる。

「だって、ただの自分大好きナルシストだし、自信過剰発言ばかりでうるさいし、構ってちゃんだし！　好きになるところなんて……！」

「でも、向井さんと一緒にいるところ見るとイライラすんでしょ？　嫉妬してんじゃん」

「それ、は……」

　そうですけど、と認めれば、日高さんは運ばれてきた焼酎を口にして『ほぉら』という表情をした。

　確かに、桐乃さんと一緒にいるところを見ると複雑な気持ちにはなるし、乾先輩とは一緒にいたいとは思うけど、好きとかそういう気持ちじゃなくて、ただ、ちょっと寂しくなるというかなんというか……。

「い、嫌です……先輩と恋人同士になるとか」

　なぜそこまで乾先輩と付き合うことを拒絶するのかは自分でもよく分からない。だけど、普段から私に向ける彼の笑顔を見ると心臓を掴まれたように苦しくなる。もしかすると、付き合ってしまったら、どうしようもなく好きになってしまいそうな予感がして、それが怖いのかもしれない。

　それに今さらそんなことを言われたって……もう遅い。乾先輩の気持ちは既に変わり始めている。乾先輩に苦しい思いをさせてしまった私が今さら彼を好きになったって、きっと彼には迷惑だろう。

「じゃあアンタは結局、あの人とどうなりたいの」

　呆れたように言う日高さんは、見るからに私の態度にイラ立っているのが分かる。きっとハッキリしない私が気に食わないのだろう。

「恋人は嫌なんでしょ？　て、なんで俺がこんなこと……」

　日高さんは私から目線を外すと、小さな声でなにかを呟いている。

　どうなりたい、か……。私はただ、今まで通り乾先輩と一緒にいたい。家に帰ってきた乾先輩をなだめて、作ったご飯を食べてもらって。会社では、上司と部下という関係で、なにげない会話で笑ったり言い合いをしたり。

「……前の、なにもなかった頃みたいに戻りたいです」

　そう、例えるなら……。

「兄妹、ですかね」

「……は？」

　私の言葉を聞いてうまく理解ができなかったのか、彼は数秒空けてから言葉を漏らした。

「きょ、兄妹です！　以前はよく、同じ部署の人とかにも『兄妹みたいに仲いいね』って言われてたんです。まぁ、あんなナルシストな兄が本当にいたら、嫌なんですけど！だから、兄妹は恋愛できないじゃないですか……」

　自分の中のなにかを否定したくて、私は必死に言葉を繰り出す。

　お互いを恋愛対象として意識することのない兄妹のような関係が、どれだけ平穏で素晴らしかったか、今なら分かる。でも今はそうじゃないことが、つらい。

「じゃあ、言えば？　兄妹に戻りたいですって。そしたら、向こうもそうしてくれるんじゃない？」

　日高さんは、グラスの中身を口に含んだ。いつもよりも饒じょう舌ぜつなのは、お酒が入っているからなのかもしれない。

「……そうですか、ね」

　この人といると、なんで思っていることが全部口に出ちゃうんだろう。そこまでお互いに心を開いているってわけじゃないのに。本当に不思議だ。

「それで、アンタがいつまでもあの女に嫉妬してたらマジで性格悪い女だけどな」

「うっ……」

　彼の言葉が鋭いトゲのように胸に突き刺さった。

　確かにその通りだ。乾先輩には兄妹のような関係を強要しておいて、自分が嫉妬していてはなんの意味もない。彼と桐乃さんが一緒にいてもなんとも思わない気持ちを持たなくては……。

「できるんでしょうか、私に」

　不安になって吐露すると、「知らないよ」と冷たく突き放される。それがなぜか涙腺を刺激される。今まで溜めてきたものが溢れてきて泣き声を上げると、私はそれをお酒の力で紛らわそうと目の前のグラスを掴んだ。

「ちょ、アンタ！　それ俺のっ……」

「ん、ん」

　中身をすべて飲み干すと、私はまたテーブルに伏せて泣きわめいた。遠くの方で日高さんが「けっこう度数が高いやつなんだけど……」と呟くのが聞こえる。

　それを最後に、私の意識は途絶えた。










エリート上司の思惑




「痛たたたたっ」

　朝起きた瞬間、頭が激痛に襲われ、なんとか昨夜の出来事を思い起こす。

　……そうだ、昨日飲みすぎたんだった。ていうか、どうやってここまで帰ってきたんだろう。もしかして、日高さんが送ってくれた？　日高さんに背負われている夢を見た気がしたけど、あれは現実だったのかもしれない。

　そうなると、乾先輩と会ったってこと？　ていうか昨日、乾先輩に遅くなるの連絡していなかった！

　以前、遅くなることを連絡せずに怒らせてしまったのを思い出し、恐怖に慄おののく。

　とりあえず今日も会社はあるし、朝ごはん食べなきゃ。

　恐る恐るリビングへと出ると、いつも通り乾先輩がキッチンに立っていた。

「おはようございます……」

「ん、おはよー」

　怒っているようには見えなくて、ひとまず安心する。が、すぐに謝罪を入れた。

「あの、昨日はすみませんでした。連絡しなくて」

　頭を下げた後、乾先輩の顔色を窺うと……。

「本当だよ。帰ったら家にいないし、突然日高が訪ねてくるし。ていうか、なんで日高が俺たちのこと知ってんの」

　朝食を作る手を止め、困ったように眉尻を下げる。

「あっ……すみません」

　顔を青くする私に、乾先輩はため息をつく。それでも、やはり怒っているようには見えなかった。

「もういいよ、ほらご飯食べるぞ。席ついて。俺の朝ごはんを食べられることを光栄に思うんだな！」

「ありがとうございます……」

　彼のナルシスト発言にもうまく返せず、とぼとぼと席につく。

　どうしよう、日高さんはどんなふうに彼に話したんだろう。まさか私が愚痴ったことを全部バラしたりしてないよね？　私が乾先輩を好きだとかデタラメ言ってないよね？

　乾先輩の様子を見ていると、さすがにそれはなさそうでほっとする……。それにしても、なんで私は酔いつぶれちゃったのよ。私のバカ！

　朝からため息が止まらない。がっくりと肩を落としていると、目の前に白米とお味噌汁が置かれた。

　乾先輩の最近の趣味は朝食作りだ。徐々にレベルが上がってきているように思える。他のおかずもテーブルに並べられ、相変わらず豪華だなと思っていると、私の向かいに彼が座った。

「いただきます」

　ふたりして両手を合わせる。

　過去には戻れないのだから、これ以上気にしても仕方がない。乾先輩と日高さんがふたりでなにを話したのかは分からないけど、ありのままを受け止めよう。

　気を取り直して食べ始める。

「ちょっと話いい？」

　そう声をかけられ、ドキリとする。

「な、なんでしょうか」

「そんな怖がらなくても大丈夫だよ。怖いのは、俺の美貌ぐらいだから！」

「はい、それは本当に怖いです」

　その自意識過剰っぷりが。でも、おかげで私の気持ちは落ち着いた。

「これは提案なんだけど……俺の告白、なかったことにしよっか」

「え？」

　乾先輩の唐突な提案に、ぱちくりと瞬きを繰り返す。

「ほら、あれがあってからなんかややこしくなっちゃったし、このまま深桜ちゃんと普通に話せなくなるほうが嫌だから、元に戻ろうかなって。深桜ちゃんも、そのほうが気が楽でしょ」

　そう言って曖昧に微笑む。

　一方で私は、突然の提案に戸惑いが隠せない。

「え、あの……やっぱり日高さんからなにか聞きました？」

「アイツからはなにも聞いてないよ。俺がそう考えたんだ。元に戻ることで深桜ちゃんが過ごしやすくなるならって」

　乾先輩の言っている意味を少しずつ理解して、私は軽く頷く。

　それは私が待ち望んでいたことだった。なのに、なぜか私の心は釈然としなかった。

　私のためだと言ってくれたけど、じゃあ乾先輩の気持ちはどこに行くんだろう。もう私が好きじゃないからそんなふうに切り替えられるのかな。……そうか、きっとそうだ。優しい先輩のことだ、『もう好きじゃない』なんて言えないよね。これは、乾先輩からのサインなんだ。

「そうですね、そうしてくださるとすごく助かります」

　全部が元に戻れば、私たちは兄妹に戻れる。お互いをなにも意識していなかったあの頃に。そう、これでいい。

　それなのに、どうして私は泣いてしまいそうなほど嫌だと思ってしまっているんだろう。

　私は熱いなにかが溢れ出しそうになるのをぐっと堪えた。




「あの、怒ってますか？」

「…………」

　出社後すぐ、資料を片付けていた日高さんに声を震えさせながら話しかけるも、ガン無視されてしまった。酔いつぶれた上に家まで送ってもらったのだから、無理もないけれど……。

「あの、これ昨日のお金です。足りない分があったら言ってください。あと、お昼も奢るので」

　それでもなんとか食い下がるが、彼はうんともすんとも返事をしてくれない。

　どうしよう、相当怒っているのかもしれない。

　涙目になりながら落ち込んでいると、ようやく日高さんの視線がこちらを向いた。

「もうお前とは飲まない。これ以上、俺をアンタらの色恋沙汰に巻き込むな」

　今までにない冷めた目を向けられ、私は思わず固まる。

「ほ、本当にごめんなさい！」

　完全に嫌われてしまった……。

　思っていたよりもショックを受ける。

　だけど、あんな失態を見せてしまった以上、文句は言えない。ここはもう諦めるしかなさそうだ。

　そう思っていると、ふわりとなにかが私の頭の上に乗っかかった。日高さんの右手だった。なぜか私の頭を撫でている。

「日高さん？」

　私が問いかけると、彼はハッと我に返り手を離した。そして気まずそうに私から視線を逸らして、遠くを見つめた。

「悪い。どうかしていた」

「でしょうね」

　朝だから、まだ頭が回っていないのかな。日高さんらしくなかった。

「アンタもよけろよ」

「え、私のせいなんですか？」

「もうアンタとは飲まないから」

　彼は私から目線を外して息を深く吐き出す。

「とりあえず金はもらう」

　そう言って、日高さんは私の手からお金が入った封筒を受け取った。中身を確認することなく懐へ押し込む。

「先輩、日高さんが知っていたこと、あまり気にしていませんでした。もしかして、送ってくださった時になにか話しました？」

　というか、乾先輩が突然あんな提案をするなんて、やはりなにか日高さんに言われた気がする。

　一心に彼を見つめるけれど、日高さんはそんな私から視線を逸らした。

「……なにも。ただ、もうアンタらには関わりたくないかな」

　そう言うと、日高さんは「これのコピー頼むよ」と資料の束を私に押しつけて部屋を出ていってしまった。

　日高さんが『もう関わりたくない』とまで言うってことは、絶対に昨日、なにかあったんだ……。あのふたりは一緒に仕事をすることも多いのに、なんだか申し訳ない。どうして私は昨日の記憶がないんだろう。困った……。

　日高さんに指示された通りコピーを取りながら、彼をふたりの問題に巻き込んでしまったことに対していろいろと悩み込んでしまう。

　いや、でも今朝、乾先輩とこれからは今まで通りに接しようって決めたし、もう気まずい雰囲気にはならないとは思う。彼から言い出してくれたんだから、私もちゃんと心を入れ替えなきゃ。だって、私が一番望んでいたことなんだから。

　……だけど、なにもなかった時のようにって……どんな感じだったっけ。

「綾瀬ー」

　背中に乗っかられて、ぐいっと前のめりになる。懐かしい感覚を思い出し、ゆっくり後ろを振り返ると、見慣れた顔があった。

「乾先輩……」

「朝からお前はマジメだなぁ」

　久しぶりに彼の口からそんな言葉が出たのを聞いた。だから私も今まで通り「邪魔です！」と身体を起こし、彼の身体を退ける。

「いきなりなんなんですか！　重たいんですが！」

　私の苦情に、乾先輩はハハッと爽やかに歯を見せて笑う。

「久しぶりに綾瀬の背中を見たら乗っかりたい気持ちに駆られた。相変わらず魅力的な背中をしているな」

「う、嬉しくないです」

「もー、今日も朝から疲れる仕事ばっか。癒して」

「お仕事ですよ」

　私がそう言えば、ショボンとしていた顔を上げて「だな」と笑った。

　なんだろう、会社でこうして乾先輩とくだけた会話をするのは久しぶりな気がする。乾先輩から私に話しかけてくること自体、最近はほとんどなかった。いきなりどうしたんだろう。

「あれ、なんかこのコンビ見るの久々だな。相変わらずの兄妹ゲンカ」

　水川先輩が資料を持って私たちのところへやってくる。私は慌ててコピー機から資料を抜いた。

「なんですかそれ。こんなナルシストな兄はごめんです」

「それ、俺の弟に失礼だからな。弟はひどく俺に懐いているぞ」

　そう反論する乾先輩の顔を見ると、安心した顔で微笑んでいるのが分かった。

　そっか、先輩も私と普通に接することができてホッとしているんだ。朝、自分から提案してくれたように、彼も元に戻ろうと努力してくれている。きっと今までは、私が意識しすぎないよう、敢えて近づかないようにしてくれていたんだろう。

　結論が出てから彼の優しさに気がつくなんて……。でも、もう遅い。すんなり元の上司と部下という関係に戻れるくらい、私への気持ちが薄れたのだから。

　日高さんにも忠告された。彼が戻ろうと努力してくれているのに、私がいつまでも引きずっていたらダメだ、と。その通りだと思う。

「乾先輩、弟さんがかわいそうですよ」

　そう冗談を言えば、水川先輩も賛同するように「確かにな」と頷いた。

「あのな、俺の弟は世界で一番幸せな弟なんだからな」

　乾先輩が怒ったように口を開く。

　もう、私も忘れるんだ。彼が好きだと言ってくれたことをなかったことにするんだ。そうすれば、私が望んでいた通り、上司と部下という関係のまま乾先輩と一緒にいられる。面倒くさいながらも楽しかったあの頃に戻れる。

　今、自然と笑えているんだもん。きっと大丈夫。

「弟さんは本音を言ってないだけで、すごく苦労してると思いますよ？」

　私が笑いながら言うと「くっ、俺がイケメンであるあまりに……」と彼は呟いた。




　それから数日、私たちは会社や家での会話も増えて、関係は順調に修復していっているように思えた。

　ランチタイムも、以前と同じに戻った。乾先輩は、再び女子社員たちと昼食を取るようになったようで、今日も食堂でハーレムに囲まれていた。

「結局そんな結末になったのね。付き合ったら面白かったのにー」

　乾ハーレムを眺めながら、小牧が残念そうに言う。

「だから、前から先輩とはそういうのじゃないって言ってたじゃん」

　人の恋愛沙汰で楽しみを見出さないでほしい。

「乾ハーレムが復活して、人事の乾さんファンも喜んでるよ。だって、ハーレムに構わなくなったのって、坂下工場の女の人が会社に来始めた時期と重なってたから。実は付き合い始めたんじゃないかって、ちょっとした騒ぎだったんだよ」

「そうなんだ」

　桐乃さんの話って、人事のほうまで届いているんだ。それはハーレムも心が落ち着かなかっただろうな。

「だけど実際はこうやって元に戻ったわけだから、安心したみたい。皆が言うには、元カノだったんじゃないかって」

「えっ、元カノ!?」

「シッ。声が大きい！」

　私が思わず声に出して驚くと、小牧は慌てたように口に人差し指を置いた。そして、私に顔を近づけて囁くように言った。

「で、実際のところどうなの？」

「知らないよ、高校の同級生ってことしか」

「でもけっこう仲よさそうなんだよね？」

　その言葉に、私は乾先輩と桐乃さんが仲睦まじくしていたあの夜のことを思い出した。

　そういえば、元に戻ろうと言われたのはその翌朝だったよね。もしかして、あの夜になにかあったから私との関係に区切りを付けたのかな……。

「深桜？」

　小牧に肩を叩かれ我に返り、私は頭を横に振った。

　もう乾先輩と桐乃さんのことで思いつめないって決めたのに。全然ダメじゃない。

　私は気を引き締めると「よし」と声に出した。




「みーおちゃーん」

　乾先輩は家に帰ってくると、構わず私に抱きついてきた。

　大丈夫、お酒は入っていない。いつも通りだ。いや、いつもよりも面倒くささの加減が増しているようにも感じる。きっとこれは私が望んでいる〝いつも通り〟のためにわざとしてくれているのだろう。

　そう思うと、なんとも言えない気持ちになる。

「もういろんな人に気を遣うし、覚えること多いし、移動多いし。なにこの仕事、地獄」

　弱音を吐く彼の、抱きつく強さが増す。

　私はそんな彼の頭をゆっくりと撫でる。

「今日もお疲れ様でした。先にご飯にします？」

「……うん」

「じゃあ、リビングに行きましょう！」

　私が背中をぽんぽんと叩くと、彼はようやく身体を起こした。私が微笑みかけると、彼も安心したように笑う。

　これでいい。きっとこの関係がベストなのだ。

　だから今は彼が求める私でいようと、改めて決心した。




　夜、不意に目が覚めて水を飲もうと廊下に出ると、リビングから光が漏れていた。スマホで時間を確認すると、もう夜二時を回っている。

　乾先輩、起きてるのかな？　いったいどうしたんだろう。

　そっと中を覗くと、彼はテーブルに企画の資料の紙などを並べてパソコンの画面を見つめていた。

「え？」

　思わず声を漏らすと、私に気づいた乾先輩はパソコン画面から目を離し、驚いたようにこちらを見た。

「深桜ちゃん、こんな時間にどうしたの？」

「どうしたのって、先輩こそ。もしかして、いつもこんな夜遅くまで仕事を？」

「あー、ちょうどいろいろ仕事が溜まってて」

　そんなに忙しかったんだ……。それなのに私、なにも知らずにひとりで先に寝てばかり。彼が仕事をしやすくするために居候させてもらっているのに、なにもできていない。

「私が見ても大丈夫ですか？」

　思わず彼に近づいて隣に腰を下ろすと、乾先輩は一瞬だけたじろいだ。

「ああ、大丈夫だよ。今度、企画の契約を結ぶために取引先へ行くんだけど、その時に使う予定の資料だし、同じ部署の人間なんだから問題ない」

　そう言って彼はパソコンに視線を戻し、資料作りを再開する。

　私は、新商品の開発案がまとめられている内容を興味津々に眺めた。私が普段作っているものよりも断然情報量が多くて、目が回りそうになる。

「大変そうですね」と呟くと、「そうなんだよ！」と乾先輩が勢いよく声を上げる。

「マジで全然終わらないから、なかなか寝る時間が確保できないんだよ。会社では日高がフォローしてくれてるから、まだなんとかなるんだけどな」

「私がなにか手伝えることはないですか？」

「……いや、深桜ちゃんは寝なさい。気持ちだけありがたく受け取っておくよ」

　彼は私に心配させないようにと、柔らかく微笑む。

「でも、先輩が無理しているところは見たくないんです。また熱を出しちゃうかもしれないですし」

「いや、あれは精神的なものだったから。今は大丈夫だ。俺はこの仕事を誰よりも格好よく、そして完璧に全まっとうするから」

　相変わらずの自信過剰発言も、彼の目の下にできた大きなクマを見ると、まったく納得できない。なんでも完璧にするというのはきっと彼の信条なのだろうけど、逆にそれがプレッシャーになっていないか心配だ。少しぐらい、いつもみたいに甘えてくれてもいいのに……。

「先輩って、完璧、完璧ってよく言いますけど、別に私の前でぐらいは完璧じゃなくてもいいですよ。私は先輩の寝起きや熱で寝込んでいる姿とか、仕事の愚痴を言って甘えるところとか、完璧じゃない部分をたくさん見てるんですから。それに……」

　それに先輩が完璧じゃなくたって私は……って、なにを言おうとしているんだ！

　思わず言いかけた言葉を呑み込む。

「深桜ちゃん……」

　乾先輩が意外そうに呟く。

「だから、本当に無理しないでくださいね。先輩が思っているよりも私は心配しているんですから」

　そう告げると、キッチンへと足を運ぶ。

　最近は乾先輩に対してなにを話したらいいのか分からない時があったけれど、今回ばかりはうまく伝えられたと思う。仕事関係の話だったからかな……。

　コップに水を注ぐと、乾先輩がパソコンの前で固まっているのが見えた。続いて、ぶるぶると頭を横に振った。なにかを頭の中から消し去ろうとしているように感じられる。

「先輩、どうかしました？　なにか夜食でも作りましょうか？」

「こんな時間に食べたら太るしなぁ。……いや、やっぱり作って。焼きそばがいい」

　先輩、中華麺が冷蔵庫に入っているの、知ってるんだ。

　そのことがおかしくて笑うと、気恥ずかしかったのか、彼はワシャワシャと髪の毛を掻いた。




「今日、なんか皆バタバタしてるよね」

　宮根さんの言葉に、パソコンから顔を上げて部署を見回すと、確かにいつもよりも人の出入りが多い気がする。乾先輩も課長もなんだか忙しそうだ。

「そうですね」

「まぁ、いつもがゆるゆるしてるから、これくらいのほうがちょうどいいのかも」

　そんなふうに笑いながら、宮根さんは缶コーヒーを口につける。

　その時、日高さんが部署に入ってきて、自分のデスクへ腰をかけた。

「あれ、日高さんは今日はなにも予定がないんですか？」

「なにもないことはないけど。今日は乾さんがひとりで取引先に企画を持ち込んだりして忙しいみたいだし」

　別にサボっているわけじゃないから、と彼はなぜか私を睨む。

　私はなにも言ってないんですけど……。

　心の中で反論していると、乾先輩がいつもよりもかっちりとしたスーツに身を包んで中へ入ってきた。

「わー、乾さん、格好いいじゃないですかー」

　宮根さんがそう言って、彼をおだてるように手を叩く。

「ふ、俺はなにを着ても似合うからな」

　乾先輩は私たちの前で格好つけたポーズを取ると、ふっと笑った。

　容易にこの人を褒めないほうがいいと思うのは私だけだろうか。しかし本当に似合っていて格好いいので、文句のつけようがない。それにしても、なんでこんなに気合を入れた格好をしているんだろう。

　すると、課長がそんな彼に呆れたように手招きをする。

「おい、そこのナルシスト野郎、そろそろ行くぞ。先方は、毎回スケジュールが詰め詰めなんだからな」

「天下の『アースデイ』ですもんね」

　珍しく緊張しているのか、乾先輩は深呼吸をする。

「とにかく今日は、お前のプレゼン能力に賭けるぞ」

　そう言う課長も、普段より上質なスーツを身に着けていた。

　乾先輩、今アースデイって言った？　私がスケジュール調整を任されている会社だ。確か、打ち合わせは来週だと伝えた覚えがある。

　私は、課長と乾先輩のところに急いで駆け寄る。

「あ、あの！　私、もしかしたらアースデイさんに打ち合わせの日程を間違えて伝えているかもしれません」

　その言葉に、場の空気がざわつく。同時に、課長の視線が一気に厳しくなった。

「本当か？」

　課長が私に念を押す。

「わ、分かりません。でも……」

「とりあえずすぐに確認を取れ」

「は、はい！」

　緊張の糸が張った空間の中、アースデイに電話をかけた。




「や、やっぱり……来週と間違えて連絡を入れたみたいです」

　アースデイの担当者との電話を切り、課長と乾さんに視線を向ける。取り返しのつかないことをしてしまったと、顔から血の気が引いていく。

「それで、なんて？」

「今日はもうスケジュールが詰まっているらしく、打ち合わせは後日に改めてほしいと……」

　私がそう告げると、隣にいた宮根さんが厳しい顔で「困ったね」と腕を組んだ。

「ここで予定が狂うと、この先のスケジュールも全部崩れるよ。けっこうこっちもカツカツだし、これから関係各所に連絡を取って、仕切り直すとなると大変になるね」

　確かに、今進行している企画は、アースデイとの打ち合わせを中心に他社とのスケジュールを組んでいる。このままでは、宮根さんが言うように一気に予定が崩れていってしまう。

　アースデイは大手広告代理店で、今回の新商品のアピールに深く関わっている。企画が成功するためには欠かせない存在だ。そんな会社との契約がうまくいかなければ、この先の仕事はスムーズには進まないだろう。

「すみません！　私のミスで皆さんの足を引っ張ってしまい……直接アースデイさんに謝ってきます！」

　私はその場で深く頭を下げ、謝罪をした。皆の顔が見られない。

　今が一番大事な時だと分かっていたのに、最近仕事に身が入ってなかった。乾先輩が毎日夜遅くまで仕事をしていることも、誰より知っているのに。彼が今回のプロジェクトにどれだけ力を入れていたか……。私はそれを台無しにしてしまう。

「やめろ」

　静かなオフィスに響いたのは日高さんの声だった。

「終わったことはどうにもならない。今はここをどう乗り切るか考えなよ」

「でも……」

「とりあえず今日その打ち合わせができれば、今後の予定がずれることはないんですよね。じゃあ、無理やりお願いするしかない」

　日高さんの言葉に、水川先輩が難しい顔で頷き、呟く。

「アースデイに今日頼むか、それとも他社との予定を全部ずらすか。でも、今日アースデイとの打ち合わせをしないと、商品の開発にも遅れが出るしな……」

　その上、アースデイはウチの会社よりも大手であり、こちらのミスが原因で迷惑をかけるとなると今後の関係も危うくなる。

「じゃあ、やっぱり今日しかないな」

　そう言ったのは、乾先輩だった。

「大人数で押しかけるのもアレだし、俺が行きます。あとは、綾瀬。とりあえずこのふたりで行ってなんとか話を聞いてもらいます」

　すると課長は「相手方のスケジュールは詰まってんだろ」と発言する。

「まだ分からないじゃないですか。とりあえず行ってみるしかないです」

「そんな、無茶だぞ」

「無茶でも、やれることはやりましょう。このままでいても埒らちが明きませんし」

　そう言うと、彼は私に近づき、そっと頭に手を置いた。

「だから諦めんな、行くぞ」

　既に涙ぐんでいた私はそれを引っ込めて、「はい！」と返事をした。




　乾先輩と会社を出ると、そのままタクシーを捕まえた。彼は車内に入るなり、持っていた資料のファイルを開く。彼が今日使う予定だったものだ。

「あの、本当にすみませんでした」

　謝罪の言葉を口にすると、彼は「今はいいよ」とファイルをめくっていく。

「謝り方を考えるより、日高が言ったようにどう乗り切るか考えよう」

「そう、ですね……」

「大丈夫だろ、今回のプレゼン内容は全部頭の中に入ってる。余分なところを削れば数十分で説明できるし、最終的に興味を持ってもらえれば万々歳だから」

　それにしても日高もいいこと言うよな、と彼は隣でクスクスと笑った。

　未だに不安そうな顔をしていると、彼はそんな私に微笑みかける。

「深桜ちゃん、俺がなんとかしてあげるから安心して」

「先輩……」

「俺にできないことはない。知ってるだろ？」

「はい」

　いつもはウザいと思っている彼の自意識過剰なセリフも、今だけは誰のどんな言葉よりも私を救ってくれた。

　彼は「任せなさい」と言うと、再び私の頭を撫でた。




　アースデイに着くと、さっそく受付に問い合わせる。しかし返答は、電話で聞いたのと同じものだった。

「どうしてもダメですか？　少しだけでもいいんです！」

　私は必死に受付で頼み込む。

「そうは言われてましても……今は会議中なのでなんとも」

　受付嬢の表情は硬いままで、なかなか交渉はうまくいかない。

　私が困り果てていると、後ろから受付のテーブルに手が伸びてきた。

「次の会議は何時からですか？」

　乾先輩が尋ねると、受付嬢の頬が赤く染まる。あまりの格好よさに照れているのだろうか。一気に状況が好転するのを感じた。

「そ、そうですね……。あと十分で今の会議は終わる予定でして……次はその三十分後になる予定です」

「じゃあ、その三十分をもらいますね」

「え、でも……」

「大丈夫です、こちらから直接伺います」

　教えてくださってありがとうございました、と乾先輩はトドメのスマイルを繰り出した。




　会議室に到着すると、中で行われている会議が終わるのをドアの前で待つ。終了時間が近づくほどに私の緊張は増していった。

「大丈夫、広告チームのトップの竜りゅう崎ざき部長には一度会ったことがあるから。まずは全力で謝罪しよう」

　力強い言葉をかけてくれる彼に、うんうんと頷く。

　しばらくして会議室から人が出てくる。私はいったい誰が竜崎部長なのか分からず、ただ乾先輩の動きを眺めることしかできない。

「すみません、少しだけ時間をいただけませんか？」

　乾先輩が竜崎部長と思われる男性に声をかけた。背が高く、がっしりとした体に厳しい表情。見るからにお偉いさんだと分かる。

「いくら君の頼みでも、会議に参加予定だった社員が全員いないから無理だよ」

「いらっしゃる方だけでいいので、お願いします」

　何度も頭を下げる乾先輩は、まったく相手にされていないように思えた。私は思わず竜崎部長の前に出て、頭を下げる。

「このたびは私のミスでご迷惑をおかけしました！　どうかお話を聞いてもらえませんか！」

　私のような若い女性が深く頭を下げたからか、彼が一瞬たじろぐのを感じた。しかしそれは、すぐにため息に変わる。

「そうは言ってもね、今から次の会議の準備もあるんだ」

「そこをなんとかお願いできませんか？」

「でも、今回のことはそちらのミスだろう。予定通り来週の会議で対応してくれ」

　竜崎部長は、「じゃあ、また後日」と私の隣を通り過ぎる。

　もうここまでか、とじわっと涙が滲み出てきた。その時……。

「お願いします。十分だけください」

　乾先輩の低くはっきりとした声が背後から聞こえた。

「先輩……」

　振り返ると、乾先輩は私よりも深く頭を下げていた。

「……そんな短い時間で充分に話ができるのか？」

　観念したのか、竜崎部長が乾先輩に問いかける。

「次の会議に遅れるようなことはさせません。時間が来たらすぐに下がります。僕の話を聞いてもらうだけでいいです」

　お願いします、と何度も頭を下げる彼に続いて、私も「お願いします！」と再び頼み込んだ。

　私のために諦めていない人を前にして、私が諦めるわけにはいかない。

　すると、竜崎部長は深く息を吐き出すと、スマホを取り出した。

「分かった、今いるだけの社員を集めよう」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　乾先輩がそう言って顔を上げたのに合わせて私も前を向く。

「ただし、本当に十分だ。これだけは守ってくれ」

　その言葉に、私たちは顔を見合わせる。

「もちろんです！」

　隣にいた乾先輩が自信を持って答えた。

「もう少しだけ待っていてくれ」と、竜崎部長はどこかに連絡をしながらその場を去る。

　よかった、とりあえずこちらの話は聞いてもらえそうだ。

　ホッとしたら肩の力が抜けた。ついでに腰も抜けそうになる。

　呆然とする私の肩を、乾先輩が掴んだ。

「綾瀬、イケるぞ！」

「は、はい！」

　よかったです、と泣きそうになると、彼は笑顔で私の頭をくしゃくしゃに撫でた。

　打ち合わせが始まるまで、乾先輩は再び内容の確認を始めた。その姿を見つめながら、さっきまでの安心感から一転、また不安が立ち込める。

「あの、本当に十分で大丈夫なんでしょうか。十分はさすがに短すぎるのでは」

「大丈夫だって、俺の話術を信じろよ」

　彼は私をリラックスさせるためか、そう言って微笑む。しかし普段よりも表情が硬いところを見ると、乾先輩も緊張していることが分かった。

　しばらくすると、先ほどの男性が数名の社員を連れて戻ってきた。「始めようか」と私たちに声をかける。

　乾先輩は「じゃあ行ってくるから」と私に告げ、会議室へと向かっていく。

　プレゼンが始まってしまえば、私はここで見守ることしかできない。

　無力な自分に落ち込んでいると、再び彼の手が私の頭に乗った。

「綾瀬はここで成功を祈っていて。必ず成功して戻ってくるからな」

　その言葉に「はい」と返事をすると、彼は私を安心させるように微笑んだ。

　どうか、どうかお願いします。乾先輩の熱意が伝わりますように。彼がしてきたことがすべて無駄になりませんように。先輩、頑張ってください……。

　彼が会議室へと消えていくのを見送り、私は両手を合わせてただただ祈った。




　十五分後、乾先輩が会議室から出てきた。

「それでは、今後ともよろしくお願いします」

　乾先輩が竜崎さんに向かって深く頭を下げるのが視界に入る。

「あぁ、頼むよ。君の会社には期待しているからね」

　竜崎さんが微笑んでいるのを見て、私はホッと胸を撫で下ろした。

「はい、今回は本当にありがとうございました」

　乾先輩は竜崎さんと握手を交わし、頭を下げる。私もふたりに駆け寄って深く頭を下げた。

　下を向いていると、私が見つめていた床に影ができた。顔を上げると、乾先輩が満面の笑みで私のことを見つめていた。

「やったぞ！　うまくいった！」

「……本当ですか？」

「あぁ、今後のスケジュールにも影響は出ない。だから安心しろ」

「はい！」

　よかった、本当によかった！

　乾先輩はやりきった表情で私の背中を何度も叩く。そして「祈ってくれてありがとう」と私に告げた。




「――はい、今からそっち帰ります。皆によろしくお願いします」

　先輩は通話を切ると、アースデイの本社前で待っていた私の元へと戻ってくる。

「とりあえず課長には電話入れたから。会社戻ろっか」

「は、はい……」

「どうかした？」

　私が浮かない顔をしていたからか、彼は覗き込むようにして尋ねた。

「あ、いや……帰ったら皆さんに謝らないとって。多大な迷惑をかけてしまったので」

「そんなこと？　大丈夫だって。終わりよければすべてよし！」

「そうはいきません！　私は皆さんの努力を水の泡にしてしまうところでした」

　今日のプレゼンが会社にとってどれだけ重要なことだと知っていながらの、このミス。ただ謝っただけでどうにかなるわけじゃない。こんなことがなければ、乾先輩だってもっと余裕を持ってプレゼンできたはずだ。

「こんな簡単なこともできないなんて、私は本当に社会人失格です。どう謝罪をしていいか……」

　最終的にはなんとかなったにせよ、ミスをしまったのは事実で、いろんな人に迷惑をかけた。場合によっては、もっと大きな問題にもなるかもしれなかった。

　なかなか立ち直れずにいると、乾先輩が「んー」とため息交じりに言った。

「でもさ、人生で一回も失敗しないヤツっている？」

「……え？」

「全部がうまくいくヤツって、そんなにすごいもの？　でも、失敗を知らないなんて怖くないか。それに、今回はいい失敗だったよ。だって周りに助けてくれる人間がたくさんいたからな。皆、深桜ちゃんの味方だよ」

　まるで私を包み込むような優しい口調で励ましてくれる。

「味方……」

「そう。だから、怖がる必要はまったくない。しかも、ここまで一回も失敗してこなかった深桜ちゃんが失敗したところで、怒らないよ普通。これで、もう日にちを間違えるミスなんて犯さないと思うしな」

「絶対しません！」

　そう声を上げると、「そうこなくっちゃ」と彼は嬉しそうに頬を緩めた。

　どうしてこの人の笑顔はここまで安心をくれるんだろうか。だけど、今日の失敗はさすがにしばらく引きずりそうだな……。

　そう思っていると、なにを思ったのか、彼は私の腕を引いて身体を抱き寄せた。そしていきなり私の頭を撫でくりまわす。

「はいはい、深桜ちゃんはいつもマジメで偉いですねー。いつもしっかりしていて、疲れもいっぱい溜まってるのに、顔に出さないし」

「ちょ、先輩、なにしてっ」

　まるでいつもと立場が逆転したかのようだ。乾先輩はしばらく私の頭を撫でると、今度は落ち着かせるように優しく背中を叩いた。

「深桜ちゃんが頑張っているのは皆知ってるからな。だから誰もこんなことで深桜ちゃんのことを嫌いになったりしない。そんなヤツがいたら俺がぶっ飛ばすよ」

「先輩……」

　彼の言葉に、ふっと身体の中から力が抜けていく。

　あぁ、そうか。私は謝るのが怖かったわけじゃない。あそこにいる人たちに嫌われてしまうのが怖かったんだ。今までの信用がなくなってしまうんじゃないか、と。

「毎日毎日、俺たちのために働いてくれてありがとうってお礼を言いたいくらいなんだからさ」

　乾先輩は私から離れると、くしゃくしゃになった髪の毛を元に戻した。そして最後におでこを人差し指でツンッと突いた。

「たまには甘やかしてみるのもいいな。思っていたよりも気分がいい」

　そう笑う彼に、私は湯気が出そうになるくらい顔に熱が集中した。

　な、なんで今、彼がこんなにも格好よく見えてしまうんだろう。乾先輩の笑顔には今までも何回かときめいたりはしたが、今回はそれ以上に威力があった。

　彼の笑顔はなにも変わっていないはず。てことは、それって……私の中の彼に対する認識が変わったということなんだろうか。

「じゃあ、タクシー拾って帰るか。会社に着いたら思いっきりドヤ顔してやろうぜ」

　端正な顔を崩して笑う彼。大きな仕事を成し終えたその表情はキラキラと輝いていた。

　前を歩く彼の背中を見つめながら、それこそ腰が抜けそうになる。

　ダメだ、これは本当に、ダメだ。格好よすぎるよ……。

　危うく惚れてしまいそうになった。










涙の行く先




「いい旅行日和だねー」

　隣に立っていた宮根さんが大きく息を吸い込む。

「天気いいですしね、明日もあったかいそうです」

　私はくぅーっと腕を上に伸ばす。

　あれから数週間、無事に新商品の開発も終わり、私たちは他部署に遅れて社員旅行を行うことになった。行き先は神こう戸べで、今日の夜は豪華クルージングディナーだ。

「よーし、そろそろバスが来るから移動するぞー」

　幹事の水川先輩の声に反応して、「あれ？」と声を漏らす。

「乾先輩、どこに行ったんですかね」

「さっきまでそこにいたよね」

　宮根さんも不思議そうに私と顔を見合わせる。

「乾はあそこだ」と水川先輩が指差した方を向くと、乾先輩はハーレムの女性たちに囲まれていた。社員旅行はふたつの部署が合同で行うため、このように彼に夢を見る女性が集まることも当たり前にある。

「乾さん、神戸の夜景がキレイなんですって。一緒に見ませんか？」

「えー、俺は君の横顔に夢中で、夜景が目に入らないかも」

「明日は一緒に散歩しましょうよー」

「お、いいな。皆で中華街に行こう。こんなイケメンと旅行できることをありがたく思うんだな」

　彼がイタい発言をしても、周りの女子社員はキャーと黄色い歓声を上げるばかり。

　どうしてあそこまでときめけるのか分からない。皆、変な薬を飲まされているんじゃないの？

「相変わらずだな。毎年の風物詩にも感じるわー」

「これを見ると、大きな仕事を終えたって感じがしますよね」

　冷静に評する水川さんと宮根さんとは対照的に、私は内心穏やかではなかった。

　小牧が前に言っていたように、乾先輩はハーレムと過ごす時間が増えた。ただ以前のように戻っただけなのに、そして私ももう嫉妬しないと決めたのに、それでも胸がぎゅっと苦しくなる。アースデイでのことがあった日からは、特に。

「ほら、そろそろ行かないと乗り遅れるぞ」

　水川先輩に声をかけられ、我に返る。私は荷物を持ってバスへ乗り込んだ。

　とにかく今は旅行に集中しよう。せっかくの神戸なんだもん、楽しまなきゃ。

　席に座りぼんやり外の風景を眺めていると、にわかにバス内が色めきたつ。女子社員たちの視線の先には、バスに乗り込む乾先輩の姿があった。

　乾先輩は私のところまで来ると、「あれ」と声を漏らした。

「綾瀬、ここ空いてんの？」

　彼が指差したのは、私の隣の席。

「えっと……す、座りますか？」

　私は戸惑いながらも、バッグを退けた。

「他に空いてる席もなさそうだし、いいか？」

「あ、どうぞどうぞ」

　私はなぜか顔が赤くなりそうなのをこらえて、彼が隣に座るのを促した。その時、後ろの方から彼に声がかかる。

「乾さーん！　こっちの席が空いてますよ！」

　振り返ると、一番後ろの五列シートの真ん中が空いており、その両サイドには乾ハーレムの女性たちが座っていた。

　彼はそれを見て、「あー」と気まずそうに声を漏らした。

「あ、よかったですね。後ろが空いてるみたいですよ！」

　悩む様子を見せる彼を思わず後ろから押す。

「……そうだな」

　そう言うと彼は私の席を通り過ぎ、バスの後部座席へと移動した。

　そんな彼の姿を横目で追いながら、自然とため息をついてしまう。

　……はっ、なにを私は残念がっているんだろう。やっぱりこの前からおかしい。なに、この感情！

　頭を抱えていると、私の隣の席にドサッと音を立てて誰かが座った。隣を見ると、日高さんがしかめっ面をしていた。

「日高さん、なんで？」

「……座る席がなかったんだよ」

　日高さんは面倒くさそうに、私の目を見ずに話す。

「乗るの遅かったですよね。どこか行ってたんですか？」

「別に、煙草吸ってただけ」

　なるほど、確かに少し臭いがするかも。

　どうやら日高さんが最後だったらしく、しばらくすると私たちを乗せたバスは神戸を目指して発車した。

「日高さんもお疲れ様でした。ここ最近、大変でしたよね」

「そりゃそうでしょ、ていうか、企画が終わったの二、三日前じゃん。それなのに、よくあれだけ騒げるよね」

　日高さんは眉間にシワを寄せながら、後部座席にちらりと視線を送る。確かに、バスが出発してからも乾ハーレムの盛り上がりは収まらない。

「一番忙しかったのってあの人なのに、元気だよな」

「あの人って、乾先輩ですよね？」

　前を向きながら呟く彼に問いかける。

「そ。今後ろで王様ゲームしてる人」

「え、ウソ!?」

　腰を上げて後ろを振り返ると、確かに王様ゲームが行われているようだ。そこだけまるで合コンのように見える。

　私は若干引きながら前を向くと、「仕事中とは全然人が違いますよね」と心境を零す。

「まあね。でも乾さんと仕事すると、ホント勉強になる。それだけでも、こっちに来てよかったと思うよ」

　そう言う日高さんはどこか遠いところを眺めていた。

「日高さんが先輩を褒めるなんて珍しいですね」

「……このこと、本人に言わないでよ」

　ギロリと睨まれて、私は必死に首を縦に振った。

　この人、本当に素直じゃないな。乾先輩に伝えたら、きっと喜ぶのに。

　そんな天邪鬼あまのじゃくな日高さんに笑いかける。

「でも、私も日高さんに会えてよかったです。日高さんのそういう勉強熱心なところは、見習わなきゃって思いましたし。それに、先輩もすごいですけど、その隣でなんでもそつなくこなす日高さんも格好いいと思いますよ」

「いきなりなんなの？」

　日高さんが不機嫌そうにこちらを向く。

「私は先輩みたいな才能はないですから、日高さんみたいな人になりたいです」

　まあ、こんなふうに褒めても、きっと辛口な評価をもらうだけなんだろうけど。この前のミスについても、日高さんにはしばらくチクチク言われ続けていたし。

　しかし彼は私から顔を背けると、「あっそ」とだけ呟いた。

「……日高さん？」

　不思議に思って見つめると、黒髪の隙間から見える耳が少し赤い。そのことに気づき、彼の普段とは違った一面を垣間見た気がして、自然と口角が持ち上がる。

「それにしても、神戸楽しみですね。今日のディナーでは神戸牛がたくさん食べられるし、中華街もありますよ！」

「食べることばっかだな。もっと女らしいこと考えなよ」

「いいじゃないですか」

　私がむくれると、日高さんは「アンタと話していると疲れる」と言って目を閉じてしまった。

　ちょうど話が盛り上がってきたと思っていたのに。でも、私もバスの酔い止めの薬を飲んだからか、急に睡魔がやってきたような気がする。きっと寝て起きる頃には神戸に着いているだろう。

　そう結論付けて、私は日高さんに続くようにまぶたを閉じた。




「おい、綾瀬。起きろ」

「ん……」

　トントンと肩を叩かれた私は夢から覚め、まぶたを開いた。窓を開けっぱなしにしていたからか、日光が直接目に入ってまぶしい。

「着いたから降りるよ」

　薄くまぶたを開いた先にいたのは、乾先輩の姿だった。彼をぼーっと眺めていると、私の頭の上になにかが乗っかっていることに気づいた。

　なんだろう、と目線を上げてみると、それは隣の日高さんの頭だった。どうやら私たちは頭を寄せ合って寝ていたようだ。

　その事実に驚いて、私は思いきり彼から距離を取った。

「あ、いや……これはですね……」

　焦る私に目を丸くする乾先輩。

　なんだ、この浮気現場を見られたかのような状況は。というか、なにを私は必死に否定しようとしているんだろう。

　自分の不自然な態度に悶々としていると、彼がふっと笑い出す。

「本当に仲いいな、お前ら。あとは、日高のことを起こしてやって」

　それだけ言い残すと、彼はバスを降りていってしまった。




　港に到着すると、想像していた大きな船が私たちを出迎えてくれた。船内も、天井にはシャンデリアが吊られ、床には赤いカーペットが敷かれていて、とにかく豪華な造りだった。

　今夜はこの船で、神戸の夜景を眺めながらのクルージングディナーを立食スタイルでいただくことになっている。ブッフェ台には和洋中のバラエティ豊かな料理が並んでいて、シェフがその場で調理するローストビーフや神戸牛ステーキまであった。

　スパークリングワインで乾杯し、私は部署の人たちと楽しく会話をしながら時間を忘れて食事を楽しんだ。

　ふと時間を確認すると、既に夜の八時を回っていた。窓の外を見れば、遠くに見えるビルが金色の光を輝かせるまで夜の闇が深くなっている。

　おいしい料理と楽しい会話に、思っていた以上にお酒が進んでしまったようで、船の小さな揺れにも私は自然と足を取られ始めていた。

「大丈夫か？」

　フラつく私を支えながら水川先輩が尋ねる。

「うー、ちょっと酔ったかもしれません」

「外に出て酔いを冷ましたほうがいいんじゃないか？」

「はい、そうします」

　私はおぼつかない足をなんとか動かして、二階のデッキへ出た。

「わっ……」

　目の前に広がる景色に、思わず感嘆の声を上げる。周辺のビルの灯りが海に反射しキラキラと輝く海があまりにキレイで、一気に酔いが冷めるのを感じた。

　美しい夜景を眺めながらデッキを歩いていると、ふと視線の先に誰かがいるのが見えた。夜景を眺めているその人が誰なのか目を凝らして見ると、私がよく知っている人物だった。

「乾先輩……」

　乾先輩は私に気がつくと、こっちを見て手を振った。

「どうしたの？」

「いや、酔いを冷まそうと思って。先輩こそどうしたんですか？」

「気分転換」

　そう言って息を吐くと、彼は目の前の夜景を見つめた。

　確か乾先輩はさっきまでハーレムの人たちに囲まれていた。どうやって逃げ出してきたのだろう。

　疑問に思いながらも、私は彼の隣に並び、そこから見える夜景を眺めた。

「キレイですね」

「普段はこんな景色は見られないからね」

　すげーラッキー、と彼が吐息を漏らす。

「これを見るだけでも神戸に来た価値ありますね」

「そりゃ、こんなキレイな景色を俺と見ているんだから価値は大いにあるだろ」

　そう言って乾先輩は格好つけるように歯を見せて笑い、こっちを向いた。

　いつも通りすぎる乾先輩のナルシスト発言に、なぜか笑いが漏れた。

「確かに、先輩みたいな格好いい人とキレイな夜景を眺めるってロマンチックでいいですよね」

　つい、いつもと違う返答をしてしまう。美しい夜景のマジックなのかもしれない。

「っ……当たり前だろ。綾瀬は今世界で最も幸せだぞ」

　いつもの私からは出てこないセリフに乾先輩も驚いたのか、一瞬の戸惑いが見えた。しかしすぐに気を取り直して、自信過剰発言が続く。

　周りは薄暗いけれど、彼の頬が少しばかり赤くなっているのが見て分かり、思わず頬が緩む。

「本当にお仕事お疲れ様でした。私はたくさん迷惑かけましたけど」

「なに言ってんの、綾瀬のフォローがあったからこそ成功したんだよ」

　そう言って、「あはは」と声に出して笑ってくれた。

　その時、私はあることを思い出した。

「でも、あれですね、日高さんはこれが終わったら岡山に帰っちゃうんですよね」

　日高さんはこの企画のために岡山から来た助っ人だから、終われば、元いた支店に戻ってしまう。最後の最後まで迷惑かけっぱなしだったな。

　はぁとため息をついた私に、乾先輩は思いつめたような表情をした。

「そのことだけど、日高はこっちの所属になるらしい」

「えっ、そうなんですか!?」

　驚きの声を上げると、乾先輩は「うん」と頷いた。

「今回の働きが上にも認められて、岡山支店から引き抜いたらしい」

「す、すごいですね。でも嬉しいです」

　このまま別れるとなったら寂しいし、まだまだ教えてもらいたいこともたくさんあったから。

　日高さんとこれからも一緒に働くことができると分かり、私の表情が綻ぶ。そんな私に、隣から視線が突き刺さった。

「最近、仲いいな」

　乾先輩を見上げると、彼は目を細めていた。

「え、そ、そうですか？」

「話してんの、よく見る」

　そう言えば、ここ最近は日高さんとも絡みやすくなったかもしれない。彼の雰囲気が柔らかくなったからだと一方的に思っていたが、もしかして知らぬ間に私の中の彼への認識が変わったのかな。

　頭の中に日高さんの顔を思い浮かべる。

「日高さんと話してると、正直安心するんですよ。あのテンションの低さとか、無理やりこっちが気持ちを盛り上げなくてもいいし。それに、仕事の面でも尊敬するところがあったりして。だから、これからも一緒に仕事ができるのは本当に嬉しいです」

「……ああ、俺もアイツといると安心する。それに、アイツは俺が持ってないものを持っているしな」

　乾先輩がそんなネガティブなことを言うのは珍しいなと見つめていると、遠くの夜景を見ていた彼がこっちを向いた。瞳はどこか不安定に揺れている。

　その瞳に、どこか見覚えがあった。不意に、乾先輩に突然告白されたあの夜のことを思い出す。またなにか重大なことを彼に告げられそうで、足場が崩れるような不安が胸を掠かすめた。

「日高のこと好きなの？」

「え……？」

　予想外の言葉に、ガツンと頭を殴られたような衝撃を受けた。

「いいと思うよ。口は悪いけど言ってることは正論だし、根はいいヤツだって皆知ってる。なんだかんだ日高も……案外綾瀬のことをよく思ってたりしてな」

　彼の瞳はもう私の方を向いてはいなかった。再び遠くの夜景を眺め、そうポツリポツリと口に出す。

　その瞬間、心がすーっと冷えていくのを感じた。

「それって……日高さんと付き合えって言ってるんですか？」

　それはもう、乾先輩は私のことを好きじゃないと言っているも同然だ。

「……そうだと言ったら、綾瀬はどうすんの？」

　乾先輩は私を突き放すように言う。

「っ……」

　彼の態度に泣きそうになる心を自分で押さえ込む。

　どうしよう、私……思っている以上にショックを受けてる。心のどこかでは、もう既に彼は私のことを以前のようには見ていないと、覚悟はしていた。だけどいざ実感すると、その事実を簡単に受け入れることができない。

　そんな自分が心の底から嫌になる。こんなにダメな私を乾先輩に見せたくない。

「みお――」

　乾先輩が私の名前を呼びそうになったのを遮るように、反射的に口を開く。

「あ、私、デザートを食べ忘れていたのを思い出しました！　失礼します」

　適当な言い訳をして、彼に背中を向けると駆け出した。そして、ようやく気づく。

　そっか、私は単なる上司と部下という関係のまま彼と一緒にいたかったんじゃない。いつのまにか、私のことを好きでいてくれる彼と一緒にいたいと思うようになっていたんだ……。優越感で心が満たされることが心地よくて、気づいた時には彼の温かさから離れることができなくなっていた。

　彼の告白になんの返事もしなかったことを今さら後悔してももう遅いのに、普段のように私に接してくれたことや仕事での失敗を救ってくれたことが一気に頭の中を巡っていく。

「あれ、綾瀬なにしてんの？　今から花火が上がるらしいから見に行こうよ」

　船内に戻ってくると、両頬を赤くした宮根さんとすれ違った。彼女の右手にはシャンパンが注がれたグラスがある。

「あ、はい。見に行きます」

「あれ？　ちょっと元気ない？」

「少し船に酔ったのかもしれません」

「えー、大丈夫？　水でも飲んできたら？　先行っとくから！」

　彼女は私の背中をさすると、デッキの方へ去っていった。




　ブッフェ会場で水を一気飲みすると、気持ちが少し落ち着いた。

　乾先輩はまだデッキの上にいるのかな。よくよく考えれば、さっき会話の途中で逃げ出したのは失礼だったよね……。これからもしばらく一緒に暮らすんだから、気まずくならないようにちゃんと謝らなきゃ。

　冷静さを取り戻し、私は改めてデッキへ向かった。外に出た瞬間、私の目の前に大きな花火が広がる。

　次々に上がっていく花火を眺めつつ階段をのぼると、乾先輩が先ほどの場所に立っているのが見えた。

　私は意を決して、彼に近づく。しかし彼の顔がハッキリ認識できる距離まで来ると、私は動きを止めた。

　あれ？　誰かと電話してる？

　乾先輩は手すりにもたれながらスマホを片手に通話をしていた。こんなにキレイな花火が上がっているのに、まったく興味がないように思える。

　私は咄嗟に物陰へと隠れた。彼の声は、花火の音にかき消されながらも、少しだけ聞こえてきた。

「うん、ごめん……音？　あぁ、花火が上がってて……そう、社員旅行」

　花火の音で相手の声が聞き取りづらいのか、彼はデッキを下りていく。私も無意識にその後を追いかけてしまった。

「そう、お疲れ様……うん、今は大丈夫だけど」

　乾先輩の口調からして、仕事の電話ではないらしい。

　誰と話しているんだろう。

　家の中でも、彼が友達と電話しているのを聞いたことがないため、予想もつかない。しかし次の瞬間、電話の相手が誰なのかが分かった。

「桐乃？」

　私の耳に鮮明に聞こえたその名前。

　新商品の開発が大詰めを迎える頃には、会社で彼女の姿を見ることはなかった。しかも既に仕事は終わっている。それでもふたりは連絡を取り続けていたってこと？

　胸が苦しい。早くここを離れないとダメだと私の中の本能が告げているのに、身体は動かない。彼の姿から目を離すことができない。

　乾先輩は「そうだね」とスマホを持つ手を入れ替えた。

「あー、うん……またその時は連絡するし……いいよ、なに？」

　乾先輩はそう言ったっきり黙り込んでしまった。向こうの話を聞いているふうにも見える。

　次の瞬間、彼の顔が不安げに歪む。さっき私に見せてくれた時とはまた違った顔だった。そしてようやく口を開いたかと思えば、彼の口から発せられたのは意外な言葉だった。

「……泣くなよ」

　その言葉で、桐乃さんが電話越しで泣いていることを知る。

　どうして彼女が乾先輩に泣きついているのだろう。仕事先でショッキングなことがあり、彼に慰めてほしかったのだろうか。急に不安になって、いてもたってもいられず電話をかけたのかもしれない。

　そんな嫌な憶測ばかりが頭の中を支配する。

「大丈夫。大丈夫だから」

　何度も何度も彼の優しい声が繰り返される。その声だけでもう分かってしまう。彼が今、好きなのは、私じゃない。

「大丈夫、好きだよ」

　……ほらね。

　決定的な言葉を耳にして、頭の中が真っ白になる。まだ外では花火の音が響いているが、それさえも幻聴のように感じる。

　じんわりと温かい涙が頬を伝った。私はそれを拭うことなく、一心に彼の姿を目に納める。

　どうしてこんなに胸が苦しいんだろう。この涙はなんなのだろう。……そっか、私は気づかない間に、乾先輩のことを本気で好きになっていたんだ。きっとこんなに涙が溢れるのは、失恋の涙だから。今さら気がついたって遅いのに……。

　未だ電話中の乾先輩から視線を逸らすと、声を上げて泣きそうになるのをこらえながらその場を去った。




「ねぇ、アンタはここでなにしてんの？」

　ラウンジにあったソファに座ってひとり沈んでいると、頭上から聞き覚えのある声が降り注ぐ。顔を上げると、珍しく心配げな様子の日高さんが立っていた。

「日高、さん」

　彼の姿を見た瞬間、止まっていたはずの涙がまた溢れ出してきた。

「アンタがいないから様子を見てこいって、水川さんが。なんで俺が駆り出されなきゃいけないんだよ」

「そうですか……」

　それ以上の返事をしない私に痺しびれを切らしたのか、彼は私の隣に腰かけた。

「てか、なんで泣いてんの？」

「……ふっ」

　泣いていることを指摘されたのを合図に、気持ちも一緒にぶわっと溢れ出しそうになる。私は必死にそれを抑えようと口元を押さえた。

「当ててあげよっか。乾さんでしょ？」

　その場の空気を明るくしようとしてくれたのか、日高さんはからかうように笑った。

「なんで……」

　どうして日高さんには分かってしまうんだろう。

　私は涙を目に溜めながら彼を見つめた。

「だって、この前も乾さんのことで泣いてたから」

　あの時は酒が入っていたけど、と呟いた日高さん。きっと、乾さんと桐乃さんの姿を見て私が酔い潰れた日のことを言っているのだろう。

「あの時は、なんで俺が知りもしない他人の恋愛話を聞かないとダメなんだってムカついたな」

　彼は当時のことを思い出して、呆れたようにため息をつく。

「……すみません」

「本当、面倒くさいふたりだよ」

　言葉はきついけど、この人の声を聞いているとなんか落ち着く。そのせいか、気づけば私は素直に本心を吐露していた。

「前に日高さんに、先輩が普段通りにしてくれてるのに私がいつまでも気にしていちゃダメだって言われたじゃないですか。でも結局、私はダメなままだったんです。しかも今さら好きだと気づいたところで、もう間に合わないのに……」

「アンタってバカなの？　だからあの時、ちゃんと言っとけばよかったのに」

　本当バカ、と貶けなす言葉を重ねられ、私の涙腺が再び緩み出す。

「う、ううぅ……」

　私はワンピースの裾を掴むと、うつむいた。涙がぽとぽと落ちて、洋服にシミを作る。

「あーあ、顔がぐちゃぐちゃで本当にひどいよ」

「すみません、見苦しいですよね」

　なんとか涙を止めようとして両目を擦る。でも擦れば擦るほどまた溢れてきて、日高さんの手に阻まれた。

「やめろって、俺以外の人にも泣いたことバレるよ」

　擦りすぎてヒリヒリした目で日高さんを見ると、彼はそんな私をまっすぐ見下ろしていた。

「よし、特別にアドバイスしてやる。すぐに忘れろ」

「忘れる？」

「ああ。長引くほど忘れられなくなるよ」

　その言葉は、私の耳から身体の中に入りストンと落ちた。

　確かにその通りだ。だけど、忘れるといっても、さっき恋心を自覚したばかりなのに。そう簡単にはいかない気がする。

「じゃ、じゃあ、どうすれば……」

「……俺にしたら？」

　彼が真剣な瞳で私を覗き込んだ。

「……へ？」

「俺にしたらいいじゃん」

　えっと……日高さん、『俺にしたら』とかなんとか言った気がするけど、聞き違いじゃないよね？

　私が信じられないという顔で彼を見つめると、「だからさ」と声を落とす。

「あの人を好きだから泣くんでしょ？　だったらやめて俺にしたらいいんだよ。俺となら、アンタも相性いいかもよ」

　そう言って、日高さんは目を細めながら首を傾げた。

　つまり、乾さんを忘れるために、日高さんのことを好きになればいいってことだよね？　でも、それを日高さんが言うってことは……。

「な、なんか、日高さんが私のこと好きみたいですよ」

　まさかね。そんなわけはないか。

　そう続けようとする前に、日高さんが口を開いた。

「そうなんじゃない？」

「えっ!?」

　予想外の展開に、私は口をあんぐりと開けまま思考が停止した。










隠しきれない彼への想い




「あ、あのですね!?　えっと……」

「……なんだよ」

　窓から花火が見えるラウンジでふたり、私と日高さんは向き合って話す。

「ま、まさかそんなふうに思われているなんて……全然想像もしていなくて」

　だって日高さんって誰にでも冷たくて興味なさそうな感じだし、それに好きになるとしたら絶対に私みたいなタイプじゃなくて、もっと大人っぽくて色気がある人だと思っていた。なのに、なんで私!?

「あのっ、私……」

　混乱した頭で、今返事をしなくては、と私は慌てて口を開く。

「ご、ごごご、ごめんなさ――」

「冗談なんだけど」

　彼は私の声に被せるようにして冷たく言い放つ。

　……え、冗談？

「はい？」

「本気にしないでくれる？　俺がアンタのこと好きなわけないでしょ」

　日高さんの瞳は真剣なものから私のことを軽蔑するものに変わっていて、呆あっ気けに取られる。

　え、私のことが好きっていうのはウソ？

「な、なんでそんなウソ……」

「びっくりしたら涙止まるでしょ」

「そんなので止まるわけっ……」

　そこまで言いかけて私は頬に触れた。

「あ、あれ？　止まってる……」

　あれだけ泣いていたのに、急に涙が引っ込んでしまった。

　驚いている私に、日高さんははぁと深く息を吐くと腰を上げた。

「そういうことだから。アンタが泣いてるの、ウザかっただけ。俺がアンタのことを好きとかないから。肝に銘じておいてよね」

　そうして私のことを睨みつけると、日高さんはその場を去っていってしまった。私はその背中を呆然と見つめることしかできない。

　びっくりした。でもそうだよね、日高さんが私を好きだなんて信じられないし。それにしても、ちょっといつもと雰囲気が違っていて、一瞬本気にしかけたよ……。

「忘れろ、か……」

　彼に言われた言葉を繰り返す。

　確かに、長引けば長引くほどきっとこの想いは私から離れなくなる。だから、もっと気持ちが大きく膨らむ前に手放さなきゃいけないんだ。

　私は窓の外へと視線を移す。花火はもう打ち上げ終わっていた。




「絶対そうだと思った……」

「え？」

　私が聞き返すと、小牧はさらに声を大きくして言った。

「深桜は、絶対に乾さんのことを好きだと思ってた！」

「ちょ、声大きいって！」

　会社じゃないとはいえ、一応公衆の面前だ。私は腰を上げて慌てて小牧の口を塞ぐと、再び椅子に座り直す。

　社員旅行後の休日、私はカフェに小牧のことを呼び出していた。

「なんで今さら気がつくの!?　遅いでしょ！」

「そ、それは私も思う……」

　もっと早く気づいていたら、こんなに悩まなくてもいいのに。

　私はひたすら後悔する。

「はぁー、あの時もっと念を押せばよかったなぁ。そしたらうまくいってたのに」

「あの時って？」

　私がキョトンとしていると、小牧はアイスティーを口に含みながら視線を厳しくした。

「乾さんに告白されてから数週間ぐらい、深桜ずっとぐるぐるしてた時期あったじゃん？　あの辺りで絶対に好きだなって思ってたの」

「え、ウソ。私、そんな感じだったの？」

「分かりやすいほどにね。なのに、頑なに好きじゃないとか意地張るから！」

　なんなのよもう！、と彼女が勢いよく拳をテーブルに叩きつける。

　怖いんですけど……。別に私、説教されるために小牧を呼んだんじゃないんだけどな。

　しゅんと肩を落としていると、彼女がテーブルにグラスを置いた。

「それで、旅行はあんまり身が入らなかったんだ」

「うん……いろいろ考えちゃって」

　乾先輩への気持ちに気づいて即失恋をしてしまった私は、そのつらさから旅行に集中できず、せっかくの社員旅行なのになにも楽しい思い出が残っていないのだ。神戸牛や、中華街でもおいしいものを食べたような気がするけど、本当にもったいない。

「乾さんのこともアレだけど、私的には日高さんのほうが意外だなー。そんな一面があったとは」

　小牧がテーブルに肘をつきながら、不可解な面持ちで呟く。

　そうだ、あの謎の日高さんのドッキリもあったから余計に気が動転してしまった。普段からなにを考えているのか分からない人だから、本当に驚いたのだ。

　でも、きっとあれは日高さんなりに私のことを励ましてくれたんだろう。失恋した私にアドバイスもくれたし、いつもよりも親身になってくれていたと思う。

「で、これからどうするの？」

「……うん」

　それが問題だ。あれから乾先輩とも気まずくなって口をきいていないから、家にいづらい。きっと乾先輩は今まで通り普通でいてくれると思うけど、私のほうがそれをできないのだ。

　だからこうして休日は外で過ごしているのだけど、いつまでもこんな調子でいるわけにもいかない。それに、よく考えてみたら、好きな人とひとつ屋根の下に住み続けるなんて無理な話。耐えられない。しかも向こうには、桐乃さんっていう彼女がいるのに……。

「このままだと彼女さんにも悪いしね」

　小牧も私と同じことを考えていたようだ。

「そうなの。桐乃さんに、私と先輩が一緒に住んでいるなんてバレたら大変なことになるよ！」

　いつかは乾先輩だって家に桐乃さんを招くことだってあるだろうし、そこに私がいたらどう考えてもおかしい。その前にどうにかしないとダメだ。

　どうしようと頭を抱える私の頭上から、小牧の言葉が降りかかる。

「ねぇ、本当にもう乾さんのことは諦めるの？」

「……あ、当たり前じゃない」

「じゃあさ、もういっそのこと引っ越しちゃえば？」

　彼女の提案に、顔を上げる。

「それでさ、乾さんと一緒に恋心もおさらば～って感じにして、心機一転的な」

　スッキリするでしょ、と笑う小牧。

「そ、そんないきなり……」

「でも、乾さん的にも彼女以外の女と同棲してるってバレたら大変だと思うし」

　確かに、これ以上、先輩には迷惑をかけたくない。そうなると、私があの家から出ていくのが最善の方法だ。もしかしたら、優しい乾先輩のことだから、本当は追い出したいけど私の行く先がないから言えないのかもしれないし……。諦めるのにもちょうどいいのかも。

　考えれば考えるほど、それしか方法がないように思えてきた。

　でも家を出るといっても、新居を探したり引っ越しの手配をしたりと時間がかかるしな……。なにより、その前に乾先輩と話をしないといけない。

　その理由を問われた時、私はなんて答えればいいんだろう。このまま気持ちを伝えなくていいのかな。でも、今さら本心を伝えたところで、彼にしてみればただの迷惑でしかないだろう。

　どうしようと悩んでいる間にも時間は経ってしまい、答えが出ないままその日はお開きになってしまった。

　結局、休日をすべて使っても答えが出なかった。今朝も乾先輩に会わずに家を出てきてしまったし、ずっとこの気まずい状況が続くのかな……。

　小牧とは昼休みの時間が合わず、今日はひとり、食堂で昼食を済ませていた。

　ちびちびと口を動かしていると、空いていた私の前の席に誰かが座る。視線を上げると、思わず食べていたものを吹き出しそうになった。

「ひ、日高さん!?」

　私がそう声を上げれば、彼は「なんだよ」と悪態をつく。

「ど、どうしたんですか？」

「席がないんだよ。この時間、混んでるから」

　そう言うと、彼は私を無視して黙々と食事を始めた。

　相変わらずのマイペースっぷりを発揮する日高さんに呆気に取られる。しかし彼を見ると、途端に神戸での出来事が蘇よみがえった。

「あの……日高さん。この前はご迷惑をおかけしてすみませんでした！」

　頭を下げると、彼がこちらを見た。

「本当、迷惑。しかも、そのセリフ、アンタ何回目だよ」

「うっ……でも、あの日はちょっと日高さんの言葉で救われました」

　感謝の気持ちを伝えると、彼は「別に」とそっぽを向いた。

　照れているのかな？と表情を見ようとすると、思いっきり睨まれる。そんな彼に怯えながらも、再び話しかける。

「それで……日高さんからいただいたアドバイスを活かそうかと思いまして。今、引っ越しを考えているんです」

　どうですか？、と尋ねると、彼は不満げな顔を向けた。

「は？　それを俺に聞いてどうすんの？」

「い、一応意見を聞いておきたいなって」

「知らないって、勝手にすれば？」

　彼は本当に興味がないのか、私を突き放すように言う。

「え、えー……忘れろって日高さんが言ったのに……」

　私は視線を逸らしてぼそぼそと不満を口にする。

　すると、私があまりに落ち込んでいたからか、日高さんの表情が憐れみに変わった。

「はぁ。じゃあ、すぐに引っ越せば？」

「でも、まだ住むところとか探してなくて」

「本当に計画性ないんだね」

「ですよね……」

　彼の鋭い言葉が胸に突き刺さる。

　すると、味噌汁を飲んでいた彼はなにかを思いついたように器をテーブルへ置いた。

「俺んち来れば？　アンタが住むスペースぐらいならあるよ」

「えっ……」

　一瞬、私たちの間の時間が止まる。

「……冗談だよ」

　しばらくして、ぷっと彼が吹き出す。

「ですよね!?」

　すぐさま私が声を上げると、今度は珍しくケラケラと声に出して笑った。

「ひ、日高さん、私のことで遊んでますよね」

　またからかわれたと、私の顔がみるみるうちに真っ赤に染まる。

「まぁ、こっちにいることになったし、なにか面白いことないと困るでしょ」

「だからって、私のことをからかうのに面白みを見出さないでください！」

　そう言い返すも、彼は「あはは」と乾いた笑いを漏らすだけだった。




「はぁ。なかなか〝これ！〟って物件はないものなんだな……」

　仕事終わりに私は不動産屋に寄って、引っ越し先候補のチラシなどをもらって帰ってきた。だけどどこもしっくりこなくて、決めるのには時間がかかりそうだ。

　今すぐ出ていきたい勢いだけど、こればかりは仕方ないよね。それに、乾先輩もなにも決まっていないまま出ていかれても、きっと心配するだろう。

　私は自分の寝室にチラシを隠すと、リビングへと戻る。乾先輩が帰ってくる前にご飯を作ってしまおうとキッチンに向かった時、スマホが鳴った。

「はい」

《あ、綾瀬さん？》

　懐かしい声に、私は「あっ」と声を漏らした。

「もしかして管理人さん？」

《そうそう！　覚えててくれて嬉しいよ！》

　電話の主は、前に住んでいたマンションの管理人だった。それにしても、すごく久々に声を聞いた気がする。

「どうして急に……」

《実はさ――》

　その後、続けられた話に、私は一気に現実に戻された。




「あの、先輩、ちょっといいですか？」

　帰宅の遅かった乾先輩が夕ご飯を食べているところに行き、その向かいに腰を下ろす。

「どうした？　急に改まって」

　旅行以来、私から話しかけるのは初めてだったからか、彼は驚いた表情をしていた。

「実は……」

　私はテーブルの下で指同士を絡めた。

「以前住んでいたマンションのリフォームが終わったらしくて、向こうに戻ろうと思うんです」

　管理人さんからの電話は、マンションのリフォームが終わったという知らせだった。

『一応綾瀬さんの部屋は残してるからさ、いつでも戻ってきてよ』

　そう言う管理人さんに、私はその場で返事をした。

　これでこの家を出ていくちゃんとした理由ができ、どこかで安心していた。もともとは私が自分の部屋に住めなくなったから乾先輩の家に居候させてもらっていただけで、その原因が解決すれば、ここに住む理由はなくなるのだ。

「数カ月間、お世話になりました」

「……そっか。分かった」

　あっさりと言う乾先輩に、私は胸がはち切れる思いだった。

　心のどこかで、私が出ていくことを引き止めてくれるのではと期待していた。だけど思っていた以上に淡白な反応に、乾先輩には私への気持ちが完全に途絶えていることを確信する。もう彼の中に私はいないのだと気づき、もう少し早く彼への気持ちを自覚していたらと後悔してしまう。

「じゃあ、今週末にでも引っ越しの準備するか。手伝うよ」

　あくまで〝会社の先輩として〟というように優しく微笑む彼。

「……はい」

　これで私が出ていけば、乾先輩は遠慮なく桐乃さんを家に呼べる。

　彼らの邪魔はあまりしたくない。というより、ふたりでいるところを見たくない、というのが本音かもしれない。早くここを出ていって、乾先輩への気持ちを忘れてしまおう。

　そう心に誓うと、私は自然と彼から視線を外した。

　週末、本格的に自分の部屋を片付け始めると、思ったよりも自分の荷物が少ないことに気づく。ほとんどが洋服で、実質、私が持ってきたものはあまりなかった。

　服を整頓していると、最後に手に取ったものを見て私は動きを止めた。

　乾先輩に買ってもらった、二着のワンピース。結局、彼の前で着るのが恥ずかしくてあまり着ていなかった。きっと、帰った後だともっと着られなくなる。この服を見るたびに彼のことを思い出してしまうから。

　どうしてもっと、早く自分の気持ちに気がつかなかったのだろうか。

　私は彼への恋しさのあまり、ぎゅっとそのワンピースを抱きしめる。

　きっと今さら着たところで、彼はなんとも思わないだろう。それなら、最後に着ている姿を見せて、買ってくれた時のお礼を言おう。告白する勇気はなくても、お礼くらいは言えるだろうから。

　そう決意して、そっとワンピースに袖を通した。

「先輩、寝室は終わりました」

　私はひょいっと自室から顔を出す。

「ん、こっちも大体終わっ――」

　こちらを向いた乾先輩の表情が固まる。しかし次の瞬間、ふっと表情を緩めた。

「やっぱりそれ、深桜ちゃんに似合ってるな」

　さすが俺、と得意げに鼻を高くする彼。

　私はその言葉を聞きながら、「その節は、本当にありがとうございました」と、今できる最高の笑顔を作った。

「うん。じゃあ、そろそろ行こうか。車に荷物を載せよう」

「……はい」

　これで本当に最後なのだと切なくなりながら、返事をした。




　乾先輩の車でマンションまで送ってもらうと、外壁は以前のクリーム色から白と黒で新たに塗装されており、シックな見た目になっていた。

　ふたりで部屋まで荷物を運んだ後、彼をマンションの駐車場まで見送る。外はもう日が落ちかけていた。

「せっかくの休日なのに、なにもかも手伝ってもらってすみません」

「やることなかったから別にいいよ。それより、困ったことがあったら言えよ。このスーパーイケメンヒーローが助けてやるから」

　任せろ、と乾先輩は瞳をキラリと光らせる。

「絶対呼びません」

「んだと、このやろー。かわいくないなー」

　乾先輩は私の頭に手を伸ばすと、グリグリと髪の毛を掻き混ぜる。

　こんなに自然に彼に触れられたのは久しぶりかもしれない。もうこの人をこんなに近くに感じることはないんだ。これが彼に会う最後じゃないのに、もう二度と会えなくなるのではないかと思うくらいに胸が苦しい。

　あー、私は本当に彼を好きになってしまったんだ……。

「先輩」

　たまらず乾先輩を呼ぶ。

「ん？」

　首を傾げた彼に、なぜか言葉を失った。

　冗談でも『好き』と言えないなんて……これはもう重症だ。

「ありがとうございました。会社でもよろしくお願いします」

「構わないよ。それより、この俺と同居できたという素晴らしい思い出をいつまでも忘れるなよ」

　そう言って彼は普段通りの得意げな表情で格好つけた。

「このナルシストから解放されて清々します」

　大丈夫。この日が来るまで何度も練習した。だから今日、ここで彼を安心させられる笑顔ができる。

「ひどっ」

「ではまた会社で」

　ぐっと口角を上げて笑うと、彼も安心したように「うん」と頷いた。

「じゃあね、深桜ちゃん」

「はい」

　きっと『深桜ちゃん』も今日が最後だ。

　マンションの駐車場から彼の車が走り去るのを見て、言いようもない寂しさに襲われる。

　忘れるんだ、もうこの気持ちとはおさらばするんだ。新しく踏み出すことが、私のためにも、そして乾先輩のためにもなる。今日は笑ってお別れできてよかった。最後に残るのが泣き顔なんて、絶対嫌だもん。

　彼の車が視界から消えるまで見送ると、一度大きく息を吐き出して、自分の部屋へと戻った。

　それから数日が経った。たまに帰る方向を間違えて乾先輩のマンションに行ってしまいそうになることもあったけど、なんとか新しい生活には慣れてきている。

　会社でも、乾先輩との関係に気まずさがなくなり、以前のように話せるようになった。仕事も通常に戻り、平和な日々が続いている。

「――それで、来週から乾には岡山へ出張に行ってもらう。皆、来週分の仕事を見直しておいてくれ」

　課長がそう言うと、続くように乾先輩が前に出る。

「皆、寂しい思いするかもしれないけど我慢しろよ」

　そう朝礼でウインクをかました乾先輩に、周りから大ブーイングが飛ぶ。

「今すぐ行け！　そんで帰ってくんな！」

「どんだけおめでたい頭してんだ」

　散々な言われようなのに、彼はそれを物ともせず、「これも俺が生まれてしまった罪だな」と訳が分からないことを口にしている。

　そっか、先輩は岡山に出張か。岡山って、もともと日高さんがいたところだよね。

　そんなことを思いながら、視界の隅にいた乾先輩に視線を寄せる。

　元の家に戻って、彼との関係も元通り。あとは私の気持ちが彼を忘れるのを待つだけ。こんなことを考えている時点で私はまだ彼のことが好きだけど、いったいいつになったらこの恋を諦めきれるのだろう。

　会社で彼を見るたびにときめいてしまう自分の心に切なくなる。忘れてしまいたいと思えば思うほど気持ちが大きくなるように感じるのはなぜだろう。

　私はスカートの裾をぎゅっと掴んだ。




「えぇ!?」

　課長に頼まれた資料を持って廊下を歩いていると、聞き慣れた声が聞こえた。視線を向けると、自動販売機前のスペースに水川先輩と宮根さんが立っていた。

　なにをしているんだろうと興味本位で近づく。

「どうかしたんですか？」

「っ……綾瀬」

　振り返った宮根さんの顔色は悪かった。

「綾瀬は知ってる？　あ、知らないか」

「なにをですか？」

　明らかに動揺した様子の彼女は、声を小さくして告げた。

「乾さんが岡山に異動するって話」

　それを聞いた瞬間、頭が真っ白になった。

　乾先輩が岡山に？　それって、乾先輩がここからいなくなってしまうということ？

「おい。だから、まだ本当にそうなのか分かんないって！」

　水川先輩が慌てたように宮根さんを注意する。

「でも、水川さんは聞いたんですよね、課長と乾さんが話してるところ」

「全部をちゃんと聞いたわけじゃないから、まだなんとも言えないよ。俺の聞き間違いかもしれないし」

　目の前で繰り広げられる会話も耳に入らない。

　今までも商品開発部から他の支店へと異動した人たちを何度か見てきた。だけど乾先輩がどこかに行ってしまうとなると、一気に現実味がなくなる。それほど、彼がいない商品開発部は想像ができないのだ。

「でも、おかしいなって思ったんだよ。だって、岡山に行く用事なんてなにもないだろうに、急に出張だし。それに、日高がこっちの所属になっただろ」

　なにそれ、日高さんのことも関係しているの？

　水川先輩の言葉を聞いてさらに混乱した私は、いてもたってもいられず慌ててその場を離れようとした

「綾瀬？」

　後ろで聞こえる宮根さんたちの声を無視して、今聞いたことを必死に頭の中で整理しようとする。

　じゃあ、乾先輩は日高さんと交代で岡山の支店に行くってこと？　そんなことひと言も聞いてない。乾先輩がここからいなくなるなんて……そんなの絶対に嫌だ。

「痛っ！」

　早足で前を見ずに歩いていた私は、曲がり角で思いっきり人とぶつかった。顔を上げると、そこに立っていたのは日高さんだった。

「どこ見て歩いてんの？」

　不機嫌なことが声音から分かる。

「……す、すみません」

　私は咄嗟に頭を下げた。

　あ、そうだ、せっかくだから乾先輩の話を聞いてみよう。

「あ、あの日高さんって、乾先輩が……」

　そこまで言って、思いとどまる。

　水川さんは、乾先輩の異動に日高さんも関係があるかもしれないと言っていた。しかし、それにはしっかりとした根拠がない。事実かどうか分からないことを言って日高さんを混乱させるわけにもいかない。それに、引っ越しまでしたのにまだ乾先輩を気にしているなんて彼に知られたくなかった。

「なんだよ？」

「な、にもないです……すみませんでした」

　私は自分の言葉を撤回すると、頭を下げた。

　それにこんなの、本社に来るのが念願だった日高さんにわざわざ伝えることじゃない。乾先輩が入れ替わりに岡山へ行くのが嫌だと言ってしまったら、まるで日高さんを歓迎していないみたいに思われてしまうかもしれない。

　動揺を隠せないまま資料室へと入ると、頼まれていた資料を取ろうと手を伸ばす。しかし手が震えていたせいで、その隣にあったファイルもバサバサと床に落ちてしまい、大きな音を立てた。

　しゃがみ込んで、それを拾い集める。しかし頭の中は未だに乾先輩の異動のことで支配されていた。

　こんなに気持ちが揺れ動いている状態で仕事なんてできるのだろうか。

「暴れてんの誰だー？」

　その時、資料室の奥から誰かの声が聞こえてきた。咄嗟に顔を上げると、棚の隣から乾先輩が顔を出した。まさかここで会うとは思ってもいなくて、身動きが取れなくなった。

「あれ、綾瀬じゃん。あーあー、落としてんの」

　彼は私が落としたファイルを拾うと、「ほら」と私に手渡した。

「……どうした？　すごい汗だな。熱でもあんのか？」

　大丈夫か？、と顔を覗き込まれ、私は思わず立ち上がる。乾先輩に会ってひどく動揺したのか、汗が吹き出す。

　どうしよう、うまく顔が見られない。だけど、このままじゃなにか隠していると思われてしまう。

　そんな私を不思議そうに見つめる彼は、さらに距離を詰めてくる。

「気分が悪いのか？　それとも、なにかに悩んでる？」

「い、いや……」

　ファイルを握る手にも汗が溜まる。私はそれを胸へと掻き抱いた。

　彼がここからいなくなることは受け止められないけれど、このことが真実なのかを確かめたい。

　思い切って彼に問いかける。

「岡山に異動するって、本当ですか？」

「え、誰が？」

「先輩が……」

　そう言うと、彼はぱちくりと瞬きをした。

「え!?　なにそれ。俺、知らないけど」

「そうなんですか？」

「いや、確かに出張には行くけど、異動するなんて話は聞いてないし」

　誰が言ってたの？と聞かれ、私は口を紡いだ。

「でも、本当にただの出張だよ。支店を見に行くだけ。どっからそんな話が出たんだろう」

　そう言う乾先輩の様子から、演技ではなく本気で驚いていることが窺える。どうやら水川先輩が勘違いをしていただけだったみたいだ。

「……そう、ですか」

　全身から力が抜けてしまうほどに安心した。

　もし本当に彼が転勤することになっていたら、私は立ち直れないくらいショックを受けていただろう。まだこんなに好きな相手が遠くに行ってしまうなんて、考えただけで涙が出てきてしまいそうだった。

　よかった、と私は胸を撫でる。ついでに口元も緩んでしまう。

「私、このまま先輩がどこかに行ってしまうんじゃないかって思って……。だから、すごく安心しました」

　そう言って笑って見せると、彼はなにやら思いつめた表情で私を見ていた。

「……安心って、なんで？」

「え？」

「なんで俺が岡山に行かないって知って安心するの？」

「……そ、れは……やっぱり先輩がいないと仕事も回らなくなるし」

　思わず自分の気持ちを偽って言葉を吐く。

「本当にそれだけ？」

　柔らかい雰囲気から一転、厳しい表情を見せる乾先輩に、私は思わず一歩退いた。

　だけど、そんな私を逃すまいと彼は間を詰める。気がつけば、背中を壁のところまで追いやられていた。

「深桜ちゃん個人はどう思うの、俺が岡山に行ったら」

　久々に呼ばれたその呼び名に、私は肩を震わせた。

　なんで今、その名前で呼ぶの？

「ど、どう思うのって……それは、寂しいです、けど……」

「けど、なに？　なんで寂しいの？」

　仕事の時よりも真剣な顔をした乾先輩に上から見下ろされた。逃げ場を失った私は、ただその場で固まることしかできない。

「……どうしたんですか、先輩。なんか、らしくないです」

　すると彼は苦しそうに息を吐くと、私から少しだけ距離を空ける。

「俺の前では言葉に気をつけたほうがいいよ」

　乾先輩の言っている意味が分からない。背の高い彼からの圧迫感に耐えられず、思わずうつむく。

　なんで寂しいかって、そんなの、乾先輩に会えなくなるから、しか理由がない。乾先輩のことが好きだから、という答えしか見つからない。

　でも、こんなことを彼に言えるわけがなかった。本当のことを言ってしまったら彼を困らせてしまうかもしれない。今の彼の幸せを壊してしまうかもしれないから。

　その時、頭に浮かんだのは桐乃さんの顔だった。

「先輩が岡山に行ったら、桐乃さんが寂しくなると思って……」

　自分の気持ちをごまかすようにそう告げると、彼からの視線がさらに厳しくなった。

「なんで今アイツの名前が出てくんの？　関係ないだろ？」

「関係なくないです！　だって付き合ってるんですよね？」

　私は必死になって訴える。

「……それも初耳だけど」

　しかし彼からの返事は私が思い描いていたものとはまったく異なっていた。

「え!?」

　だってこの前の社員旅行で、電話越しに彼女に『好きだよ』と言っていた。そばで花火が上がっていたとはいえ、私はハッキリとその言葉を耳にしたのだ。だけど、それなら今の乾先輩の言葉と矛盾が生じてしまう。

「俺と桐乃が付き合ってるって、どういうこと？　なんでそんな勘違いしてんの？」

　そう問われた私は、もう頭が混乱してなにを答えたらいいか分からなくなった。

　ずっと付き合っていると勘違いしていたふたりが付き合っていなかった。じゃあ、私が乾先輩のことを諦めようとあの家を出ていった意味はあったのだろうか。

「深桜ちゃん、俺のことでなにかいろいろ勘違いしてない？　俺がそんなすぐに気持ちを入れ替える軽い男って思ってるの？」

　明らかに乾先輩の声は怒っていた。

「っ……だって先輩、私に日高さんと付き合えって言ったじゃないですか！」

　そうだ、桐乃さんと付き合っていないとしても、彼にはもう私への気持ちはないはずだ。

「俺が桐乃と付き合うのと、深桜ちゃんが日高と付き合うのは全然意味が違うだろ」

「……どういうことですか？」

「深桜ちゃんが誰を好きになるかは自由だ。だけど俺の気持ちはずっと前から伝えてるよな？」

　まさか、彼は私に告白した時から変わらず、今もずっと私のことを好きでいてくれるということなのだろうか。

「でも、あんなに日高さんのことをすすめたじゃないですか。だからもう私のことなんてなんとも思っていないと……」

　私がそこまで言うと、彼の眉間がピクリと反応した。そして脱力するかのように長いため息を吐いた後、前髪を大ざっぱに掻き上げる。私と目が合うと、やるせない表情で大きく口を開いた。

「俺が本当にそう思ってるわけないだろ!?」

　乾先輩の怒鳴り声を久々に聞いた気がした。

「深桜ちゃんが元に戻りたいって言ったんだろ？　だから俺はひたすら自分の気持ちを押し殺して、深桜ちゃんを諦めようとしたんだよ。どんな思いで俺が……」

　彼の表情は怒りから苦しみへと移り変わっていく。声を震わせる彼は、そのまま崩れ落ちるように私の肩に頭を置いた。

「先輩……」

「深桜ちゃんは、俺のことなにも分かってないね」

　彼はポツリと零すと、顔を上げる。私の目に映った彼は、私よりも泣きそうな顔をしていた。

　確かに私は、なにも分かっていなかった。先輩の気持ちも、苦しみも、葛藤も。なにも気づけていなかった。

　乾先輩の本心を受けて、呆然と立ち尽くす。

「もう、深桜ちゃんなんか知らない」

　乾先輩はそう言い残すと、私から離れて資料室を出ていった。

　扉がバタンと閉まるのを聞いて、私は力が抜けたようにその場にしゃがみ込む。その瞬間、どこからもなく涙が溢れ出てきた。

　思い返せば、私は一度たりとも彼から桐乃さんと付き合っているという話を聞いたことがなかった。乾先輩はずっと私のことを想い続けてくれていたのに、私の勝手な勘違いで彼を苦しめた。今までどんな気持ちで私に接してくれていたんだろう。

『もう深桜ちゃんなんか知らない』

　ここを出ていく直前に、乾先輩が残した言葉が蘇る。

　さすがにもう、いい加減、愛想をつかされたに違いない。

　彼がいなくなってしまうことよりも、彼に嫌われるほうが怖いのだと今、知った。










君の帰りを待っている




　あれから乾先輩とはひと言も言葉を交わすことなく、彼は岡山出張へ行ってしまった。

『乾が岡山に異動って、まだ信じられないな』

『支店の強化とか、そんなところなのかな』

『何事もなく帰ってくればいいけど』

　今日までの間、なぜか彼が岡山へ異動するという噂が会社中に広がっていた。どうやら、真実かどうかを問われた彼が否定はしなかったからのようだ。

　当然、彼のファンたちの耳にも入り、ここ数日は、乾ハーレムもお通夜のような状態だった。

　彼の口から『異動するなんて話は聞いてない』と聞いた身であるのに、私の心は複雑だった。

　もしかしたら、あれから今日までの間に異動が決まったという可能性もある。だから、どこかでこのまま彼が帰ってこないのではないかと不安になった。

　ハッと我に返ると、自宅への帰路ではないことに気がついた。目の前にあるのは、乾先輩のマンション。

　久々にやってしまった。もう引っ越して随分経つのに、なにをやっているんだろう。ちゃんと気をつけなきゃ。

　懐かしいマンションの外装に後ろ髪を引かれながらも、引き返そうと振り返る。すると、近くに止まっていた車の中から出てきた人物に目を奪われた。

「桐乃さん？」

　そう声を漏らすと、シンと静かだった辺りに声が響き、彼女の耳にまで届いてしまった。

　彼女は私に気づくと、ぱっと顔を明るくする。

「えっと、恵剛くんところの……」

「あ、綾瀬です」

「そうそう綾瀬さん。久しぶりだね」

「は、はい……」

　なんで桐乃さんが乾先輩のマンションに来ているんだろう。付き合っていないと聞いたはずなのに、なぜか気持ちがゆらゆら揺れる。

「あの、先輩は今出張で岡山に行っていて……」

「うん、聞いてるよ。今日から五日ぐらいだっけ。綾瀬さんはどうしてここに？」

　桐乃さんの微笑みに戸惑う。

　知っているんだ、出張のこと。乾先輩本人が彼女に伝えたってことだよね……。

「わ、私も家がここら辺でして」

　そんなふうに言葉を濁して伝える。間違えて帰ってきたなんて言えるはずがない。

「そうなんだ」

「……はい」

　それよりも、私は桐乃さんがここにいる理由が気になって仕方がない。付き合っていないのに、留守中に家を訪ねてくるなんておかしい。

　自然と手に力がこもった。

「恵剛くん、最近どう？」

　不意に彼女からあっさりとした声で尋ねられる。

「え？」

「ちょっと調子が悪いって言ってたから、会社でなにかあったのかなって」

　そう言われて頭に思い浮かぶのは、あの資料室での出来事。

　でも、桐乃さんに教えられることじゃない。だって、例え付き合っていなかったとしても、桐乃さんは彼のことが好きかもしれないのに。

「き、桐乃さんはどうしてここに？」

　やっとのことで、私は彼女がここにいる理由を質問することができた。

「ああ、この前恵剛くんの家を訪ねた時に忘れ物をしちゃったみたいで。それを見つけた彼が、私に連絡を入れてくれたの」

　彼女から返ってきた言葉が私をもっと動揺させる。乾先輩が桐乃さんを家に呼んだ。その事実が私の足元をぐらつかせた。

　本当にふたりは付き合っていないんだろうか……。

　乾先輩のことを信じればいいのか、それとも彼女の発言を信じればいいのか、私の頭の中はごちゃごちゃになってきた。

　そんな私の様子に気づかず、彼女はまだ話を続ける。

「別に岡山で会う時でもいいのにって言ったんだけど、出張中は会う時間がないからって言われてね。コンシェルジュに預けてるから好きな時に取りに来てって連絡を受けたの」

「……岡山で会う？」

　それはいったい、どういうことだろう。

「うん、私も明後日から岡山に行くことになってて」

　その言葉に、ますます頭が混乱する。

　乾先輩の出張と同じタイミングで桐乃さんも岡山に？　ただの偶然とは思えない。

「お、お仕事で、ですか？」

「ううん。実は私、坂下工場を退職したの。それで、時間ができたから岡山にある実家に帰ろうと思って」

「え!?　そうなんですか？」

　彼女が工場を退職していたことに素直に驚く。

「うん、だから、この前、ＴＥＣＳさんと一緒にやった企画が最後の仕事だったの」

　もしかして桐乃さんは、乾先輩が岡山に異動になるかもしれないと知って、彼を追いかけるために仕事を辞めたとか？　どうしよう、頭が混乱しすぎてなにも言葉が出てこない。

「綾瀬さん？　顔色が悪いけど、大丈夫？」

　桐乃さんから指摘され、動揺が表面にも出てしまっていたことに気づく。

　これ以上なにも聞きたくない。頭がパンクして壊れてしまいそうだ

「わ、私はそろそろ行かなきゃ……それじゃあ」

　私は一歩、二歩と後ずさると、くるりと回転して、桐乃さんに背を向けた。

「あ、綾瀬さん？」

　戸惑う彼女を置いて、私は足早に自分の家へと向かう。

　乾先輩は桐乃さんとはそういう関係ではないと言っていたけど、彼女が家を訪ねて忘れ物をしたという話はウソとは思えなかった。

　つい、あの部屋を訪れる桐乃さんの姿を思い浮かべてしまい、頭を横に振って消し去る。

　私にできるのは、彼女が工場を退職したのが乾先輩に関係していないことを祈ることだけ。とはいえ、乾先輩が岡山へ出張している間に彼女も岡山へ行くというのは偶然とも思えない。

　岡山には桐乃さんの実家があるとも言っていたし。どうしよう。もし向こうでふたりが会ったり、彼女の実家に彼が訪ねるようなことがあったりしたら……。

　そんな嫌な想像が止まらなくなる。私は声を殺すようにして涙を流した。




「おい、綾瀬！」

「っ、はい！」

　日高さんに肩を叩かれ、我に返る。そんな私を見て、日高さんは長いため息をついた。

　今日は新商品の設置や説明をするため、商品開発部はふたりひと組でペアを組んで、家電量販店を回っていた。私のペアは日高さんだった。

「仕事中にボーッとすんな。そんなんで給料もらえると思ってんの？」

「……すみません」

　なにかで頭がいっぱいになると、いつも仕事がおろそかになるのは私の悪いクセだ。昨日桐乃さんに会ってからは、乾先輩との関係が気になりすぎて、朝まで眠ることができなかった。

「ほら、行くぞ。ぼさっとすんな」

「は、はいっ」

　彼について店を出ると、私は今日中に回る店のリストを手にする。

「今日はこれで終わりですね」

　時刻は午後二時。ずっと連続で回っていたから、お昼ご飯を食べていない。しかも、朝は食べ物が喉を通らなかったから、昨日の夜からなにも食べていない状況だった。

　自業自得ではあるけれど、寝不足も影響してか、こうして外で日光に照らされるとめまいがする。一歩を踏み出そうとしたその時、足元がぐらついて私の身体が傾いた。

　咄嗟に日高さんが「おい！」と身体を支えてくれたのが分かったが、意識が朦朧として反応できない。

　こんなところでまた失敗したら日高さんに怒られる。それに乾先輩にだって心配をかけてしまう。

「せんぱ――」

　そこまで口にしたところで、私の記憶は途絶えた。




　目を開けると、白い天井が視界に広がった。

　ここ、どこ？　私はいったい……ああ、そうだ。日高さんと営業に出ている最中に倒れてしまったんだ。

　だけど、その先の記憶がまったくない。日高さんに再び迷惑をかけてしまったことだけは分かる。早く仕事に戻らないと……。

　腕時計を見ると、針は午後四時を指していた。

　身体を起こして周囲を見回すと、見覚えのある場所だった。

　会社の休養室だ。日高さんが運んでくれたのかな。ちょっと寝ただけで、かなり気分がよくなってる。

　どうしよう、お昼過ぎだったし、空腹で倒れたと日高さんに勘違いされていたら。家具屋で下着を見られたのと同じくらいには恥ずかしい。

　ため息を漏らすと、右手がなにかに当たってカサッと音を鳴らした。よく見ると、コンビニのレジ袋だった。中を覗くと、アンパンやサンドウィッチ、栄養ドリンクも入っている。

　その時、私が寝ているベッドサイドにかかっているカーテンが開いた。顔を覗かせたのは、日高さん。

「なんだ、起きてたの」

　彼は中に入ってくるなり、そばにあった椅子に腰をかけた。そして私がビニール袋を持っていることに気づくと、頭を掻きながら呆れたように言葉を吐く。

「お前、どんだけ腹減ってたんだよ。倒れるほどって」

「え？」

「それ、適当に買ってきたから食べていいよ」

　や、やっぱり空腹だと思われていたのか。いや、間違いではないのだろうけど。つまり、これは全部、私のためにわざわざ買ってきてくれたんだ……。

「あ、ありがとうございます。迷惑かけました」

「もう慣れた」

　彼はやれやれといった様子で胸の前で腕を組む。

「すみません」と申し訳なさげに顔を下げた時、私のお腹がぐーっと滑稽な音を鳴らした。

　その瞬間、彼が真顔で私を見た。

　もう、ホントに私はこの人の前だとダメダメだな。きっと『体調管理もできないとか社会人何年目だよ』みたいな文句を言われるんだろうな……。

　しかし、彼は予想外の反応を見せた。

「はっ、本当に食い意地張りすぎ！」

　マジウケるんだけど、と彼が声に出して笑った。

　びっくりした、いきなり笑い出すんだもの。でも……。

「笑った顔かわいい」

　心で思ったことがそのまま口に出てしまい、私は「あっ」と口を押さえる。

「もう一回言ったら殺すから」

　せっかくいい笑顔だったのに、いつもの不機嫌そうな顔に戻ってしまう。

「さっさと食えよ」とぶっきらぼうに言われて、私は促されるままアンパンを口にする。確かに胃の中が空っぽだったようだ。ひと口食べると後からもっとお腹が空いてきた。

「日高さんも食べます？」

「いらない、さっき昼飯食った。それより、アンタさ……」

　彼の空虚な瞳に見つめられる。

「はい？」

　パンを咀そ嚼しゃくしながら彼を見返すと……。

「いつまで引きずってんの？」

　それがなんの話題かはすぐに見当がついた。

「えっと……」

「倒れる時まで名前呼んで。忘れる気あんの？　そんなことで仕事に集中できないなら帰れよ」

　厳しい言葉をかけられて、私はビクッと震えた。

　最近身が入っていないの、気づいていたんだ。その理由が乾先輩であることも……。

　彼のことを思うと苦しくて、目が熱くなる。なんとか涙をこらえて下唇を噛かみしめた。

「私、また先輩を傷つけてしまったんです。とうとう本当に愛想をつかされました。私にはもう彼を好きでいる資格はありません」

　私は、日高さんに資料室での出来事や、乾先輩のマンションの前で桐乃さんに会ったことを洗いざらい話した。

「――なにそれ。ホント、なんでアンタって、全部自分で決めつけんの？」

　彼は眉間にシワを寄せた。

「え？」

「別に、面と向かって好きじゃないって言われたわけじゃないんでしょ」

「そうですけど……」

　私がシュンと肩を落とすと、日高さんは「だからさ」と、とんでもない提案をしてきた。

「今から電話しよう」

「……はい？」

　彼の言葉に思わず首を傾げる。

「だから、で、ん、わ」

「で、電話って、乾先輩にですか!?」

「当たり前でしょ。ふざけてんの？　これ以上仕事に悪影響もたらして俺に迷惑かけたらどうなるか、分かってんだよね？　殺すよ」

　一気に鬼の形相に変わる日高さん。電話をしなければ許してもらえなさそうな雰囲気だ。

　でも、あれからひと言も話していないのに……。いきなり電話をして、なにを話せばいいのか分からない。

「そんなこと言われても、なにを聞けばいいんでしょう」

　声を震わせながら、尋ねる。

「自分のことを好きかどうか。で、どんな返事だったとしても告白しろ」

「そんな無茶な……」

　躊ちゅう躇ちょする私に日高さんは顔を近づけると、外に漏れない声で言った。

「言わなかったら、アンタと乾さんが同居してたことを周りにバラす」

　そんなの、ずるい。今までずっと黙ってきてくれていたのに、ここでそれを持ち出すなんて……。でも、バラされることだけはなんとしても阻止しないと。

　私はきゅっと口元を結ぶ。

「……分、かりました」

　枕元にあったバッグの中から、自分のスマホを取り出す。日高さんの視線を感じながら、乾先輩の番号に電話をかけた。

　先輩は今仕事中だろうか。私の電話に出てくれるかな。もし出たら、ひと言目はなんて話せばいいんだろう……。

　耳元に響くコール音を聞きながら、全身が脈打つのを感じる。しかし乾先輩は電話に出ることなく、留守番電話に切り替わってしまった。

「……出ない、です」

　戸惑いがちに私は日高さんのことを見る。

「じゃあ、土日の間に絶対電話しろ。そんで月曜に報告して。もし失敗したら承知しないから」

　彼はそう言い残して腰を上げた。

「えっ、ちょっと待ってください」

　日高さんを引きとめようとして腕を伸ばすも……。

「逃げんなよ」

　振り返って睨みをきかされ、私はそのまま固まってしまった。




　それからいったん仕事に復帰して、夜七時頃に会社を出た。

　乾先輩に電話をかけなければいけないと思うと、明日は休日だというのに憂鬱で仕方なかった。もしかしたら夕方の電話を見て、今夜彼から折り返しかかってくる可能性もある。

「綾瀬さん？」

　耳元に届いた凛りんとした声に振り返ると、ここにいるはずのない桐乃さんがいた。驚いていると、彼女は私の元へと走り寄ってくる。

「昨日ぶりだね。仕事終わり？」

　桐乃さんは私に柔らかく微笑んだ。

「あ、はい。桐乃さんはどうして……」

「明日にはもう実家に帰っちゃうから、お世話になってたところに挨拶回りしてたの。ここが最後だよ。綾瀬さんにもたくさんお世話になったね」

　優しく言われて、私は首を横に振る。

「わ、私はなにも……」

「そんなことないよ、いつも恵剛くんが自慢してたし」

「え？」

　自慢とは、どういうことだろう。

「この書類は綾瀬さんがまとめてくれたとか、それが他の人だとなにも言わないくせに、綾瀬さんの話だけはよくするの」

　本当に自分のことのように自慢するのよ、と彼女はおかしそうに笑う。

　ウソだ、そんなの知らない……。

　動揺してうつむく私を見て、「あれ、知らなかった？」と言った桐乃さんに頷く。

　乾先輩、そんなことを話してたんだ。でも、それを桐乃さんはどんな気持ちで聞いていたんだろう。

　そう思うと申し訳なくて、顔を上げることができない。一方で、彼がそんなふうに私の話をしていてくれたことに、胸が温かくなる。

　あぁ、もう自分の気持ちを黙っておけない。

「あ、あのっ……」

　私は乾先輩のことが好きなんです、と声を紡ごうとしたその時だった。

「ママ！」

　私の隣を通り抜けていく、小学校低学年くらいの少女。彼女は目の前にいた桐乃さんに抱きついた。

　い、今この子、『ママ』って言った？

「早くご飯食べに行こうよー」

「そうね、遅くなってごめん」

　その少女と桐乃さんは、仲睦まじく会話を交わす。

　ママってことは、この子は桐乃さんの子供？　ということは、桐乃さんって子持ちなの？

　衝撃の事実に驚き、思わず後ずさると、誰かにぶつかった。見上げると、そこには背の高い男性が立っていた。

「あ、ごめんなさい。ケガはないですか？」

　その男性の顔に思わず釘づけになる。たれ目で優しそうな表情を浮かべる彼が、目の前の少女と酷似していたからだった。

　まさか……。

「パパ！」

　今度は、その男性に向かって声を発した少女。

　私は声を震えさせながら桐乃さんに尋ねた。

「あ、あの……結婚なさってるんですか？」

「え、言ってなかったっけ？」

　彼女は意外そうな表情を浮かべて私を見た。

　全然知らなかった。ということは……乾先輩と桐乃さんって不倫の関係なの？　さすがにそんなことをするふたりには全然思えないんだけど……。

　頭の中でさまざまな憶測が飛び交い、訳が分からなくなってくる。

「あ、あの……乾先輩って……」

　後ろの旦那さんのことを気にしながらも、私は恐る恐る彼女に疑問をぶつける。

「恵剛くんがどうかした？」

「えっと……」

　なんて言ったらいいんだろう。旦那さんと娘さんの前で乾先輩との関係を聞いたら、場合によっては大変なことになるかもしれない。でも、今のこんがらがった状態では帰るに帰れない。

　すると、その場に流れる沈黙を破ったのは、私でもなく桐乃さんでもなかった。

「恵くん？」

　誰も呼んだことがない名前を口にしたのは桐乃さんの娘さんだった。

「先輩のこと知ってるの？」

「知ってるよ？　だって、恵くんこの前会ったもん」

　桐乃さんの娘さんは彼女の手を取りながら私のことを見つめて言う。

「そうなのよ、明日岡山に行こうと思ってるんだけど向こうには恵剛くんもいるのってこの子に話したら、彼のこと思い出しちゃったみたいで。どうしても会いたいって言うもんだから、この子を連れて家にお邪魔させてもらったの」

　彼女はそう言って娘さんと目線を合わせ、微笑みをさらに深めた。

　そこでようやく、気づいた。

　ふたりは私が思っているような仲なんかじゃなかった……。

「先輩と桐乃さんって……」

「え、あぁ、イトコなの」

　それも言っていなかったのね、と彼女は返事した。

「で、でも、高校の同級生って」

「高校が一緒だったのよ。彼、ああいう性格でしょ？　ちょっと、血が繋がってるって思われたくなかったの」

　その瞬間、一気に気が抜ける。

「恵くんに会いたいなー。いないの？」

　少女が舌足らずな声で小さく呟く。

「えっと、先輩は今岡山に出張で……」

「美み代よも岡山行くんだから、明日会えるでしょう」

　寂しそうにする彼女の顔を、桐乃さんは安心させるように覗き込んだ。

「じゃあ、後で電話するー」

「この子、恵剛くんのこと大好きでね？　この前も、旅行中だからダメだって言ったのに、電話するって泣いたのよ」

『……泣くなよ』

　その瞬間、社員旅行で乾先輩が電話口に向かって言ったセリフを思い出す。

　そっか、あの電話の相手は桐乃さんじゃなかったんだ。どうしても先輩の声が聞きたくて泣きながら電話をかけてきた美代ちゃんに向かって言ったんだ。

『好きだよ』

　全部が繋がった。なのに私は勝手に嫉妬して、勘違いして、そして彼を傷つけた。

「綾瀬さん？」

　心配そうに私を見る桐乃さんに、自分が目に涙を溜めていたことに気がつく。

「私、先輩に謝らないといけません」

　私は本当になにも分かっていなかった。ようやく彼の言葉を心の底から信じることができる。そして、まだ間に合うのなら、私の素直な気持ちを伝えたい。

『先輩が好きです』と。

「どういうこと？」

　桐乃さんがキョトンとした顔で私を見つめる。

「実は私、勝手に乾先輩と桐乃さんが付き合っていると勘違いして、彼のことを信じられなかったんです。まさか桐乃さんが結婚なさっていたなんて……。誤解してすみません」

　桐乃さんに向かって深く頭を下げる。

「そうだったのね。綾瀬さん、頭を上げて。私のほうこそ曖昧な態度を取ってしまったからそんな誤解を引き起こしてしまったのだし、むしろ綾瀬さんには申し訳ないことをしちゃったわ。安心して、本当に恵剛くんとはイトコ同士で、なにもないのよ」

　そう言って、桐乃さんは私の肩にそっと触れた。

「綾瀬さん、彼をひとりにしないであげて」

　そのひと言に、私は「え？」と声を漏らし顔を上げる。

「この前会った時、元気がなかったから。彼、調子がいい時と悪い時が本当に分かりやすいでしょ。綾瀬さんのことを話している恵剛くんは本当にイキイキとしているから、彼にはアナタが必要なんだと思うの」

　そんなふうに優しく伝えてくれる彼女の頼みを断るなんて、今の私には思いつきもしなかった。

「ありがとうございます。私、先輩とちゃんと話します」

　私は桐乃さんたちと別れると、溢れる想いを胸に家へと帰った。




　その日家に帰ってから休日にかけて、乾先輩にかけた電話の回数が既に何回になったのか、途中から数えるのをやめてしまった。

　どうして出てくれないんだろう。仕事が忙しいにせよ、休日なら電話に出る余裕ぐらいはあるだろうに。これって、本人に聞くまでもなく私はもう嫌われているって認識でいいのかな……。

　ようやく素直に想いをぶつけようと決心したのに、その手段すら遮られている今、私は途方に暮れるしかなかった。

「で、ヘコんでるんだ……」

　月曜日、小牧の声を聞きながら私はテーブルに伏せる。

「そんだけ繋がらなくて、よく心折れなかったね」

　小牧はそう言って私のことを哀れんだ。

「途中から意地になっちゃって……」

「でも、今日で出張終わりでしょ？　明日には会えるじゃん」

「そうなんだけどね」と私はまた顔を埋めた。

　明日彼はここに帰ってくる。そしたらきっと話ができるチャンスはあるはずだ。でも私は今、誰よりも早く彼に会いたくて、すぐにでも気持ちを伝えたいと思っている。単にワガママなだけなのかもしれないけど。

　そして、私にはまだ気になっていることがある。

「私に電話しろって言った日高さん本人が、今日休みだっていうのも気になってるんだよね」

　私は朝礼での課長の言葉を思い出す。日高さんが会社を休むことが初めてだったから印象に残っていた。

「え、なんだろ？」

「分からない、課長は用事があってと言ってたけど」

　仕事人間の彼が仕事を私用で休むなんて考えられない。そんなに大事な用事なんだろうか。休日明けに話ができていなかったら怒るとか宣言されていたから、今日会うのが怖かったけど、なんとか命拾いしたかもしれない。




　小牧とのランチの後も、仕事の合間に何回か乾先輩へ電話をかけたが、繋がることはなかった。

　その上、今日は乾先輩も日高さんもいないからか、いつもより仕事量が多い。残りの仕事を見ながら、今日は残業をしなきゃいけないかもしれないと、ますます気分が滅入る。

「乾、向こうの支店の女性社員を全員虜にしてるらしいよ」

　水川先輩がやってきて、私と宮根さんになにげなく声をかけた。

「そうなんですか？　ホント、皆あの見た目に騙されすぎですよねー」

　宮根さんが嘆くように言葉を漏らす。

　確かに、あんな社交的なイケメンがやってきたら、社内の注目を一身に集めるだろう。だけどその情報は、何度も連絡したのに繋がらない私からすれば、モヤモヤした感情しか生まれない。

　もしかして向こうの女性たちと楽しんでいるから、電話を取る暇もないってこと？

　女性に囲まれている彼を容易に想像できてしまうことが腹立たしい。

　この場でノンキに水川さんや宮根さんと乾先輩について話していられる気分になれず、私は腰を上げると、「ちょっと外に出てきますね」と部署から出ていった。




「なんで、電話、取らないのよ……」

　不満を口にしながら、資料作成に使っていたファイルを棚へ戻していく。

　そんなに私のことが嫌いになったの？　もしかして岡山で気になる子ができたとか？

　私はポケットからスマホを取り出すと、何度もかけている彼の電話番号を見つめる。

　こんなに電話をかけたら、ますます嫌われてしまうかもしれない。怖い女だって思われるかもしれない。だけど、それでも声が聞きたい。

　通話ボタンを押すと、耳元でコール音が鳴る。しばらくして留守番電話のメッセージが流れ、私はスマホを耳から外した。

　やっぱりダメか、でも絶対に諦めたくない。よし、明日は出社した彼を絶対に捕まえよう。

「綾瀬ー？　手伝おうか？」

　私の帰りが遅いからか、宮根さんが心配そうにやってきた。私は仕事中にスマホを触っていたことがバレたくなくて、それを棚の上へと置いた。

「っ……だ、大丈夫です！　もうすぐ戻ります」

「ならいいけど。今日は本当に仕事が溜まってるからねー」

　彼女は疲れた様子で頬を膨らませる。

「ですよね……」

　やっぱり今日は残業必至のようだ。私は若干白目を剥むきかけながらも、なんとか精神を保つ。

　……決めた。今日は仕事が終わったらラーメン食べる！　それでモチベーションを上げよう!!

　宮根さんの姿がなくなると、「よし！」と気合いを入れ、資料を持って部屋を出た。




　パソコンの画面に集中していたからか、もう体中が硬くなっている。背中を伸ばしながら腕時計を眺めると、夕方の六時を回りかけていた。もうすぐ定時だというのに帰り支度をしている人はほとんどいなかった。

　次に入力する資料をデスクの上から探していると、「ん？」と首を傾げる。

　私、自分のスマホどこにやったっけ。

　自分のバッグやポケットの中を探すがどこにも見当たらない。

　もしかしてどこかに置いてきてしまったのだろうか。ずっとパソコンに集中していたから全然気がつかなかった。今日最後に触ったのはいつだったっけ。確か、資料室で先輩に電話をかけた時……。

　そうだ、途中で宮根さんが入ってきて慌てて棚の上に置いたんだ。その後、私は持って出てきたっけ。記憶がない。もしかして、ずっとあそこに置きっぱなし？　どうしよう、誰かに取られていたら。

　私は青ざめながら腰を上げる。入力し終わった資料を持って、急いで部署を出た。定時だからか、廊下は退社する人でざわざわとしていた。

　そんな中、資料室へ向かっていると、唯一、人の流れに逆らって歩いている人を見かけた。

「あれ、日高さん？」

　今日は休みのはずじゃ、と思っていると、彼は私の方へと向かって歩いてきた。そして私の目の前まで来ると、ポケットからあるものを取り出した。見覚えがあるそれは、私のスマホだった。

「あっ、これ！」

「仕事しようと思って資料を取りに行ったらあったんだけど、このご時世、個人情報満載のスマホを置きっぱなしにするって、バカなの？」

「すみません。ありがとうございます！　よかった～」

　スマホを受け取り、私は安堵の声を漏らす。

「だけど日高さん、今日休みじゃ……」

「思ったより早く用事が終わったから、ちょっと仕事しようと思って」

　すごい、どれだけ仕事人間なんだ。目標にはしているけれど、さすがにそこまでは見習えない。

　私が唖あ然ぜんとしていると、彼の視線が下へと落ちる。

「なに、まだ仕事してんの？」

「え、はい。今日は仕事が多くて」

　すると、彼は黙ったまま動かなくなった。

　どうしたんだろうと見つめていると、しばらくして「アンタさ」と声をかけられる。

「もう今日帰ったら？」

「え、なんで」

「実は、乾さんに会ってきた」

　えっ、乾先輩に!?　ということは、もしかして日高さん、会社を休んで岡山にまで行っていたの？

「どうして……」

　しかし日高さんは私の疑問に答えることなく、言葉を続ける。

「乾さん、もうすぐ帰ってくる」

「一緒に帰ってこなかったんですか？」

「なんで俺があんな人と帰ってこないとダメなの？」

　ウザくて仕方ないじゃん、とため息をつく彼。

「乾さんは今日会社寄らないからアンタが会いに行かなきゃ会えないよ」

「でも、まだ仕事が……」

　すると彼は、私が持っていたファイルを奪うように受け取った。

「俺がやる」

「ど、どうしたんですか？」

　まるで日高さんが私と乾先輩のことを応援しているみたいに思える。相談に乗ってくれたことはあったけど、ここまで親身になってくれたのは初めてだから、驚く。

「どうしたって……別に気分だよ。はい、これ。あの人が乗ってる電車ね」

　そう言って、ポケットから１枚のメモを取り出した。

「でも、わざわざ会いに行ったって……」

「ついでだから。支店のほうに用事があっただけ」

　勘違いしないでよね、と言う彼からメモを受け取ると、私は胸が締めつけられる。

　会いたいとは思っていたけれど、電話さえ取ってくれないのに、私が会いに行ったところで、話を聞いてもらえるかは分からない。

　そう思うと、勇気が出ない。さっきまでは明日乾先輩が出社したら、捕まえて話をしようと気合いを入れていたのに……。

「どうしてここまでしてくれるんですか？　私、迷惑かけてばっかりなのに」

「だからでしょ、早くくっついて仕事に集中して」

　表面上は面倒くさそうにしているけれど、彼の声はどこか優しさが含まれていて、私に乾先輩との関係の修復を促しているように聞こえた。

「く、くっつくって……うまくいく保証なんてないじゃないですか。実際、私は土曜日からずっと乾先輩に電話してますが、一度も取ってもらえてないのに……」

　もらったメモが手の中でくしゃくしゃになる。

　すると、彼は呆れたように呟いた。

「なんでアンタらって、ふたりしてそんなに面倒くさいの？」

「え？」

「アンタほどあの人に好かれている人っていないと思うけど。あの人はアンタのことが本当に好きだし、どうしてそんなに自信がないのか、まったく理解できない」

　彼の言葉に目を見開く。

「っ……それ、本人から聞いたんですか？」

「聞かなくても分かるよ」

　そう言って、日高さんはあるものを指差した。それは私が持っていたスマホだった。

「俺には関係ないけどさ、さっき電話がかってきてたよ。多分、この留守電を聞いたら、あの人に会う以外思いつかなくなると思うけど」

　私は自分のスマホの電源を入れて、画面を覗き込む。

「あ……」

　画面に表示されていたのは、【着信 乾先輩】という文字だった。三分間の留守番電話が残されている。

　やっと、やっと連絡がきた。

　私は目元を潤ませると、日高さんに向かって深くお辞儀をした。

「ありがとうございます。残りの仕事、よろしくお願いします。絶対にまたご飯奢りますね！　おいしいの！」

「じゃあ、寿司ね」

　まさかの即答。私はその言葉に軽くうろたえる。

「すっ……わ、分かりました！　回転寿司でよければ！」

「舐めてんの？」

　早く行けば？、と悪態をつく日高さんに「はい！」と元気よく返事をすると、荷物を取りに部署へと向かった。

　慌てて帰る準備をしていると、周りから「どうしたの？」と声がかかる。

「あの、すごく大事な用事ができたので今日は帰ります！　明日からの仕事は全部任せていただいて構いませんので、今日だけは許してください！」

　そう告げ、バッグを持って部署を出ようとすると、入口に立っていた日高さんと目が合った。私はもう一度彼に頭を下げ、隣を通り抜ける。

　その瞬間、背中を押された気がして、私はその勢いに乗るように一気に走り出しだ。




　会社の外に出て慌ててタクシーを拾い、行き先を告げる。そしてバッグの中からスマホを取り出した。

　走ってきたからか、まだ胸がドキドキしている。収まらない動どう悸きに、私は胸に手を置き、深呼吸をした。そしてタクシーが動き出すのと同時に、静かに留守番電話のメッセージを再生させる。

《……深桜ちゃん》

　耳に届いたのは、私が好きな彼の声だった。優して、甘くて、そして柔らかい彼の声。それだけで涙が溢れそうになった。

　三分にわたる留守電には、こんなふうに吹き込まれていた。




　――ずっと電話を取らなくてごめん。なにを言われるか怖くて、フラれるんじゃないかって逃げてた。俺は自分がこんなに臆病なヤツだったって全然知らなかったし、深桜ちゃんにはずっと格好悪い姿ばかり見せていたから自信がなくなってた。

　謝らなくちゃいけないことは、まだたくさんある。

　まずは……ずっと騙しててごめん。なにも知らない深桜ちゃんをいいように誘導して一緒に住んでいたことは、もしかしたら許してもらえないかもしれない。

　でも俺は深桜ちゃんと暮らして、毎日帰れば深桜ちゃんがご飯を作ってくれてて、歳上の俺を甘やかしてくれて、それがすごく嬉しくて幸せだった。

　だから、ずっと深桜ちゃんが俺のそばにいてくれたらいいのにって自分勝手に縛りつけて、最低なことをしてた。そのことに気づいた時、深桜ちゃんが俺と上司と後輩の関係に戻りたいなら、そうしようと思った。

　でも、そんなふうに気持ちだけが先行して、本当はなにひとつ君には伝えられてなかった。君を好きだと告白した時も、結局その後、忘れてほしいと言ってしまったし。

　でも、もう逃げないから。君からも、自分の気持ちからも、逃げない。

　今、そっちに向かってる。帰ったら、少しでもいいから俺と話す時間を作ってほしい。もう俺のことなんかどうでもいいかもしれないけど、ほんの少しでいいから。

　俺は本当に君が好きです。誰にも奪われたくないくらい好きだ。

　そのことだけは君の目を見てちゃんと伝えたい。だから、どうか俺の話を聞いてほしい。君の答えがどんなものであっても、もう逃げないから。

　会社には明日の朝行く。その時、俺に君の時間をください。

　またね、深桜ちゃん――。




　久々に聞いた彼の声。そのひと言ひと言を胸に刻み込んだ。

　頬を伝う涙を手で拭う。その片手にはスマホを握りしめていた。

　日高さんは資料室で乾先輩から電話がかかってきているのを見て、行けって言ってくれたのかな。私が乾先輩に何回電話をかけても繋がらなかったのを知っていたから。それとも、彼に会った時になにか話したりしたのかな。

　明日の朝なんて、乾先輩はずるい。こんなメッセージを聞いてしまったら、明日の朝まで待てるはずがない。今すぐにでも彼に会いたくなってしまう。

　私は、ただ彼のそばにいられるだけでよかった。その気持ちは、彼も一緒だった。てっきり愛想を尽かされたとばかり思っていたけど、そうではなかった。

　私だって、彼がご飯をおいしそうに食べてくれるのが嬉しかったし、私にだけ甘えた姿を見せてくれるのも特別なんだと優越感を感じていた。休日に一緒に出かけたことや、ラーメンを食べに行ったこと、思い出したら止まらないくらい楽しいことがたくさんあった。今思えば、なんて贅ぜい沢たくだったんだろう。

　そして、今はハッキリと言える。

　彼とそれ以上の関係になりたい。乾先輩の彼女になりたい、と。

　楽しいことや嬉しいことを共有して、彼が疲れていたら満足するまで慰めてあげて、それでおいしいご飯を一緒に作って食べたり、たまには彼のナルシストぶりに呆れたり。

　それだけでいい、それだけで幸せなのだ。

　駅にタクシーが到着し、私は改札へとゆっくりと足を進める。

　もうすぐ彼が乗っている電車が着く。ようやく会える。

　今でも私のどこを好きなのか分からないけど、こんな自信のない私だけど、それでも受け入れてくれますか？　こんな私でもいいって言ってくれますか？

　その時、改札の奥から、待ち焦がれていた人がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

「先輩！」

　思わず声を上げると、彼はそんな私に気がついて驚いた表情を浮かべていた。

「深桜ちゃん、なんでここに……あっ……」

　乾先輩の視線が私の握っていたスマホへ注がれ、一気に彼の顔が赤くなる。そして片手で顔を覆うと、もうひとつの手のひらを私の顔へと向けた。

「ちょっと待って！　確かに君の時間が欲しいって言ったけど、こ、こんなすぐってわけじゃ……。言うこと全然まとまってないし！　あー、クソ！　すっげー動揺してんだけど！」

　相当焦っているのか、普段の口調とは打って変わり、ナルシスト具合もどこかへ飛んでいってしまったようだ。彼は赤面している自分の顔を隠すように両手で顔を覆うと「格好つかねぇ……」と声を漏らした。

　そんな彼が新鮮で、緊張していた私も自然と顔が綻んだ。

　あぁ、今なら言われなくても分かる。彼が私のことをどう思ってくれているか。

「じゃあ、私から話があるんですけど、いいですか？」

　そう不敵に笑って言うと、彼は「なに？」と、指の間から私のことを窺う。

「私も先輩に話があるんです。謝らなきゃいけないことがたくさんあって。自分の勘違いで先輩のこと傷つけるし、先輩の気持ちも全然分かってないし。その上、先輩が桐乃さんと仲よくしているのを見て嫉妬して……」

「深桜ちゃん？」

　初めて告げる私の素直な気持ちに、彼は目を見開く。

「確かに私のことを好きで一緒に暮らしていたと知って驚きましたけど、でも先輩は私になにもしなかったし、逆に私も何度も先輩のことを意識することがあったから、お互い様だと思うんです」

　それに、きっと乾先輩が私を助けて家に住まわせてくれなかったら、私は乾先輩のことを好きになっていない。これからもずっと会社の上司と後輩のまま過ごして、自分の本心には気がつかなかった。

「先輩が私のご飯をおいしいって食べてくれるの嬉しいし、自分がイケメンだと自覚しているところはイタいなとは思いますけど、たまに弱る先輩も新鮮で楽しかったし。それに、先輩のことを甘やかすのも嫌いじゃないですよ！」

　彼のどこを好きかと聞かれれば、私は少し悩んでしまうかもしれない。だって彼のどんな姿も大好きなのだから。

　乾先輩は信じられないという表情で口元を手で押さえていた。

　ずっと胸につっかえて言えなかったこと、この際だから全部伝えてしまおう。私は素直じゃないから、これっきりまた言えなくなってしまうかもしれないけど、そのたびに自分なりに試行錯誤して伝えていけばいい。そして、いつかは言葉がなくても伝わり合えるような、そんな関係にもなりたい。

「私も先輩のことが好きです。だから、ずっと一緒にいてくれませんか？」

　言葉だけじゃ伝わらない想いがこの世にあるとしたら、きっとそれはこの気持ちだ。もっともっと先輩と通じ合いたい。この気持ちを届けたい。『アナタが好きだ』と叫びたい。

「……伝えようと思ってた言葉を全部言われたな、俺」

　彼は赤い顔を隠すようにしてうつむいた。

「そ、そうですか？」

「うん、男前すぎるだろ、深桜ちゃん」

　さすがの俺も負けちゃったな、と続けると、彼は私の腕を取って引き寄せ、強く抱きしめた。私の後頭部に腕を回し、誰にも私を見せまいとするかのように体中を包み込む。

「大好きだ」

　乾先輩が、そう私の耳元で囁いた。続けて、「深桜ちゃんー」とスリスリと私の頭に顔をなすりつける。すると、突然なにかを思い出したのか、「ハッ」と声を出して顔を上げた。

「じゃあ深桜ちゃん、両想いってことは、また俺の家に戻ってきてくれるんだな？」

　彼の言葉に、私は彼の身体に回そうとしていた腕の動きを止めた。

「え、ちょっと待ってください。なんでそういうことになるんですか？」

「だって、そうだろ。深桜ちゃんは俺が好きなんだから、引っ越す理由もなくなったじゃないか」

「いや、戻る理由もないんですけど！　リフォームが終わったばかりですし」

　私が慌てて反論すると、彼は残念そうに顔を歪める。

「えー、でも俺が深桜ちゃんのご飯を食べてるのを見るのは嬉しいって、さっき言ってたじゃんー」

「あ、あれは……話の流れで……」

　ていうか、なんか会話の方向がおかしくなってきている。

　しかし乾先輩は興奮しているのか、私の言葉はまったく耳に入っていないようだ。

「やったー、また一緒に暮らせる！　嬉しい！」

　乾先輩は感極まったのか、ぎゅーっと強く私を抱き寄せた。

「だ、だから、そんな気はさらさらないんですけど」

「もう深桜ちゃんが家を出ていってから寂しくて寂しくて死にそうだった」

「ちょっと大げさです……」

　だけど、少しだけ嬉しい気もする……って、私はやっぱり彼に甘すぎる？

「本当だってば」

　そう言った彼の瞳には曇りひとつない。

　どうしよう、また一緒に住む方向に話が進んでしまっているけど、これでいいんだろうか。……いや、ダメでしょ。今まではただの同居だったけど、恋人同士になった途端、それは同棲になる。大好きな人と、ましてや付き合ったばかりでひとつ屋根の下に暮らすとか、私の心臓が耐えられるわけがない。

「ダメ？　深桜ちゃんは俺といたくない？」

　そう言って彼は、うるうるとした瞳で私の顔を覗き込む。

　どうしてこういう時に限ってそんな甘えるような声を出すのよ。きっと私がそれに弱いと分かっていての確信犯なのだろう。

「い、いたくないってわけじゃないですけど……」

　躊躇しながら、なんとか声を絞り出す。

「俺はずっと深桜ちゃんといたいけどな」

「うっ……」

　ダメだ、そんな顔をされると……やっぱり落ちる。

「……わ、分かりました」

　私が観念したように声に出すと、彼は先ほどの力とは比べ物にならない強さで私を再び腕の中に閉じ込める。

　な、なんか私……ちょっと早まってしまった感じが否めないのだけども……。

「おかえり、深桜ちゃん」

　彼の穏やかな声を久々に聞いた気がする。それが嬉しくて、彼のぬくもりがじわじわと胸に広がった。

　まぁでも、乾先輩が嬉しそうだったからそれでいいか。

　私も彼の背中に腕を回す。

　何度も見失った私の恋心は、それでもやっぱりアナタに向かっていた。










彼との同居、再び




　翌日、朝ご飯の支度を終えると、私は寝室へ向かった。起きているはずないよね、と思いつつも一度は扉をノック。結局返事がなかったため、私はドアを開けて中へ入った。

　ベッドの上にできている膨らみに近づき、そのそばに腰を下ろす。

「先輩、朝ですよ」

　少しだけ布団を下げると、乾先輩の寝顔が現れた。相変わらず寝顔までイケメンで、ついときめいてしまった。

「起きてください。会社に遅刻しますよ」

　ねぇ、と彼の肩へ手を飛ばそうとした。その瞬間、布団の中からなにかが伸びてきて私の腕と肩を掴んだ。そのまま布団の中へと引きずり込まれる。

「えっ……」

　気づけば私の身体はベッドの上にあり、みるみるうちに、目の前の男の身体に侵食されるように抱きしめられる。身動きが取れなくなったところで顔を上げると、スリスリと頭を擦りつけられた。

「深桜ちゃん、おはよー」

　目の前で、乾先輩が甘い声を出す。

「もう、起きてたんじゃないですか。早く準備しないと遅刻しますよ」

　私はバシバシと彼の背中を叩く。

「んー、深桜ちゃんがキスしてくれたら起きる」

　とんでもないことを言い出され、思わず身体がびくりと反応した。

「しません！」

「遠慮しなくても。俺の顔が好きすぎてビビってるのか？　かわいいヤツだな」

　朝から炸さく裂れつするナルシスト発言。その顔面に殴りを入れても、私は誰にも怒られないだろう。

「別にビビっていませんし、キスもしませんから！」

　私は彼の胸を押すと、なんとか腕から逃れる。

　すると、彼も観念したように身体を起こした。

「深桜ちゃんのケチ」

「ご褒美は、頑張った人にあげるものです。先輩はまだなにもしていないじゃないですか」

　そんな人にはあげません、とダメ押しすると、彼は肩をすくめて唇を尖らせる。

　なに、その表情。なんか腹立つんですけど。

　普段と変わらない彼の様子に、ため息をついた。

「もう、先に行きますよ。先輩は朝ごはん抜きでいいですね」

「それは無理！」

　乾先輩を置いて寝室を出ようした私の肩に、彼の腕が乗っかる。振り返ると、彼はニコニコと微笑んで私の顔を覗き込んだ。

　この顔をしたらなんでも許されると思ってるでしょ。まあ、実際にそうなのだけど。

　私たちは一緒に寝室を出て、リビングに向かった。




「深桜ちゃんの朝ご飯、久々だ」

　そう言って嬉しそうに箸を進める乾先輩に、私はなんだかくすぐったい気持ちになる。

　結局、乾先輩の口車に乗せられて一緒に暮らすことになったけど、本当にこれでよかったのかな。初めの頃の同居となにひとつ変わっていない気がする。それに、これからまた荷物を運んだりしなきゃいけないんだよね、大変だ。

「おいしいね、深桜ちゃん」

　彼の本心からの笑顔に、またきゅうっと胸が詰まる。

　ま、この人の笑顔見られるなら、それでいいか。

　私は安心したように表情を緩めると、朝ご飯を食べ始めた。




　食器を片付けていると、廊下の方から慌ただしい足音とともに「深桜ちゃん！」と私を呼ぶ声が聞こえてきた。次の瞬間、スーツに身を包んだ乾先輩に背後から抱きしめられる。

「ネクタイ着けて？」

「幼稚園児か！」

「お願い」

　彼は私の顔を後ろから覗き込むと、あざとく首を傾けた。

　甘えすぎる乾先輩も乾先輩だと思うけど、そんな彼に甘い私も私なのかもしれない。

　私は自分の手に付いた水をタオルで拭き、彼と向かい合ってネクタイを手に取る。ネクタイを彼の首にかけると、少しだけ距離が近づいた。

「あ、ちょっと難しいかも。誰かにネクタイを着けてあげるのは初めてだから」

「深桜ちゃんの初めていただきました」

　意味深なひと言を妖艶に笑って囁く彼。

「初めてだから手加減ができないなぁ」

　おっと、手が滑って彼の首を絞めてしまった。

「ぐ、ぐるじい！」

　ギブギブ、と彼が焦ったように私の肩を叩く。

　冗談はそのくらいにして、ネクタイを緩め、彼にちょうどいい長さで止める。初めてにしては上出来だ。

　乾先輩も満足したようにへらりと笑った。

「じゃあ、俺は行くわ。戸締まりお願いしてもいい？」

「はい、行ってらっしゃい」

　彼の優しい笑顔に釣られて、私も顔を綻ばせる。

「ダメ、玄関まで見送って」

　ほらほら、と手を引っ張られて私はリビングを出る。

　玄関までって、新婚じゃないんだから……。

　思わずそんな言葉が頭に浮かんで、途端に顔が赤くなった。

「先輩、分かっているとは思いますけど、会社では付き合っていることは秘密にしてくださいね？」

　家を出ようとする彼に、最後の忠告をする。

「え、なんで？」

　彼がキョトンとした顔で私を見つめる。

「当たり前でしょ！　会社中が軽くパニックになりますよ！」

「ふーん、そうなんだ」

『そうなんだ』って、この人、いつもはべらせているあのハーレムの存在を忘れているのだろうか。彼女たちに乾先輩と付き合っているのがバレたら、私の命が危ない。

　私が「絶対ですよ！」と念を押すと、「分かったよー」と呆れたように返事をした。

「じゃあ、また会社で」

「は……んっ」

『はい』と返事をしようと顔を上げた瞬間、唇にちうっと音を立ててなにかがぶつかった。後頭部に回された手のひらが、私の頭を支えて前へと引き寄せられる。

　短いキスを終えると、彼はニッコリと微笑んでドアノブに手をかける。

「行ってきます、深桜ちゃん」

　彼は私に手を振って、颯爽と出ていった。

　扉が私の眼の前でバタンと音を立てて閉まる。

「い、ってらっしゃい……」

　誰もいなくなった空虚な玄関を見つめて、へなへなと座り込む。

　私、乾先輩とこのまま暮らして心がもつのかな。初めて彼と暮らし始めた時とは別の意味でハラハラする。

　ひとり、深いため息をついた。




　会社に着くと、私は周りに怯えながら商品開発部へと向かう。もし昨日の駅での出来事をこの会社の誰かに見られていたら、既に噂が立っていてもおかしくはない。

　しかしそんなこともなく、誰からも声をかけられないまま、自分の席まで辿り着いた。

「おはようございます」

　中に入ると、いきなり乾先輩と目が合った。彼は軽く微笑むと、私に向かって手を振った。

　やめなさい、バレるでしょうが！　私の言っていること、全然理解できていない。帰ったら、もう一度、事の重大さを理解させないと。

　そんなことを考えていると、ドンッと肩を誰かから押された。

「あ～や～せ～」

「っ!?」

　宮根さんが出勤間もない私の肩を組んで顔を近づけてくる。

　な、なんか顔がすごく怖いのは気のせいかな？

「昨日は勝手に帰ってさー、あの後私たちがどれだけ大変だったかー」

「っ……ご、ごめんなさい！」

　そうだった！　私はあの状況の中、乾先輩を迎えに行ってそのまま帰っちゃったんだった。これは数回謝ったくらいでは許してもらえなさそう。

　ひえ～と怯えていると、宮根さんはいきなりニカッと歯を見せて笑った。

「なんてウソ～。あの後日高さんが来てさー、残ってる仕事を全部手伝ってくれて」

「そ、そうなんですか？」

「本当にすごいよ、あの人。綾瀬も後でお礼言っときなね」

　そう言うと、宮根さんは自分の席へ向かった。

　実は、それ以外にもお礼を言わなきゃいけないことがあるんだよね。

　日高さんが岡山へ行っていた理由。それは、乾先輩に喝を入れに行ったのと、彼を連れ戻しに行くためであったらしい。

　乾先輩がそう曖昧に説明したから、詳しいことはなにも分からなかった。だけど、きっと日高さんが私のためになにかを言ってくれたのは確かなのだと思う。

『古巣に用事があって来たついでってアイツは言っていたけど、絶対、俺に会いに来たんだよ』

　アイツってかわいいよな、と乾先輩は冗談めかしていたけれど、どう見ても目が笑っていなかった。

　いったい岡山でなにがあったのだろう。気になりすぎる。またタイミングを見計らって、乾先輩に聞いてみよう。

　私は自分のデスクに着くと、バッグを置きながら日高さんの姿を探す。

　まだ来ていないのかなと思っていると、視界の端にいた乾先輩が「んんっ」と喉を調子づかせて立ち上がった。

「このイケメンである上に優しい俺が、お前らのために岡山土産を買ってきたぞ」

　相変わらずのナルシスト発言も、お土産がエサになって、社員が続々と彼の周りに集まる。

　その様子をぼんやり眺めていると、どこからか日高さんが戻ってきた。私は立ち上がって、彼の元へと向かう。

「日高さん、おはようございます！」

　そう声をかけると、彼の視線が私に注がれた。

「……ああ、おはよ」

「あ、えっと……」

　なんか、改めて報告するのはちょっと恥ずかしいかも。

「うまくいったの？」

　私が言い淀よどんでいると、向こうから尋ねてくれた。

「は、はい……」

「ふーん、よかったじゃん」

　どうしよう祝われてしまった。

　日高さんから出てくるにしては珍しいセリフに、思わず顔がニヤけてしまう。

「はい。ありがとうございます。昨日も仕事を手伝ってもらったみたいで、本当になんてお礼を言ったらいいか」

「別にそんなのいらないし、寿司を奢ってもらえたら」

「お寿司……」

　あれ、やっぱり本気だったんだ。これはかなりお金が吹っ飛びそうだ。

　でも彼のおかげで乾先輩と付き合うことができたのだし、と日高さんを見ると、彼が少しむすっとしているように感じた。

「あ、あの……もしかしてなにか怒ってらっしゃるのでしょうか」

　おずおず聞くと、彼は「別になにもないよ」と眉間にシワを寄せた。

　いやいや、絶対なにかあった顔でしょ。きっと私、また無意識に彼を怒らせるようなことをしたんだ。なんのことか、さっぱり見当もつかないけど。

　私が日高さんの対応に困っていると、背中にドサリと重みを感じた。さらに私の頭を台にするようにして誰かの頭が乗る。

「ほら、日高も俺の土産をありがたくもらえよ」

　乾先輩が、私を間に挟むようにして彼にお土産を手渡す。

「あ、でもお前、岡山に来たもんな。じゃあ、いらないか？」

「……ふっ」

　そんな彼を見て、日高さんがおかしそうに笑う。

「なんだよ？」

　乾先輩の声が不機嫌なものに変わった。

「いや、全然余裕ないなって思って」

　日高さんが笑いを堪えるようにして口元に手を当てた。

「どういう意味だよ」

「別に、アンタは嫉妬深いなって話だよ」

　そう言った日高さんが私の腕を掴んで前へと引っ張る。

「わっ……」

　突然のことに踏ん張ることができなかった私は、そのまま彼の方へと引き寄せられた……と思ったら、今度は私の首に後ろから腕が回ってきて身体が後方に傾く。気づいた時には、私は乾先輩の腕の中に逆戻りしていた。

　ちょっと待って、この体勢はおかしいでしょ！　こんなの周りに見られたら、大変なことになる。

　私の頭上で睨み合うふたりに「あ、あの！」と声をかけるも、見事に無視される。そして……。

「勝手に触んないでもらえる？」

　乾先輩にしては珍しくドスのきいた声が耳に届いた。

「なんで？」

「深桜ちゃんはもう俺のものだから」

　隠すつもりなどまったくないかのように大声で言った乾先輩に、周りの人たちが驚きの声を上げていくのが分かる。

　やっぱり先輩には我慢という言葉は理解できなかったか……。

　彼の腕の中で、私は大きくため息をつく。同時に、死を覚悟した。

「なんで言っちゃうんですか！　バカ！」

　乾先輩に向かって怒鳴ると、手を引っ張って慌てて部署を出た。




「私、言いましたよね？　付き合っていることは内緒にしてって」

　乾先輩を資料室に連れ込み説教を始めた私に、彼は拗ねたように唇を尖らせる。

「……だって」

「だって、なんですか!?」

　畳みかけるように言うと、彼はこちらをチラ見して、ぼそぼそと呟く。

「ああでも言わないと、深桜ちゃんを狙う男がいなくならないだろ」

「はっ？」

　想像もしていなかった回答に、私は素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「そ、そんな人いませんから！」

「鈍感娘め！　俺はな、ずっと深桜ちゃんに近づこうとする男を見つけては威嚇して蹴散らしてきたんだよ」

　そう言って、彼は私の額を人差し指でぐぐぐと押す。

「なっ、そんなことしてたんですか!?」

　だから、今まで私には会社の男性と親しくなる機会がなかったってこと？　ていうか威嚇って、犬じゃあるまいし。

「でも朝は内緒にするって約束してくれましたよね？　それを破られてショックです。先輩のこと嫌いになりそう」

「え、嫌いになんの!?」

『嫌い』という言葉にすばやく反応して彼は目を見開き、表情を歪めた。まるで大型犬が耳を垂れてしゅーんと落ち込んでいるようだ。

　だから、その顔はずるいですって。

「深桜ちゃん、ごめん。もう深桜ちゃんの嫌がることしないから許して？」

　反省しているのか、潤んだ瞳で私のことを見る乾先輩。

　もう、そのイケメンフェイスに弱いんだから、やめてほしい。自分がどうしたら許してもらえるか、絶対に分かって言っているでしょ。

「わ、分かりましたから。もう怒っていません」

　彼の必死な様子に、惚れた弱みのある私が許さないはずもなく、また簡単に彼の甘えに陥落する。

「ホント？」

「その代わり、自分が言ったことには責任を持つこと。それから、これ以上は変なこと言わないでください。先輩の発言は、けっこう影響力があるんですから」

「ああ、分かった！」

　乾先輩の元気いい返事にため息を落とすと、彼が私の両手を掴む。そして「深桜ちゃん大好き」と呟いて、下からすくうように私に口づけた。

　ちゅっちゅっと数回唇がぶつかったところでようやく状況を理解し、途端に顔が赤くなる。

　この人、本当にいろいろ甘すぎない？

「こ、ここ会社ですよ！」

「でも、ふたりきりだろ？」

「会社はこんなことをしていいところじゃありませんから！」

　バカ、と彼の顔を手で押し離す。

「ごめんごめん、もうしないって」

　怒っている深桜ちゃんがかわいかったんだ、と彼は楽しそうに私の頭を撫でた。

　乾先輩はすごく余裕があるみたいだけど、私はここで卒倒しそうなくらい限界。まだお付き合い一日目なのだから当然だ。もうついていけないんですけど……。

「あ、そう言えば、日高さんが岡山に行っていた時、なんの話をしたんですか？」

「んー、じゃあ戻ろっか」

　乾先輩が機嫌のいい今ならなにか聞き出せるかも、と思い疑問をぶつけるも、いきなり話を逸らされる。

「え、なんで今、ごまかしたんですか？」

「ごまかしてないよ？　早く仕事に戻らないと、ふたりでいやらしいことをしてるって勘違いされるかなって」

「戻りましょう！」

　そんなこと断じてしていない！　ていうか、いやらしいことっていったいなによ！

　デレデレと表情筋を緩ませる乾先輩を引っ張り、急いで資料室から出る。

　さっき日高さんと殺伐としていた彼とは大違いだ。でも……多分、彼のこんな甘えたな部分を見られるのは私だけなんだろうな。

　そう思うと、きゅーっと胸が苦しくなるのが分かった。




「なに、それノロケ？」

　呆れたように言う小牧に、「違うよ！」と必死に訂正する。

「小牧が『どんな感じ？』って聞いたから教えたんじゃん！」

「いやー、思ったよりもイチャイチャしてるし」

「そ、れは……なんとも言えないですが……」

　私の声は小さくなっていく。

　安定の小牧との昼食タイム。最近の話題は……もちろん乾先輩との話だ。

「まぁ、あれから数週間経って、ようやく会社も落ち着いたよね。噂が出回った時は何人の女性社員が辞めるかと思ったけど」

　そう言って彼女はしみじみと遠くを見つめる。

「そ、そうだったね。私も何度か闇討ちに遭いそうだったしね」

　知らない人から話しかけられて人気のないところに連れ込まれ、うんざりするくらい文句を聞かされた。まだ手を出されることがなかっただけが救いだ。

「でも、乾さんのおかげでそれもなくなったんだっけ？」

「らしいけど、私はなにをしたのか聞いてないんだよね」

　というより、教えてもらおうとしたけれど全然口を割ってくれなかった。

　でも、その日以来パッタリと呼び出されなくなったから、相当なことをしたのだとは思う。あの人、本当にどんな恐ろしいことをしたんだろう。

「それで？　今は引っ越して一緒に暮らしてるんだっけ？」

　小牧の言葉には返事をせず、私はお茶を流し込んだ。

「いいねー、ラブラブできて幸せじゃん」

「うっ……でも、なんかちょっと、恥ずかしいというか」

　小牧の言葉に、私はもじもじと下を向いた。

「なにを恥ずかしがることあんの？　れっきとしたカップルなのに」

「そうだけど……」

　ああも家の中でずっとベタベタ引っついてこられたら、困るというか邪魔というか。もともと構ってちゃんではあったけれど、さらに本領を発揮してきたので、それはそれは大変なことになっている。これが付き合いたて限定で、これから落ち着いてくれるとありがたいんだけど……。

　はあとため息をついた私に、向かいにいた小牧がなにやらニヤニヤと顔を緩ませている。

「なによ？」

「んー？　いやぁ、そんなんだと夜のほうもなかなかに大変そうだなぁって」

「フワッ、な、なにを!?」

　驚きすぎて声が裏返ってしまったじゃない。

「だって、昼までそんな感じなんでしょ？　気になるじゃん」

「き、気になるって、なにが!?」

「んー、乾さんってどんな感じなのかなぁって」

　お昼からその話題は少しハードルが高いよ、小牧さん。

「そ、そんなことを聞かれても……」

　どう答えていいか分からず、そこから先の言葉が浮かんでこない。

「恥ずかしがらなくてもいいって」

「いや、恥ずかしがってるっていうか……知らないから」

「知らないって？　まさか……」

　彼女は驚いた表情で口元を手で覆う。

　私は「あはは」とごまかすように笑った。

「だって、聞いている話じゃ、めちゃくちゃ積極的なんだよね？」

　小牧がテーブルに乗り出すように問いただしてくる。

「まあ、積極的っていうか、甘えたっていうか……」

「じゃあ、いつもキス止まりなの？」

「……そう、かな」

　乾先輩は、よく私にキスすることはあっても、夜にそういう雰囲気になることは今までになかった。

「それに、私たちは寝室が違うから」

　そう告げると、小牧はさらに驚いたようだ。

「えっ、なんで!?」

「なんでって、先輩が私の部屋を作ってくれたから」

　もともと同居していた時から私用の部屋を作ってくれていて、今も同じところで寝ている。寝るのが別々だと、どうにもそういう雰囲気にはならないのだ。

「一緒に寝ようとか言いそうな人なのにね」

　それは確かに私も思った。別に期待をしていたわけではないけれど、てっきりそうなるものだと。ただ、私にはまだ心の準備ができていなかったから、その気遣いにはとても助かったけれど。

「単に私がそういうことに慣れていないから、気を遣ってくれているのかも」

「でも深桜、彼氏もいたじゃない」

「いましたけどねぇ」

　すぐに別れてどっかに行っちゃいましたけど。

　前に付き合っていた男を思い出し、遠くを見つめる。

　そんな私に対して、小牧は彼が手を出してこないことを詳しく分析し始めた。

「ブレーキかけてるのかな。深桜からも言ってみたら？　ていうか、付き合ってから落ち着いて話したことある？」

「……ないかも」

　確かに、ベタベタすることはあっても真剣な話はあれからしていない。いつも乾先輩に流されている感じも否めないし。でも、どうやって話題を切り出せばいいんだろう。

「私のこと好きにしてもいいんですよって言ってみたら？」

「言えるか！」

「でも、いつも乾さんからスキンシップしてもらっているんでしょう？　自分からそれができないなら、言葉にしないと」

　小牧の言うことはもっともだ。でも、どんな反応をされるか全然想像できなくて、ちょっと怖い。

　とはいえ、一度話し合ってみないと、いつまで経っても状況は変わらないよね……。

　付き合ってから乾先輩がどんなことを思っているのかも聞いてみたいし。私も、いつもは流されているけど、ちゃんと今の気持ちを伝えてみたい。それに、もっと彼が喜んでくれることをしてあげたいな。よし、少しだけ勇気を出してみよう。

　私はそう決意して、うんとひとつ頷いた。




　家に帰ると既に部屋の中が明るくて、「あれ？」と首を傾げる。

「おかえり、深桜ちゃん」

　部屋着姿の乾先輩に出迎えられ、私は目を丸くした。

「は、早いですね」

「今日は営業の後、直帰だったんだよ」

「そうなんですか……あれ？　なんかいい匂いがする」

　くんくんと鼻をきかせると、リビングの方を見る。

「あ、分かっちゃった？」

　乾先輩がニヤリと口角を上げた。

「もしかしてご飯作ってくれてたんですか？」

「うん。最近はいつも深桜ちゃんが作ってくれてばかりだから、お返し」

「そ、そんな、仕事終わりなのに……」

　申し訳なさすぎて、早く帰ってこられなかった自分を責めてしまう。

「深桜ちゃんだって仕事終わりだろ。大好きなラーメンってわけじゃないけど、恵剛くん特製スペシャルディナーだぞ」

　その言葉と笑顔に、ほわっと胸の中心があったかくなる。夕ご飯を作って乾先輩の帰りを待っているのも好きだけど、こうして家に帰ったら温かいご飯を作って大好きな人が待っていてくれるっていうのもすごく嬉しい。

「深桜ちゃん、なんか泣きそう!?」

　え、と頬をなぞると、指に水滴が付く。

「あ、あれ？　なんでだろう」

「本当にどうしたの？」

　乾先輩が心配そうに、頰に付いた涙を指で優しく拭ってくれる。

　あ、今なら自分の素直な気持ちを口に出せそうかも。それくらい彼への想いが溢れ出てしまっている。

「なんか幸せだなって……先輩のこと好きだなって思ったら、涙が出ちゃいました」

　変ですよね、と笑いながら、私は自分でも涙を拭う。すると、ふっと私の上に黒い影が重なった。

　顔を上げれば、すぐそこには乾先輩の顔。まっすぐな瞳に魅せられた私は、すっと顎を上げるとそのまま目を閉じた。

　軽く唇同士が触れ合おうとした瞬間、パシンッと乾いた音が玄関に響いた。

　何事？、とまぶたを開くと、私は目の前の状況に「え!?」と声を漏らす。

　なぜか乾先輩が自分で自分の頬を叩いていたのだ。

「ど、どどど、どうしたんですか!?」

「痛い……」

「そりゃあ痛いでしょう！」

　なかなかにいい音が響きましたけど!?と心配するも、彼は赤くなった頬を手のひらでさするのみ。いったいなにがあったのか、目の前にいた私にもまったく理解できなかった。

「危なかった……」

「え？」

　彼の口から小さく呟かれた言葉に、私は聞き逃すことなく反応した。

「いや、その……」

　乾先輩の叩いていないほうの頰もなぜだか赤く染まっていく。そして私から視線を外した。これは照れている証拠だと、最近気づき始めた。

「どうしたんですか？」

「よし、深桜ちゃん、ご飯食べよ」

　彼はごまかすように、バレバレな方法で話題を変えた。

「え!?　気になるんですけど！」

「いや、知らないほうがいいと思う」

　どうにか話を逸らそうとする彼に、私は小牧に言われたことを思い出す。

　そうだ、ちゃんと話し合うって決めたばかりだった。もしかしたら、私になにか至らないところがあったのかもしれないし。

　私は彼の腕を取り、リビングに戻ろうとする彼を引き止めた。

「ちゃんと言葉に出してください。先輩のこと、なんでも知りたいんです！」

　私がそう言えば、彼は「え？」と動揺したように声を漏らす。

「でもなぁ……聞かないほうがいいと思うけど？」

「な、ん、で、す、か？」

　彼がごまかせばごまかすほど気になってしまい、私は前のめりになっていく。

　珍しく困った顔の乾先輩は、「降参」と白旗を上げた。そして私が掴んでいないほうの手で自分の口元を覆いながら話し始める。

「実は今、すっごい衝動的にキスしたいなぁって思ったっていうか……」

「えっ、本気で言ってます？　今さらですよね。普段からあんなにしてくるくせに」

　会社でもところ構わずキスしてくる乾先輩が言うと、違和感しかない。

「いや、普段のキスと衝動的なキスっていうのは違うんだよ」

　彼は赤い顔のまま、白状するように言葉を発する。

「なにがどう違うんですか？」

　本気で彼がなにを言っているのか理解できず、さらに問いかける。

　すると彼は、恥ずかしそうにしながらも「だからさ」と言葉を続けた。

「普段はキスだけで止められるけど、今回は多分、止められなかったと思う」

　そ、それって……〝そういうこと〟に繋がるって意味でいいの？

　ようやく理解すると、私はパッと彼の腕から手を離す。体中の熱が顔に集中するのを感じながら髪の毛を耳にかけた。

　え、えーっと、こういう時ってどういう反応をしたら正解なんだろう。

「そ、そうでしたか」

「そうなんです」

　気まずい雰囲気が流れ、彼の顔をまっすぐ見ることができなくなってしまった。

　すると、彼はそんな雰囲気を変えたかったのか、一度パンッと手を叩いた。

「はい、終わり。とにかく飯食おう」

「あ、はいっ」

　咄嗟に顔を上げると、目が合う。

　乾先輩は私に手を伸ばし、頭を撫でて微笑んだ。

　この人がこうやって気を遣える人でよかったと安堵し、靴を脱ぐ。そしてリビングへ向かう彼の背中を追った。しかし……。

「深桜ちゃんも嫌でしょ、別にそんなことしたくもないのに」

　あはは、と乾いた笑いと共に漏らした彼の言葉に、ぴたりを足を止めた。

　嫌？　確かに恥ずかしいって気持ちはあるけれど、乾先輩にそういうことをされるのが私は嫌なのかな？

　恋愛経験が少ないから、男の人とのそういうことにどう反応したらいいか分からない。でも……決して嫌だというわけではない。そう、違う。

　やっぱり、小牧が言っていたように、乾先輩は私のことを気遣ってブレーキをかけているんだ。私のことを好きだという気持ちに我慢なんてしてほしくないのに。

　乾先輩と先に進むのは、私は嫌じゃない。そのことを勘違いしてほしくない。

「深桜ちゃん？」

　振り返った彼の服の袖を掴むと、ゆっくりと顔を上げる。視界の中に彼の驚いた表情が映った。

「と、まんなくていいです」

　今にも詰まりそうな声で、彼に自分の気持ちを伝える。

「……え？」

「止まんなくていいです。衝動でしていいです。い、嫌じゃないですから。その、先輩がしたいようにしていいっていうか……とにかく、私に遠慮とかいらないので。あ、でもあんまり調子に乗りすぎると鬱陶しいって思うかもしれないですけど、限度を超えなければ大丈夫だし……」

　あまりの恥ずかしさに思わずうつむき、早口で伝えてしまう。

　どうしよう。ついに言ってしまった……。

「深桜ちゃん」

　乾先輩に優しい声で名前を呼ばれ、顔を上げる。

「は……んっ」

『はい』と返事をする前に、口をキスで塞がれる。そして後頭部を手で押さえられ、そのまま深く口づけられた。

　息をしようと口を開けば、そこから彼の舌が侵入してきてさらに呼吸が困難になる。

　そんな激しいキスに必死についていくうち、私の腰を支えていた腕に力が入った。次の瞬間、乾先輩に抱きかかえられる。

「あ、あのせんぱい……？」

　しかし彼は無言で足を進めると、私の身体を抱き上げたまま自分の寝室の扉を開いた。

　次になにが起こるのか気づいた私の心臓は、バックンバックンと今までにない音を立て始める。

　彼は私をベッドの上に寝かせると、私の身体の上にまたがるようにして乗った。

「あ、あの……ご、ご飯を準備してくれているんじゃ……」

「それよりこっち」

　彼は私の右の頰にキスを落とすと、もう片方を手のひらで撫でる。

「でも……」

「なんで？　止まらなくていいんだろ？　深桜ちゃんの言った通りにするだけだよ」

　真剣な瞳で見つめられ、私はドキッと胸がときめいてしまう。

「っ……い、いきなりすぎます！」

「だって衝動だもん」

　そう言うと、やっと彼は私に笑顔を見せてくれた。いつものような甘い笑顔ではなく、ものすごく意地悪な笑みを。

「俺が言う衝動っていうのは、キスしたらそのまま最後まで全部したいっていうことだよ。深桜ちゃんの服を全部脱がして、身体の隅々まで食べつくしたいって意味。でも深桜ちゃん本人から了承してもらったし、もう我慢する必要はないんだよな？」

　しまった、私はまた早まってしまったかもしれない。

「ちょっと待ってください……んっ」

　なんとか待ったをかけようとするも、その前に再び口を塞がれて言えずじまいになる。さらに、そのキスにまた口内を支配され、思考の回転が鈍くなる。

　乾先輩は私に甘い口づけをしながら、慣れた手つきで私の服を脱がしていった。

　まさか本当に今日するなんて思ってもいないから、普通の下着だよ。どうしよう。

　焦っているうちに前が全開になり、薄いピンク色の地味なブラが彼の瞳に映った。

　こんなみすぼらしいものでごめんなさいという気持ちでいっぱいになる。

「かわいい」

　しかしボソッと呟かれた言葉に「へ？」と声を上げる。

「し、下着が!?」

「違う、深桜ちゃんが」

　甘く笑う乾先輩は、確かに下着ではなく私の顔を見ていた。

「え!?」

「かわいい、本当に好きだ」

　乾先輩はそう言うと、私の胸に顔を埋める。ビクッと身体が跳ねるのもお構いなしに、ゆっくりと肌に舌を這はわせた。

「んっ……」

　どうしよう、緊張しすぎて泣きそう。こういうの久しぶりだし、まだ心の準備が全然できていない。

　だけど彼による愛あい撫ぶが本格的に始まれば、そんなことを考える余裕もなくなっていく。

「深桜ちゃん、好きだよ」

　私が恥ずかしさで顔を真っ赤にしていると、彼が優しいキスをしてくれる。

「……んん」

　唇をくっつけ合っていると、彼の心が伝染したかのように気持ちが落ち着いていく。

「本当にかわいいな、止まんないかも」

　至近距離で囁く彼の表情が色気たっぷりで、普段以上に大人っぽく見える。

「っ……せんぱっ……」

「大丈夫、力抜いて。俺に任せて」

　乾先輩は「ね？」と甘い表情で私の頬を優しく撫でる。

「たくさんかわいがってあげる」

　かわいがってあげるって、いつもは彼が甘えてくる立場なのに。こんな形勢逆転ってありなのかなぁ。

　そんなことを思いながら、彼の唇を受け止める。

　甘え上手なのに甘やかすのもうまくて、優しいのにいきなりこんなふうに強引に迫ってきて。私なんかじゃ手に負えないよ。

「もうウチから出したくないくらいだよ」

　乾先輩はそう言って、首元に吸いついた。

　もしかして、私はとんだ男に捕まってしまったのかもしれない。

　すべての始まりはあの日から……。

『どこですか、それ』

『ん、俺の家』

　そう得意げに笑った彼の顔を、なぜか今になって思い出した。




　部屋に注がれた日の光に、私はまぶたを開く。すると目の前に広がっていたのは、乾先輩の胸板だった。

「起きた？」

　人差し指で私の頰を撫でた彼はずっと前から起きていたようで、軽く身体を起こしたまま私の寝起きの顔を見つめている。私が数回瞬きをすると、彼は嬉しそうに微笑んだ。

「起きて一番初めに拝めるのが俺という幸せを噛みしめるんだな？」

　いつも通りのナルシスト発言に、私はクスクスと声を出して笑った。

　私の反応が予想外だったのか、彼は「ん？」と首を傾げる。

「そうですね、幸せです」

　私は自分の気持ちを素直に口にする。

　乾先輩は不意を突かれたのか、目を見開くとどんどん顔を赤らめていく。

　この人、意外とすぐに照れるなぁと愛おしい気持ちで笑っていると、「おい、笑うな」と彼が焦ったように抗議する。

「ったく、深桜ちゃんの前だと全然格好つかないな」

　彼は赤い顔を隠したいのか、うーっと唸うなるように自分の前髪を乱れさせる。

「ふふ。それぐらいがちょうどいいですよ」

　私がそう言うと、彼は優しく微笑んで、私の唇にキスを落とした。




「うわっ！」

　私が作った資料を一緒に確認していた日高さんが、唐突に声を漏らした。

「日高さん、どうした――」

「おい、ここミスしてるぞ」

　日高さんが、手にした資料で私の頭を叩く。

「うわぁあっ、すみません！」

「アンタ、一応俺と一緒に仕事するんだから、もう少ししっかりしてくれない？」

　ガミガミと聞き慣れた声で、厳しく説教される。

　本社勤務になった日高さんは私の正式な上司になり、容赦がなくなった。まあ、元からそんなものはなかったけれど。

「……はい。これから気をつけます」

「まぁ、これもなにかの縁だし、その緩みきった根性叩き直してあげるよ」

「ひっ」

　なんて恐ろしいことを口にするのよ、この人。

「頑張りますー」と生気の抜けた声で返事をすると、彼は「ふん」とそっぽを向くようにして私から離れていってしまった。

「まーた綾瀬、怒られたの？」

　日高さんに怒られてしょげている私を見かねて、宮根さんが心配そうに近づいてくる。

「あ、はい……」

「しっかりしなよー、今回は出世のチャンスなんだから。なかなかないよ、二年目からアシスタントの形で企画に参加できるのって」

　宮根さんの言葉に「そうですよね」と呟く。

　ウチの部署ではまた新しい商品開発企画が始まり、今回は日高さんが中心となって進められることになった。そして、なんと私も彼のアシスタントとして企画に参加することになったのだ。

　会社に入って初めて商品開発に携わらせてもらえるんだから、気合入れないと。それに、日高さんの仕事を間近で見ることができるんだもん、すごく勉強になる。私もいつかは乾先輩や日高さんのように、商品開発部の中心で働けるような社員になりたいもん。

「頑張ります！」

「深桜ちゃん頑張ってー」

「ひゃっ」

　耳元で聞こえた声に肩が跳ねると、クスクスと笑い声が聞こえてきた。振り返ると、乾先輩がおかしそうに私を見つめて立っていた。

「ちょっと、いきなり驚かさないでください！」

　私は口元を膨らませた。

「でも深桜ちゃん、びっくりした拍子にかわいい声が出ちゃってたし」

「うるさい！」

「目の前でイチャイチャしないでくださーい」

　向かいに座る宮根さんが、私と乾先輩の間に入り込んできた。

「宮根、お前も俺に囁いてもらいたいのは分かるが、嫉妬はよくないぞ」

　乾先輩が自信満々にビシッと宮根さんを指差す。

「ほんっと、腹立つなこの人。こんなのとよく付き合ってられるね！」

　苦々しい顔で言われて、私は「あはは」と笑ってごまかす。

　宮根さんが再びパソコン画面に視線を戻したタイミングで、乾先輩が私に顔を近づけてきた。

「深桜ちゃん、また日高に怒られたの？」

「でも、私のミスだったので」

「んー、後輩に優しくないのはいただけないな。アイツも俺を見習ってもらわないと」

「はいはい」

　顎を触りながらふんふんと頷く彼を適当に受け流す。

　付き合っていることを公表してから、彼は職場でも私のことを名前で呼ぶようになった。初めの頃は恥ずかしすぎて本当にやめてほしいと思っていたけれど、周りも慣れたのか突っ込まれることもなくなり、私も仕方なく受け入れている。

　私がふうとため息をつくと、彼が私の頭に手を伸ばした。

「帰りはご飯食べて帰ろっか？」

「本当ですか!?」

「ああ、だから仕事頑張れよ」

　そう言うと、乾先輩は私の頭をゴシゴシと撫でて、「じゃあな」と部署を出ていってしまった。

　最近、乾先輩は営業の仕事が増えて、社内にいることが少なくなった。それだけ彼がエリート街道を突っ走っているということなのだけど、一緒に外食しようと思っても、なかなかタイミングが合わなくなっていた。

　今日は久々に先輩と外でディナーを食べられると思うと、それだけで頑張れそうだ。

　私はよーしと気合を入れて、資料の手直しを始めた。




「なんでまだ終わっていないのかなぁ？」

「すみません……」

　気がつけば、夜の七時。私は未だにパソコンと向き合っていて、乾先輩の肘で頭をグリグリと押されていた。

「なんか、企画以外の仕事もたくさん引き受けちゃって……」

　とほほ、と私は涙ながらに声を漏らす。

「断ればいいだろ」

「そんなこと言われても……」

「ま、マジメな深桜ちゃんには無理か」

　そう言うと、肘を押しつける力が強くなった。

　せっかくご飯に誘ってもらえたのに、なんでこうなっちゃうかなぁ。

　私は自分の無様さに「ごめんなさい」と肩を落とす。

　すると、乾先輩ははぁとため息をついて隣に腰を下ろした。

「んで、俺はどれをすればいいの？」

「え、でも先輩、お腹空いてません？　先に帰ってもらってもいいですよ」

「彼女ひとりを置いて帰れないだろ」

　そう言って、彼は優しく目を細めた。

　私のせいで予定が狂ったのに、本当に優しい人だなぁ。こういうところが好きなんだよなぁ。それを言うと絶対に調子に乗るから、簡単には教えないけど。

　隣で資料をパラパラとめくる乾先輩に見惚れていると……。

「ほらほら、ときめいてないで仕事する！」

　注意を受けて、ハッと我に返る。そして再び目の前の仕事に取り組んだ。




　ようやく仕事を終えたのは、八時を過ぎた頃だった。会社を出ると、私たちは自然と家へと足を進める。

「ごめんなさい、私の仕事が遅いせいで」

「いや、あれだけ仕事を任されるっていうのは、期待されているってことだから。でも、無理はするなよ。深桜ちゃんはすぐ周りが見えなくなるからな」

　そう言うと、乾先輩はよしよしと私の頭を撫でてくれる。

「うっ……」

　彼の優しさが心に染みて、申し訳なさがさらに深まる。

「まぁ、そこがいいんだけど」

　ね？　と微笑まれ、私はゴクリと生唾を飲み込んだ。

　いきなりそう来られると、心の準備ができていなくてうろたえてしまう。

　その時、私はこの前からずっと疑問に思っていたことをふと思い出した。

「あの、気になっていたことがあるんですけど、なんで先輩って私のこと好きなんですか？」

　初めて告白された時から気にしていたからか、その問いはスルスルと私の口から発せられた。

「深桜ちゃんもなかなかに大胆なこと聞くねー」

　彼がニヤニヤと顔を歪ませたので、ハッとする。

「そ、そんなつもりじゃなくて！　ほら、先輩って自分のことを『格好いい』とか散々言っているじゃないですか。それなのに、釣り合うような美人じゃない私を好きになるって、なんでかなって……」

　赤い顔で必死に言い訳をする。

「美人だよ？」

「ち、違いますよ」

　なに言ってるんですか、と照れると「かわーいー」とからかわれる。しかしすぐマジメな表情に変わって、乾先輩は「そうだなー」と星空を見上げた。

「別に、自分に対する評価と好きな子のタイプって関係あるわけじゃないしな。……いや、俺の場合は大いに関係あるかも」

「……どういうことですか？」

　彼の言っていることが分からず、隣を見上げて首を傾げる。

「俺がこの世で一番価値があるものだと思っているのは、顔の美しさなんかじゃない。努力を怠らないことだ」

「努力……」

　私が繰り返すと、彼は頷いた。

「そう、努力。俺は自分のことが好きだよ。だけど、それは顔がいいからだけじゃない。何事にも手を抜かず、努力を怠らない自分が好きなんだ」

　確かに彼は、仕事に関して手を抜いたことはいっさいない。それは、一緒に暮らしている私が一番知っている。

「だから、俺は俺以上に努力している人じゃないと惹かれない。これまでなかなか出会うことはなかったけど、ようやく見つけたんだ。それが深桜ちゃんだよ」

　まっすぐな瞳で私のことを見つめる乾先輩。

「え、私？」

　驚いて聞き返すと「あぁ」と彼は微笑んだ。

　私が乾先輩以上に努力をしている？　そんな自覚はまったくないんですけど……。

　すると、彼は昔を懐かしむような表情で話を続けた。

「入社してきた頃の深桜ちゃんはさ、マジメそうな子だなーとは思ったけど、そこまで仕事ができる感じでもなかった。でもがむしゃらに頑張っていたのを見て惹かれたし、会社のために努力しているのを俺は一番近くで見ていたから」

　確かに、私の教育担当は乾先輩だった。あの頃は早く仕事に慣れようと、必死で彼の言うことに従っていたけれど、まさか彼がそんなふうに私を評価してくれているとは思ってもみなかった。

「あれは、深桜ちゃんが入社して一年くらいした頃かな？　働きすぎて一回倒れた時のことを覚えてる？」

　彼にそう聞かれたけれど、私にはそんな記憶はない。

「そんなことありましたっけ？」

「あったの。それで、すぐに休養室に運んだんだけど」

『休養室』と言われて、私はハッとその時のことを思い出した。

　そっか、だから私がこの前倒れた時、休養室の景色に見覚えがあったのか。

「俺が休養室に見舞いに行ったら深桜ちゃん寝ていて、そしたら寝言言っててさ。思わず笑っちゃったよ」

　乾先輩はその時のことを思い出したのか、くくくっと笑い出してしまった。

「え、なんですか!?」

「『はい分かりました！』とか『任せてください！』とか。夢でもうなされるほど、そんなに仕事したいのかなって」

　なにそれ、恥ずかしすぎる。それに私、全然覚えてないし。

　あまりに初耳すぎて、「もう忘れてください」と今にも消えそうな声で呟く。

　しかし彼は首を横に振った。

「ううん、忘れない。だって俺、それで深桜ちゃんのことを好きになったし」

「え？」

「その時に思ったんだ。この子の努力が報われてほしい。この子の一番近くで、俺が見守りたいって」

　乾先輩はそう言い終わると、「分かってもらえたかな？」と笑って見せた。

　そんなに前から彼は私のことを好きになってくれていたんだ……。

　それなのに、告白されるまでまったく私は気がつかなかった上に、彼氏まで作っちゃって。鈍感にもほどがあるっていうか……。

　初めて知る事実に、私はひどく後悔する。

「そんなこんなで、一緒に働けば働くほど深桜ちゃんを大好きになっちゃってさ」

　ニカッと嬉しそうに笑い、乾先輩は私の顔を覗き込んだ。

「それ以上はもう話さなくてもいいです……」

　自分を好きになってくれた時の話を聞くって、こんなに恥ずかしいものなのか。

　私は照れ隠しで、ふんっと彼から視線を逸らした。

「つれないな。ま、俺に愛されて照れるのも愛らしいしな」

「あー、お腹空いたなぁ」

「ちょっと、構ってくれないと、ここで噛みつくよ」

　乾先輩は声のトーンを落とすと、がおっと歯を見せた。

「へっ!?」

「冗談だよ」

　私が少し距離を取ったのを見て、彼は妖艶に笑い、言葉を続ける。

「そうだね、俺には少し気を張っていたほうがいいよ。いつ本気になって食べちゃうか分からないしね」

「……狼おおかみ」

　ベッドでの彼を思い出して、思わず呟く。確かにあれは野獣そのものだった。

「男は全員そうだよ」

　好きな子の前ではね、と言うと、彼は私に向かって手を差し出す。私が手を重ねると、彼はへらりと笑った。

「ラーメン食べて帰ろっか」

「本当ですか!?」

　ほとんど彼の言葉に被せるように返事をして、私は目を輝かせる。

「なんだよ。俺はラーメンに負けるのか」

　絶対いつかは勝つ！　と妙に意気込んだ乾先輩は、そのまま私の手を包み込むと指を絡める。

「さ、行こう」

　彼の言葉を合図に、私たちは肩を並べて歩き始めた。

　ナルシストのくせに照れ屋でかわいい、同じ屋根の下で暮らす会社の先輩。

　彼となら楽しいことも悲しいこともすべて共有できる、幸せなカップルになれるはず。ううん、絶対になれる。

　誰よりも近いこの距離で、ひとつの愛をふたりで育んでいけたなら、きっと、もっと彼のことが好きになる。





ＥＮＤ












あとがき




　作者の霜月悠太です。このたび初めてベリーズ文庫さんから本を出版させていただくことになりました。

　あ、先にお伝えしておきますが、私はあとがきを書くのが苦手です……。なので、拙い文章が更に拙くなりますが、どうかお許し下さい。

　まず『エリート上司に翻弄されてます！』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。オフィス勤めの経験がなく、想像力を駆使して書いたのですが、そんなオフィスラブでもご満足いただけたでしょうか？　凄く心配です……。

　投稿サイトで書き始めたときは、乾のような、明るくて好きな子に甘い感じの男性を描くのが初めてだったので、新鮮な気持ちで一杯でした。しかしその分、書きたい意欲も強かったので、筆の遅い私にしては珍しく早く完結し、仕上がってみると私の中でもとても気に入った作品になりました。

　ありがたいことに読者の皆さんからの支持も得られて、書籍化の話が来た時はとても嬉しく、皆さんにすぐにお知らせしたくてウズウズしていました。

　正直、この文章を書いている間も自分の小説が本になって発売されるというのは信じられませんが、これが皆さんの目に触れているということは、本当に実現したのですね。凄い……。

　今回、書籍化の話を受けようと思えたのも、サイト版からの変更点に戸惑っていた私を優しく説得してくださった担当さん、私よりも喜んでいる両親、この作品が編集部の方々の目に止まるようにとランキングに載せてくれた読者さん、そしてこれまで四年にわたる創作活動に付き合ってくださったファンの皆さんのおかげです。

　実作業では、私の文章を人に読んでいただけるくらいのクオリティになるよう導いてくださった編集協力のヨダさん、とても可愛いらしい表紙イラストを手掛けてくださったイラストレーター、亜子さんのご尽力で素敵な一冊になりました。本当にありがとうございます。

　これぐらいの長さで終わってもいいのか分かりませんが、やはりあとがきは苦手だと再確認したところでお別れしたいと思います。また何処かでお目にかかれたら光栄です。





霜しも月つき悠はる太た
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